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「大嶋おおしま鷗かもめくん。わたし……鷗くんのことが、好きです」

　初夏の空。

　岩山のような積乱雲が、蒼穹そうきゅうから彼等を見下ろしている。

　新入生も高校生活に慣れ、人間関係やコミュニティも出来上がった季節。

　ある高校の校舎裏で、その儀式は行われていた。

　初心うぶな少女が、好意を寄せる同い年の男子に、秘めた想いを伝える。

　そして互いの好意を独占し合う、恋人同士になることを願うための儀式。

　告白、である。

　高校一年生──大嶋鷗は、入学当初より仲の良かった同学年の女子生徒、宍戸ししど向日葵ひまわりから告白を受けていた。

「あ……ありがとう」

　鷗は、内心の動揺どうようを隠すように、そう答える。

　目前の少女、向日葵は小柄な女の子だ。

　髪型は、肩の上で綺麗きれいに切り揃そろえられた茶髪のボブ。

　丸く可愛かわいらしい双眸そうぼう。

　どちらかというと主張の弱い、引っ込み思案な性格もあり、マスコットのような印象を受ける彼女。

　告白の緊張と照れから、表情を隠すように俯うつむいているので、比較的身長の高い鷗からは旋毛つむじが見える。

　その旋毛まで真っ赤に染めて、フルフルと小刻みに震えているのがわかる。

　幼い仔犬を連想させる、愛らしい姿だ。

「ええと……」

　彼女に好きだと言われた瞬間、鼓動が高鳴り、全身がふわりと浮いた気がした。

　鷗も向日葵に好意を抱いていたので、両想いだ。

「俺おれも……向日葵が好きだ」

　鷗は言う。

　何か洒落しゃれた言い回しとか、格好良い返しとか、そういうことを言うべきかという考えも過よぎったが、鷗にはそんなイケメンボキャブラリーはない。

　実直で、真面目まじめで、真まっ直すぐな性格の鷗には、ストレートな返事しか思い浮かばなかった。

「こんな俺でよければ、よろしくお願いします」

　鷗から返されたＯＫの返事に、向日葵は俯かせていた顔を跳はね上げる。

　ふわりと跳ねた髪から、爽さわやかなシャンプーの香りが漂ってきた。

　涙で潤んだ双眸の奥に、キラキラとした輝きを宿し、信じられないものを目にするような表情で鷗を見詰める。

　晴れて、二人は恋人関係になった。

　その現実を、向日葵はゆっくり、ゆっくり嚙かみ締しめ……。

「よ、よかったぁ……」

　微笑みながら、そう絞り出すように声を漏もらした。

　眦まなじりに溜たまっていた涙を、ぽろぽろと零こぼす。

「あ、ご、ごめん!?」

「や、違うよ。これは、嬉うれしくて……鷗くんが謝る理由は無いよ」

　そんな彼女の反応に慌てふためく鷗に、向日葵はふにゃりと笑う。

　幸福によって紅潮した頰ほお。

　笑顔を浮かべると緩やかに弧を描く、少し垂れ目な両目。

　鷗の目には、その全てが愛おしく映っている。

「あ、はは、そうか」

「うん……え、えへへ」

　そわそわするような、むず痒がゆいような、甘く初々しい空気がその場を包む。

　しばらく二人でふにゃふにゃと笑い合ったまま、鷗と向日葵は無為に時を過ごしていた。

　そこで、遠くから砂利を踏む音が聞こえてきて、鷗と向日葵は二人だけの世界から帰ってくる。

　誰かが、こちらにやってくる足音だ。

「とりあえず、戻ろうか」

「う、うん」

　正気を取り戻した二人は、その場から退散する。

　途中、足音の主である男子生徒と行き違いになった。

　男子生徒は、すれ違う二人にチラリと視線を向ける。

　彼には、どう思われているのだろう。

　この二人は付き合っている。

　恋人同士だと、そう見られたのだろうか。

　そう考えると、なんだか今更ながら恥ずかしい気分だ──と、鷗は思った。

「……鷗くん」

　そこで、隣の向日葵が声を掛けてくる。

　上目遣うわめづかいで鷗の顔を見上げる彼女も、同じ気持ちだったのかもしれない。

　鷗と同様に、顔から首筋にかけて肌を朱に染め、おずおずと告げる。

「改めて……これから、よろしくお願いします」




　◇◆◇◆◇◆




「おー、遂に付き合ったか、お前等」

　１年Ｂ組。

　教室の中、三人の男子生徒が一つの机に集まっている。

　その机の主である彼──鷗の元を訪れ、親友達が此度こたびの交際開始を祝福してくれているのだ。

「お相手は、Ａ組の宍戸向日葵……か。むしろ、もうとっくに付き合ってると思ってたんだけどな、二人揃って奥手だなぁ」

　そう笑いながら言うのは、金髪の少年。

　綺麗にセットされた髪型と端正な顔立ち。

　甘いルックスで、明らかに遊んでいそうな雰囲気が見て取れる。

　そして、実際にかなりの遊び人である。

　彼の名は、小地谷おぢや健介けんすけ。

「まぁ、そりゃあ、お前に言わせたら誰だってそうなるだろ」

　軽い調子で発言する彼を呆あきれ顔で諫いさめるもう一人は、黒髪を肩に掛かるくらいに伸ばした少年だ。

　あけすけな発言も多いが、逆に言えば誰でも気兼きがねなく自然体で接することのできる性格の人物。

　彼は、黒瀬くろせ岬みさきという。

　二人とも、鷗のクラスメイトで友人である。

「ああ、うん」

　一方、そんな二人の祝福ムードに対し、当の鷗は心ここにあらずといった感じで、そう生返事をする。

「なんだよ、もっと喜べよ。宍戸って男子の間じゃかなり人気にんきなんだぜ？　かわいいし、小柄だけど愛嬌があって、小動物みたいで庇護欲ひごよく搔かき立たてられるし」

「うん、わかる」

　そんな健介の発言に、鷗も正直に頷うなずく。

　本当に心からそう思っての発言だったのだが、岬からは「そんな真剣な表情で惚気る奴やつ、初めて見たわ」と言われてしまった。

「まぁ、逆に奥手で大人しい宍戸だけど、お前とは明らかに仲良かったからな。もうみんな当然付き合ってるもんだと思って諦あきらめてたんだろうけどさ……何か不服なのかよ？」

「いや、不服なんて無い。素直に嬉しいよ。それは本当だ」

　健介からの質問に、鷗は慌てて訂正をする。

　しかし直後、再び真剣な面持おももちになると。

「……相談なんだけど」

　鷗は声を潜ひそめて二人に尋ねる。

　その雰囲気に、健介も岬もつられて真面目な表情となる──が。

「その……『付き合う』って、どういうことをすればいいんだろう？」

　直後、鷗の口から出た質問に、ガクッと体のバランスを崩した。

「は？　どういうこと？」

「いざ『付き合う』って、恋人同士になるってことだろう？　でも、それが今までと比べてどういう違いがあるのかとか、どういうことをすればいいのかとか、俺、よくわからないんだ」

「とことん真面目だな、お前」

　深刻な顔で言う鷗に、岬が相変わらずの呆れ顔を浮かべる。

「んー、まぁ、それはそのカップルがどういう目的で付き合ってるかによるんじゃねぇの」

　一方、鷗の質問に対し、健介が腕組みしながら返答する。

「男女が付き合う理由には二つのパターン……言い換えると、二種類の契約パターンがある」

　言いながら、指を立てて解説していく健介。

　彼は高頻度こうひんどで彼女が更新されていく、というか一度に複数の女性と関係を持っている、いわゆる女たらしである。

　けれど、その分恋愛経験が豊富でもあるのだ。

「一つは、今の関係性が楽しいから、その関係を独占かつ継続するための契約。もう一つは、互いの時間を共有し、理解を深めて相性を調査──相性が良ければマッチング成功っつぅ、いわば研究期間を設ける契約。鷗の場合は前者なんだから、今のままでいいんじゃねぇか？」

「契約か……なるほど」

　となれば、鷗と向日葵の関係性は間違いなく前者だ。

　鷗と向日葵は、この高校への入学当初、ある事件をきっかけに仲が良くなり、それから今日まで良好な友人関係を続けてこられていた。

　彼女と一緒にいると楽しい。

　一方で、向日葵も同じ感情を鷗に対して抱いてくれていたのだろう。

　だからこうして、恋人関係になれた。

　これからは、共に享受きょうじゅするそんな時間がより多くなり、今まで以上に多様な種類の過ごし方ができるようになった、という認識でいいのかもしれない。

「……でも、それってある意味、今までと変わらないとも言えるんじゃ」

「まぁな。ちなみにそういう場合、『これって、付き合ってる意味があるのか？』『退屈だな』って事になっちまって、また別の目的の契約が発生することもある」

　健介は立てていた二本の指の隣に、三本目の指を持ち上げる。

「楽しい時間を共有する相手をもう一人作る。特定の女と付き合っていながら、別の女とも付き合うっていう関係だ」

「それは浮気うわきだろ」

　持論じろんを展開する健介に、岬が横槍よこやりを入れる。

　岬は結構気を使うタイプだ。

　今日恋人ができたばかりの鷗に、こういう茶化すような話はあまり良くないんじゃないかと、そういう気を回してくれているのかもしれない。

「そう、浮気だ」

　一方、健介は話を進めていく。

「浮気、褒ほめられたものでも健全なものでもないよな。でも、人は浮気をする。浮気はこの世には溢あふれてる。何故なぜか？　それだけ、どうしようもない感情によって行われるもので、背徳的はいとくてきで刺激的で、魅力的だからだ」

「でも、バレたら大変だろう？」

　鷗も会話に参加してみる。

　健介は健介で、鷗の事を考えてこの話を展開してくれている。

　きっと、タメになる部分もあるはずだ──と、思ったからだ。

「バレるつもりで浮気する奴なんていねぇよ。まぁ、中にはいるのかもしれねぇけど。それでも、バレた時に訪れる崩壊や絶望がわかってても、危険だって理解してても、惹ひかれちまって仕方ないんだろうな」

「うーん……」

　鷗にはよくわからない感覚である。

　もし自分が浮気をすれば、向日葵は悲しむだろう。

　それは、とても嫌な気分だ。

　もし向日葵が浮気をしたら、鷗は裏切られた気分になる。

　純粋に悲しい。

　……やはり、今の鷗には考えられない感情だ。

「まぁ、もし浮気するなら気を付けろよ、鷗。相当噓うそと誤魔化ごまかし方が上手うまくて、面つらの皮が厚くないとできねぇからな」

「お前も浮気してんだろ。それ全部自分へのブーメランでもあるからな」

　恥も外聞がいぶんも無く言う健介に、岬が突っ込む。

「あと、お前はなんか人間が浮気するのは当然みたいに言ってるけど、大半のまともな人間はそんなことしねぇから。そんなことするのは、一部の人の心が無い連中だけだろ」

「そうか？　この地球上の生きとし生けるものの中で、特定の相手がいながら別の相手と恋して秘密で愛人関係を育はぐくんだりイチャイチャしたりする生き物なんて人間だけだろ。むしろ、一番人間の心が籠こもった行為じゃね？」

「クズの詭弁きべんだな」

　言い捨てて、岬は鷗を見る。

「というか、心配しなくても鷗は浮気なんてしねぇよ。そもそも、鷗に浮気は無理だろ。噓とかつけないだろうし」

「噓がつけない？　いや、それは流石さすがにまじーぞ、鷗。人間関係を大事にすんなら、時には噓も必要だ。優しい噓っていうのもあるだろ？」

「優しい噓……っていうのが、どういうものか具体的にはわからないけど……」

　そこでしばし熟考した後、鷗は真面目な表情で断言する。

「流石に噓をつけないことはないと思う。でも、できれば好きな人に噓や隠し事はしたくない」

「な、超一途いちずだし、超真面目だろ。お前と違って」

「俺だって別に心配はしてねぇよ。鷗、両親が警察官だしクッソ頭固いからな。浮気とか不倫とか、どんな理由があろうと許せねぇって性質だろ？」

「……まぁ、決して良い印象は受けないけど」

　鷗はハッキリと、持論を述べていく。

　言いながら、目の前にいる健介のことも気に掛けて発言しようとしているあたり、どれだけ真面目なんだよと、岬は溜息ためいきをついているが。

「個人的な意見としては、浮気は当人同士が納得しているならいいんじゃないか、とも思う」

「そうそう、本人達が納得してるならそれは浮気じゃないからな」

　うんうんと、深く頷く健介。

「ちなみに、お前の彼女達は当然、お前が浮気してることには納得してるんだよな？」

　そんな健介に、岬が問う。

「いやいや、そもそも話題に出すわけ無いじゃん。君子危くんしあやうきに近寄らず。触らぬ神にたたり無しって言うだろ？」

「お前、その分厚い面の皮引ひっ剝ぱがして犬に食わすぞ」

「まぁ、でも、まずは伸び伸びこれからを楽しめよ。鷗にとっちゃ初恋の相手で初めての彼女だろ？　よかったじゃねぇか」

　そう言ってしっかり祝福してくれるあたり、良い友人だ。

　人間性はともかく。

「………」

　けれどそこで、鷗は健介の言った『初恋の相手』という単語に、何かが喉のどに引っ掛かったような、そんな表情を浮かべていた。

（……初恋の人、か）

　そう言われると、鷗にとって最初に頭の中に浮かぶのは、向日葵の姿ではない。

　──ボーイッシュな黒髪のショートヘアに、潑剌はつらつとした表情を浮かべる少女。

　まばゆく輝かしく、まるで彼女自身が太陽のようで、眩まぶしかった。

『カモメ！』

　原風景の中、前を行く少女が、振り返って鷗の名を呼ぶ。

　それだけのことに、心がざわつき、じんわりと温かくなる。

『待ってよ、ツユ──』

　先を走る彼女の名を呼び、鷗は追い掛ける。

　……初恋。

　まだ小学生だった頃に抱いていた、淡あわい感情。

　当時、恋や愛などというものに自覚はなかった。

　けれど、今でもこうして記憶を思い返し、そして切ない気持ちになるこれは。

　憧あこがれて、その姿を求めていた感覚は。

　あれは、鷗にとっての立派な初恋だったのだと──もしかしたら、そう言ってしまっていいのかもしれない。




　◇◆◇◆◇◆




　──その数日後。

「鷗くん……だ、大丈夫？」

「え？」

　今日、鷗は向日葵の家に行くことになった。

　初めて訪れる、彼女の家である。

　無論、緊張しないわけがない。

　いつもと違う駅で降りて、閑静かんせいな住宅街を歩いていく。

　その間も、鷗はどこか挙動不審というか、キョロキョロとしきりに周囲を見回してしまっていた。

「あ、ご、ごめん、これから向日葵の家に行くって思うと、緊張しちゃって……お土産とか持っていくべきだったかな!?」

「だ、大丈夫だよ、今の時間は家に誰も居ないから。お、お構いなく」

　そう言う向日葵も、若干緊張気味のようだ。

　鷗の様子を見ながら、彼女も「えへへ」と照れくさそうに笑っている。

　そんな風なやり取りを交まじえつつ、やって来たのは、かなり立派な一軒家。

　結構裕福な家庭のマイホーム、といった感じの家である。

　鷗の家よりも大きいと思う。

「お邪魔します」

　向日葵が玄関の鍵かぎを開ける。

　そして先導せんどうされ、家に上げてもらう鷗。

「どうぞ」と、スリッパを出される。

「あ、わたしの部屋は二階にあるから、こっち」

　向日葵に誘われ、一緒に階段の方へと向かう。

（……友達だった頃には、向日葵の家に来たことって無かったっけ）

　つまり、これが付き合うということだ。

　恋人になったということだ。

　先日、健介から言われた『伸び伸びこれからを楽しめよ』という言葉を思い出す。

　緊張もしている。

　でも、心から楽しもう。

　ドキドキとわくわく。

　鷗の感情は、緊張と期待の入り交じった色彩で支配されていた。

　そこで、階段の上から誰かが下りてきた。

（……あれ？　この時間は誰もいないんじゃ──）

　鷗の目に、その人物の姿が映った。

　腰に届くほど長い金髪に、薄うっすらと浅黒い日焼けした肌。

　白いタンクトップにデニムのハーフパンツというラフな格好のため、すらりと伸びた長い脚や、細い腰回りが外気に晒さらされている。

　羽のような長い睫まつげは神秘的だが、どこか軽薄で遊んでいそうな印象を受ける。

　清楚せいそで控えめな向日葵とは真逆のような存在。

　分類的には、健介と近ちかしい人種かも知れない。

　誰だろう……向日葵の家族だろうか？　と、鷗は思う。

　そして同時に、どこか見覚えがあるような気もして、不可解ふかかいな気分になった。

「おかえり」

　その女性は、向日葵の姿を確認して口を開いた。

「あ……梅雨つゆさん」

　彼女を前にして、向日葵は少し顔を強張こわばらせ、身構えたようにも見えた。

「梅雨さん」──と、向日葵は彼女のことを呼んだ。

「今日は、大学じゃないの？」
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「講義、午前中だけだったから」


　ふぅー……と、どこか疲れ気味のように溜息をつきながら、彼女は言う。



　そこで、その双眸の視線が向日葵の後ろに立っている鷗へと向けられたのがわかった。

「誰？　向日葵のカレシ？」

「あ、ええと、その……」

　問い掛けられ、焦あせったようにわたわたと呟いた後、「……うん」と、向日葵は頷いた。

　それに対し、女性の方は「へぇ」と、少し驚いたような反応を示す。

　そんな彼女達の一方。

「………」

　鷗は、遭遇したその女性の姿に意識を奪われていた。

　どこかで見覚えがあるような、けれどハッキリと合致しない違和感が生まれていた鷗の中に、向日葵が先程呼んだ『梅雨』という名前がトリガーとなって、一つの憶測おくそくが生まれていた。

（……梅雨）

　記憶が蘇よみがえる。

　子供の頃の記憶。

　ボーイッシュな黒いショートヘアを靡なびかせ、活発で明るい表情を浮かべ、引っ込み思案だった自分の手を摑つかんで走り回っていた。

　元気で潑剌としていて、神々しい笑顔を浮かべ。

『カモメ！』

　振り返り、自分を呼ぶ、その姿。

　その姿が、脳裏のうりに浮かぶ──。

「あ、鷗くん、紹介するね。わたしの姉で──」

「ツユ？」

　鷗の口が、彼女の名前を呼ぶ。

　梅雨と呼ばれる彼女と、視線が合う。

　彼女は初対面の人間からいきなり名前を呼ばれ、若干じゃっかん警戒するような表情を浮かべていた。

　けれど、その顔、その姿──しっかりと見た今なら、はっきりとわかる。

　髪の色も服装も、漂う雰囲気も変わってしまったが、彼女は鷗にとっての初恋の人──そう、『ツユ』なのだと。
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　鷗かもめとツユは子供の頃、近所同士、仲の良い友達だった。

『カモメ！　遊びに行こう！』

　当時、ツユは引っ込み思案だった鷗を引っ張るような、気の強い女の子だった。

　彼女は体を動かすのが好きで、特に走るのが好きで、よく誘われて一緒に街中を走り回った思い出がある。

　この頃、気も弱く、体も今とは違い背の低かった鷗は、近所の悪ガキの標的にされることもあった。

　でも、その度にツユは自分を守ってくれた。

　だから、そんな彼女に自然と憧あこがれて……。

　そしてきっと、あの時鷗が抱いていたのは、好きという感情に違いなかった。

　ツユは運動神経が抜群で、足も速かった。

　陸上クラブにも通っていて、成績も良かった。

　将来は陸上選手になるんだと、とても嬉うれしそうに語っていたし、鷗も絶対に彼女は有名な選手になれると信じていた。

　陸上競技に精を出すスプリンターの卵で、快活で明るく、おおらかで誰に対しても分わけ隔へだてなく接する……。

　ツユはそんな、神々しい存在だった。

　鷗自身、彼女に憧れて陸上競技に精を出した時期もあった。

　しかしある日、ツユは突然引っ越すことになった。

　親の仕事の都合らしく、いきなりのことだった。

　別れの日、当時住んでいた家から去っていく彼女に別れの挨拶あいさつをしに行った。

　突然のことで泣いてしまった鷗を、ツユが笑顔で励はげましてくれたのを覚えている。

　こうして、ツユは鷗の前から姿を消し、そして、それっきりになってしまったのだった──。




　◇◆◇◆◇◆




「……鷗くん？」

「……え？」

　向日葵ひまわりに名前を呼ばれ、鷗は意識を取り戻す。

　ここは、向日葵の部屋だ。

（……ボーッとしていた）

　どうやら鷗は、向日葵の姉がかつての憧れの人、ツユであることに驚き、記憶が混乱してしまっていたようだ。

「どうしたの？　鷗くん。話し掛けても、上の空だし……」

　そこで、先刻から様子のおかしい鷗を見て、向日葵は小首を傾かしげる。

「鷗くん、もしかして、梅雨つゆさんのこと知ってるの？」

「いや、その……」

　どうしよう。

　どう説明するべきだろう。

　というか、もしかしたら他人の空似そらにで、ただの勘違いかもしれない。

　そもそも、彼女と子供時代を一緒に過ごしたのなら、彼女の妹である向日葵とも自分は面識があるはずだ。

　つまり、彼女は奇跡的にツユに似た赤の他人、という可能性が高い。

　そう結論し、鷗は頭を搔かきながら向日葵に説明する。

「知り合いというか、知り合いに凄く似ているというか……いや、ごめん、多分勘違いだと思う。もしその人の妹が向日葵だとしたら、俺おれが知らないわけないから」

「そ、そうなんだ」

　そう説明すると、向日葵は安心したような表情になった。

「……あれ？」

　そこで、鷗の中にある疑問が生まれる。

「そういえば、梅雨さんって向日葵のお姉さんなんだよね？」

「うん」

「お姉さんのこと、『梅雨さん』って呼んでるの？」

「……あ、えっと……」

　鷗が尋ねると、向日葵が表情に影を落とし、おずおずと口を開いた。

「鷗くんには初めて話すことだけど……わたしの両親って、再婚なんだ」

「え？」

　驚く鷗に、向日葵は自身の家庭環境を語る。

　彼女が言うには──向日葵は数年前に両親が離婚し、父親と一緒に生活をしていた。

　そしてその後、現在の両親が再婚。

　向日葵の父と再婚した相手の女性も離婚経験者であり、梅雨は母親の連れ子だったのだという。

　つまり、梅雨と向日葵は血の繫つながっていない姉妹、ということになる。

「………」

　その話を聞き、鷗は驚きのあまり絶句してしまった。

「じゃ、じゃあ、梅雨さんと向日葵が姉妹になったのって……」

「うん……一年くらい前。それで、ええとね、なんだか梅雨さんのことを『お姉ちゃん』って呼ぶのにも、まだ抵抗があるというか……梅雨さんも無理に呼ばなくてもいいって言ってくれてるから、普通に名前で呼ぶように……鷗くん？」

「………」

　向日葵の話の途中でありながら、鷗はどこか上の空というか、別のことで頭を支配されているかのような、そんな面持ちで沈黙している。

「……そういうことだったのか」

　梅雨と向日葵は血が繫がっていない。

　梅雨と向日葵が一緒に暮らすようになったのは、ここ一年ほど。

　それ以前の梅雨と向日葵には接点がない。

　つまり、彼女が記憶の中のツユと同一人物である可能性が再び浮上した、ということだ。

「……向日葵、梅雨さんって──」

　そこで、向日葵の方を振り返った鷗は気付く。

　向日葵が、あまり明るい表情をしていないことに。

「……あ」

　鷗は自分を恥じる。

　今日、自分は向日葵の……カノジョの家に来ているのだ。

　今は向日葵との大切な時間。

　梅雨は関係ない。

　向日葵にしてみたら、たとえ姉だとしても、他の女性のことが気になっている調子で喋しゃべられて、良い気分なわけがない。

「ごめん、向日葵」

「え？」

　そう言って、空気を切り替えるように鷗は言う。

「せっかく、向日葵の家に招待してもらったのに、関係ない話ばかり……本当に申し訳ない！」

　そう言って頭を下げる鷗に、向日葵は慌てて手を翳かざす。

「う、ううん！　そんなことないよ！　普通の会話だと思うし！」

　そう言った後、向日葵「……えへへ」と小さく笑った。

「でも……嬉しいな。鷗くん、わたしの気持ちのことまでちゃんと考えてくれて」

「そりゃあ、カレシなんだから」

　そう告げると、向日葵は顔を「ボッ」と音が出そうなほど赤くする。

「も、もう、恥ずかしい！　照れちゃうよ！」

　と言って顔を覆おおい隠す彼女を、素直に「かわいいなぁ」というような顔で、鷗は見詰めていた。




　◇◆◇◆◇◆




「ふぅ……」

　そんな風に、しばらく向日葵と朗ほがらかな時間を過ごしたところで──。

　鷗は、向日葵の家のトイレを貸してもらった。

　階段を下りてすぐの場所だったので、特に迷わなかった。

　トイレの扉を開けて廊下に戻ったところで、改めて家の中を見回す。

　やはり、結構大きな家だ。

　お父さんか、再婚したお母さんか、もしくは両親両方かわからないが、凄く立派な仕事に就いているのかもしれない。

　そういえば……と、鷗は向日葵の家族や家庭について全く知らなかったことに気付く。

　今までそういう会話に発展したことが一度も無かった。

　単に偶然なのかもしれないが、もしかしたら向日葵自身、あまり自分の家庭のことを話したくなかったのかもしれない。

「……いや」

　向日葵のことだ。

　かつての両親が離婚して、再婚をし、血の繫がっていない姉妹ができたという複雑な人間関係を披露しては、周りに気を使わせてしまったり、空気が悪くなるかもと思い黙っていたのかもしれない。

　あの優しく、思いやりのある彼女ならあり得る。

　ともすれば、自分も明らかとなったその状況に適応しないとならないはずだ。

　受け入れ、そんな事情を気にせず、共に気兼ね無く過ごせるような関係にならないといけない。

　恋人なのだから。

　階段を上りながら、自身の頰ほおを叩たたく。

　生真面目きまじめな性格の鷗は、頭の中でそう思考を巡らせながら、向日葵の部屋の前へと戻った。

　そして、扉を開ける。

　部屋の中に、梅雨がいた。


「………………え？」



　部屋の中央に立っている人物は、向日葵ではなく梅雨。

　しかも、彼女は着替えの最中のようで、上半身が下着姿だった。

　扉を開けた状態で硬直している鷗に対し、彼女も目を丸くして驚いた表情を浮かべている。

「な、なんで──」

「……向日葵の部屋、隣だけど」

　梅雨にそう言われ、鷗は気付く。

　自分は、向日葵の隣の部屋──梅雨の部屋の扉を間違えて開けてしまっていたのだ。

　考え事をしていたので、注意力が散漫さんまんになっていた。

「ご、ごめんなさい！　間違えました！　決して覗のぞくつもりは──」

　最悪だ。

　部屋を間違えるだけならまだしも、タイミング悪く着替え中のところに鉢合はちあわせるなんて。

　鷗は両目を瞑つむり、謝罪の言葉を告げると扉を早急に閉めようとする。

「………」

　そこで、不意に手を摑つかまれた。

　梅雨だった。

　上半身下着姿のまま、彼女はドアにかけられた鷗の手を握ると、そのまま部屋の中に引っ張り込む。

「え、ちょ──」

　そして、静かに扉が閉められた。

「あ……」

「………」

　梅雨は無言で部屋の中央に戻ると、着替えを再開する。

「扉、開きっぱなしにされても困るから」

「……あ、す、すいません！」

　冷静な口調で告げる梅雨に、鷗は動揺どうよう気味に返す。

「あ……あの……」

　できるだけ視線を逸らしながら、というか、視界の焦点を合わせないようにしながら、鷗は梅雨に問いかける。

「どうして、俺を部屋の中に入れたんですか……」

　梅雨の部屋の内装は、女の子らしくふわふわした調度で揃そろえられた向日葵の部屋とは違い、黒や金やピンクを基調として、ヒョウ柄やゼブラ柄のものが多く、どこか派手で退廃的たいはいてきな雰囲気を漂わせている。

　そんな部屋と同様に、梅雨からも、昔のような明朗で快活な雰囲気は失われていた。

　男勝おとこまさりで勝ち気な感じは残っている気もするが……少し、方向性が違うというか。

　遊んでいるというか、危うい雰囲気が窺うかがえる。

　本当に同一人物かと、そう疑ってしまう。

　……いや、まだ明確に、彼女が鷗の知るツユと同一人物だという証拠はないのだが。

「……さっきさ、キミ」

　一方、梅雨は下着姿を見られたことも特に意に介していない様子で、着替えを継続する。

　Ｔシャツを頭からかぶり、袖そでを通し、襟首えりくびから頭を出したところで、そう自然と会話を返してきた。

「私のこと、知ってるみたいだったけど。私達、知り合いだっけ？　前に会ったことある？」

　そう、梅雨に聞かれる。

　なるほど。

　それが気になったから、自分を部屋の中に引き込んだのか──と、鷗は納得した。

「……しかも、ツユって呼び捨てにされたし。どっかで遊んだっけ？」

「あ、えーっと……」

　おそらく、そんな言動があったからか、彼女も鷗のことを若干じゃっかん警戒しているのかもしれない。

　あたかも取り調べのように尋ねてくる梅雨に、鷗はまごつきながら返答する。

「子供の頃……かな」

「……子供の頃？」

「……アナタは、多分もう覚えてないかもしれませんけど」

　そこで、鷗は本題に踏み込む。

「俺、子供の頃、梅雨さんの家の近所に住んでいて、よく一緒に遊んだんです。梅雨さんにとっては俺なんて、いっぱいいる友達の一人で、覚えてないかもしれないけど」


「…………あ」



　その時だった。

　鷗の話を聞き、最初こそ小首を傾げていた梅雨。

　しかし、徐々に、鷗の顔を疑うように見詰めていた瞳ひとみの中に、星屑ほしくずのような輝きが散り、やがてハッキリとした明かりが灯ともった。

「……鷗？」

　梅雨の口が、自分の名を呼んだ。

　数年ぶりに再会した幼馴染みが、あの頃のように、そう自分の名前を呼んだ。

　その状況に、自然と、鷗の顔にも歓喜が浮かぶ。

「そう、俺だよ、梅雨！」

　そう呼ぶと、梅雨もその顔に無邪気な笑みを浮かべ、口元を手で覆う。

「ウソ！　本当に、鷗!?」

　そして、勢いよく鷗へと駆け寄ってきた。

「大嶋おおしま鷗くんだよね!?　本当に!?　凄い久しぶり！」

　心から、再会を喜ぶように、そう声のトーンを上げる。

　憧れの人が、何年も隔てた自分との再会を喜んでくれている。

　そんな彼女の表情を見て、鷗も胸が熱くなるのを感じた。

「ああ。本当に久しぶり。今俺、向日葵と同じ高校に通ってるんだ」

「そうだったんだ……こんなことってあるんだね！」

　梅雨が自分を思い出してくれたことが、純粋に嬉しい。

　子供の頃の憧れの人が、自分のことを覚えていてくれた。

　それが素直に、嬉しかった。

　──しかし、そんな鷗の感動は、直後、手酷てひどく裏切られることになる。

「ふーん……あのちっこくてかわいかった鷗が、もう立派な高校生なんだ」

　そこで梅雨が、鷗の体を上から下へ、下から上へと見回していく。

　先程までの無邪気な表情は潜み、まるで、鷗の全身を舐なめ回すように、視線を巡らせていく。

　その彼女の目付きに、鷗は背筋が凍る感覚を覚えた。

「……顔も悪くないし、体付きもしっかりしてるよね」

「……梅雨？」

「肩幅もがっしりしてるし、喉仏のどぼとけも……」

　先刻せんこくまで浮かべていた、少女のように無垢むくな笑顔は消え失せ、その顔には、大人の表情が戻っている。

　相手を値踏みし、期待するような。

　挑発するような目。

「イイ男じゃん」

「え？」

　なんだか、彼女らしくない。

　思い出の中の彼女とは掛け離れた行動に、鷗は訝いぶかる。

「梅雨、あの……」

　その瞬間だった。

　梅雨の体が、一気に鷗に密着する。

　そして、何が起こったのか判断する暇も与えられず──気付けば、鷗は梅雨にキスをされていた。

「─── 」

　その突然の行為に、鷗は声を発することも、呼吸さえも忘れてしまった。

　自分が今、何をされているのか理解できない。

　口の中が、鼻腔びこうが、彼女の髪から、体から漂う甘い匂においで満たされる。

「ん……」

　数秒ほど、その体勢が続いた後。

　一度唇を離され、梅雨は鷗の顔を覗き込む。

　まるで確かめるように鷗の顔を見詰めると、梅雨は両目を蠱惑的こわくてきに細めた。

　唇の隙間すきまから赤い舌を覗かせ、下唇を舐め、笑みを浮かべる。

　皮膚が泡立つ、背筋がゾッとするような笑み。

　まるで、獲物を前にした捕食動物のような、そんな笑みだと思った。

　あの梅雨が浮かべるなんて、考えられない表情。

　どうして、なんでいきなり、彼女はこんなことを。

　そんな混乱が去来きょらいする鷗など意に介さず、梅雨は再び顔を近付け、唇を重ねてきた。

　今度は更に熱烈で動的で、野性的なキス。

　ぬるっと、温かな肉の感触が鷗の口内に滑り込んできた。

　舌だ。

　舌を入れられた。

　梅雨の舌が、鷗の口腔を侵おかしていく。

　言うまでも無く、鷗にとっては全てが初体験だった。

　キスをされることも、こんな攻撃的に攻め立てられることも。

　舌先で歯の裏側をなぞられる、口蓋こうがいをチロチロとくすぐられる。

　誘惑するように、からかうように。

　更に唇に吸い付かれ、ねだるようなキスをされる。

　キスと言えば、唇と唇を触れ合わせるくらいのものとしか考えていなかった。

　それしか知らなかった鷗にとっては、背筋が震え全身の神経が逆立つほどの衝撃だった。

「……もしかして、初めてだった？」

　時間の感覚を奪われ、呼吸さえ忘れてしまっていた。

　永遠のような甘美の時が終わり、唇が離される。

　唾液が糸を引く。

　お互いの吐息が、鼻息が掛かるほどの近距離で、梅雨が唾液の糸を舌で舐め取りながら、囁ささやくように聞いてきた。

　鷗にしか聞こえないほどの声量で。

「いや、その……」

「いいよ、言わなくても。わかるから」

　目を逸らし慌てる鷗の反応を見て、梅雨は確信を持ったように言う。

「そっか、向日葵ともまだなんだ……ねぇ、先に経験しておかない？」

「け、経験？」

　梅雨が手を引く。

　彼女が手を引く先には、ベッドがある。

　この部屋の、パイプベッド……。

「……な!?」

　瞬間、ボーッとしていた思考回路も流石さすがに目を覚ます。

　鷗は慌てた様子で、梅雨を見た。

「つ、梅雨!?　何を──」

「協力してあげる、昔のよしみだし」

　梅雨が、何を言っているのかわからない。

　いや、わかるにはわかるが。

　彼女が、そんな発言をしているという現実が理解できない。

　しかし、目前の彼女──梅雨は構うことなく、鷗の手を引っ張ってくる。

「向日葵には黙っておいてあげるから。今のうちに練習しておいた方が、いざあの娘ことするってなった時にも格好が付くでしょ」

「いや、そうじゃなくて……」

　鷗は必死で言葉を選ぶ。

　といっても、こんなシチュエーションに陥おちいった際にどんな台詞を言えば良いのかなんて、全くわからないのだが。

「……こんなこと、申し訳ないというか……」

「嫌？」

「嫌とか、そういうことじゃ……」

　そう言う鷗の顔を見て、梅雨はクスリと笑う。

「私は別にいいよ。嫌いじゃないし、こういうの」

「……え？」

「それとも、鷗は私のこと嫌い？」

　梅雨は、悲しげな顔をする。

　男相手に罪悪感を植え付けられるであろう、そして理性を破壊させられるであろう、官能的かんのうてきな女の表情。

　けれどその時、そんな梅雨を目の前にして、鷗の中に生まれ渦巻うずまく感情は、別のものだった。

『私は別にいいよ』

『嫌いじゃないし、こういうの』

　記憶の中にある、彼女との煌きらめくような思い出の数々。

　尊く、綺麗きれいで、大切な記憶。

　彼女の行動が、発言の数々が、そんな記憶に泥を塗るようで。

　鷗の神経を逆撫でするようで。

　頭が熱い。

　胸が締め付けられる。

　本当に目の前の彼女は、あのツユなのか？

「自分で言うのもなんだけど、体付きには結構自信あるんだけどな……なんて」

　そんな鷗の心中など察さっすることなく、梅雨は言葉を連ねていく。

　言いながら、先程着たばかりのＴシャツを脱ぐ。

　ブラジャーに覆われた双丘そうきゅうの谷間──胸元むなもとを見せ付けてくる。

　そして、そこに向けられた鷗の視線に合わせるように顔を動かし、上目遣うわめづかいの双眸そうぼうを合わせてきた。

　やめてくれ……。

　やめてくれ……。

　鷗の表情が苦痛に歪ゆがむ。

「どう？　成長したでしょ。今の私の方が、昔の私より魅力的じゃない？」

「─── 」

　決定打だった。

　梅雨の放ったその言葉が、鷗の頭の中の何かを切った。

　大事な配線が引きちぎれる音が、頭蓋ずがいに響く。

　彼女の言葉は、紛まぎれもない、鷗の大切にしていた宝石のような思い出を、汚し侮辱ぶじょくする言葉だった。

「そんなわけ、ないだろう！」

　鷗は、力強く梅雨の体を引き剝はがす。


「ちょ……！」



　突然大声を上げ、梅雨を力の限り突き飛ばした鷗。

　その行動に、梅雨も驚き目を瞠みはる。

　そこで彼女は、鷗の眼差まなざしを直視し体を強張らせた。

　怒りに燃える、過熱する眼光を目まの当あたりにし、恐怖から身動きを奪われ、絶句するしかなくなってしまった。

　そんな梅雨に、鷗は更に畳みかけるように断言する。

　前後の会話など考慮せず、ただ頭の中に生まれた言葉を思いのまま口にする。

「俺が憧れていたのは、昔の梅雨だ！　今の梅雨なんて、ちっとも良いと思わない！」

　双眸を見据えられ、ハッキリと言い渡された言葉。

　梅雨はハッとしたように目を見開き、表情を硬直させる。

　啞然あぜんとしたように。

　鷗の直球の発言を受け、それこそ剛速球を頭部にぶつけられ、脳が揺さぶられた人間のように。

　室内を、沈黙が満たす。

　鷗も、梅雨も、今の自分達の格好も状況も忘れ、ただただ向かい合ったまま静止していた。

　そこで──。

「梅雨さん？　鷗くん？」

　部屋の扉が開いた。

　トイレに行ったきり、いつまでも帰ってこない鷗。

　そして隣の部屋から、彼の大声が聞こえてきたからだろう。

　向日葵が、梅雨の部屋へと様子を見に来たのだ。

「え？」

　そしてそこで、部屋の中――鷗と上半身下着姿の梅雨が相対している姿を発見した。

「え？　え？　え？」

　顔を青ざめさせ、パニックに陥る向日葵。

「あ……」

　向日葵が現れたことで、鷗も正気に戻る。

「ち、違う！　向日葵！　状況を！　状況を説明させてくれ!!」

　先程までの憤怒ふんぬの形相ぎょうそうを霧散むさんさせ、あわあわと焦あせり出す鷗。

　そんな彼の姿に、ポカンとする梅雨の前で、鷗は大慌てで向日葵に事情を説明する形となった。







[image: ]




　致し方なし──。

　向日葵ひまわりの部屋へと戻った鷗かもめは、向日葵に梅雨つゆとの過去を説明した。

　彼女は鷗にとって、幼い頃近所に住んでいた、仲の良かった幼馴染み。

　けれど、梅雨は家庭の都合で引っ越しをし、それ以来連絡は当然、会うことも全くなくなってしまっていたこと。

　そして、今日再会を果たし、実際に話してみると、やはり彼女がその幼馴染みと同一人物だったということ。

「そ、そうだったんだ……」

　鷗の必死の説明により、ひとまず向日葵も納得はしてくれた。

　彼女も自分のカレシと自分の姉が、自分には内緒で密会していた現場を見て、困惑したことだろう。

　しかも、その際に姉の方は半裸だし。

　しかし、何はともあれ事の顚末てんまつの説明を無事終え、妙な誤解を招くような事態にはならずに済みそうだ──。

　そう、鷗は楽観視していた。

　正直に真実を述べることこそ誠実な行動であり、その潔いさぎよい行いさえすれば、相手もわかってくれる。

　何より向日葵は、人の事情を考慮できる子なのだから。

　そう思い込んでいた。

「でも……なんだか、変な感じの雰囲気だったね」

　そこで、向日葵が恐る恐るといった感じで投げ掛けてきた。

「久しぶりの再会を喜んでるっていう風じゃなくて、鷗くん、怒ってたみたいだったけど……」

「そ、それは……」

　そう疑念を抱かれ、鷗は思わず口ごもる。

　──梅雨にキスされた。

　正直に真実を述べることこそ誠実な行動──そう信じてはいるものの、その経緯を話すべきかどうか、戸惑いを覚えてしまったからだ。

　向日葵を不安にさせないためにも、後ろめたいことを隠して接したくはない。

　というか、そんな器用なマネは自分にはできない──と、鷗は自覚している。

　そこで、先日、健介けんすけの言っていた──『人付き合いには優しい噓うそも必要』という言葉を思い出す。

　自分のカレシが、自分の知らないところで他の女性とキスをしていたと聞いて、気持ちの良い女の子がいるだろうか？

　向日葵は、優しく清純だが、気が強い方ではないと思う。

　相手を傷付けるかもしれないとわかっているのに、自分は馬鹿ばか正直に事実を告げるのか？

「実は、梅雨さんに、なんていうか、その……からかわれたんだ」

　噓はつきたくないが、嫌な思いもさせたくない──。

　そう思った鷗が、その瞬間選んだのは折衷案せっちゅうあん。

　少しぼかした言葉で誤魔化ごまかす、という方法だった。

　鷗の発言を受け、向日葵は一瞬ポカンとしたような顔になる。

「か、からかわれた……」

「あの時の、彼女の格好を見たと思うけど……つまり、そういうこと……」

　どう言葉を選ぶべきか、考えながらたどたどしく喋しゃべる鷗。

　一方の向日葵は、その言葉を聞き、直後、顔を真っ赤に紅潮させた。

　具体的に何をされたのか言ってはいないが……『鷗が梅雨に挑発された』という状況をイメージした結果、想像が膨らんだのかもしれない。

「で、いきなりそんなことをされたから、俺おれ、動揺どうようしてしまって、思わず彼女を突き飛ばしちゃったんだ。だって、そういうことも初めてだったし。そもそも、向日葵っていう立派なカノジョがいるのに、そんなことされるなんて……」

　そこまで言って、鷗は眉まゆ尻じりを落とす。

「……ちょっと、酷いことをしてしまったかもしれない」

「……そ、そうだったんだ」

　顔に両手を当てて、高まった体温を下げようとしている向日葵。

　鷗の話を聞き終わり、うんうん、と、何度か頷うなずく。

「でも、それはしょうがないよ。むしろ、鷗くんは被害者だもん。ごめんね……梅雨さんが迷惑掛けちゃって」

「あ、いや、向日葵が謝ることじゃ……」

　その時、部屋の扉が開く音。

　見ると、向日葵の部屋のドアの向こう──廊下に、梅雨が立っている。

「あ、梅雨さん……」

「ちょっと出掛ける」

　そう言った後、梅雨は向日葵の隣に座る鷗に視線を移した。

　ジッと向けられた視線に、鷗は動揺する。

　何だろう……もしかして、機嫌を損そこねているのだろうか。

　先刻せんこくのやり取りを思い出し、鷗はそう思った。

「じゃあね、童貞」

「……んな!?」

　瞬間、そう言い捨てて、梅雨は扉を閉めた。

　鷗の隣で、向日葵がピシッと石像のように固まる。

　鷗はすぐさま立ち上がると、今しがた閉められた扉をバァン！　と勢いよく開け、階段を下りていく途中の梅雨の後ろ姿に「向日葵の前でなんてことを言うんだ！」と叫ぶ。

　背中からぶつけられた大声に、梅雨はびっくりした顔をするが、すぐに前を向いて早足で去って行った。

「はぁ……」

　そんな梅雨を見送り、溜息ためいきをつく鷗。

　あの様子、やはり梅雨もプライドが傷付いたのか。

　そもそも梅雨があんなことをしてきたことこそおかしいとはいえ、こちらも気分が昂たかぶって言いすぎたかもしれない。

　また機会があったら、謝るべきか。

　そこで鷗は、俯うつむいた姿勢の向日葵に向き直る。

「ごめん、向日葵。今の梅雨さんの発言は気にしないで欲しいというか……」

「……鷗くん、梅雨さんにからかわれたって言ってたけど」

　そこで、向日葵がおずおずと口を開く。

「……何か、された……したの？」

「え」

　先程、誤魔化した点だ。

　やはり、彼女もそこが気になってしまったのだ。

「そ、それは……」

　言い淀よどむ鷗を、向日葵が見上げる。

　不安と戸惑いが入り交じった、とても辛つらそうな表情。

　見ている鷗の方も、心が締め付けられる気分になった。

　どうする、やはり正直に言うべきか……。

　いや、それじゃあ先程、何のために誤魔化したのか……。

　初めて彼女の家に招待された──こんな大切な日に、これ以上嫌な思いをさせられない。

『人間関係を大事にすんなら、時には噓も必要だ。優しい噓っていうのもあるだろ？』

「……迫られただけで、何もしていない」

　再び、健介の言葉が脳裏のうりを過よぎった。

　鷗は、今度はその言葉を真剣に受け止めることにした。

「向日葵も、俺の大声を聞いただろう？　迫ってきた彼女を拒絶して、その後すぐに向日葵が来たんだ。だから、特に何もしてない」

　今度は誤魔化しではない。

『何もしていない』と、明確に言った。

　噓を吐いた。

　鼓動こどうが高まる。

　なんだか首の後ろが引きつったように痛くなって、鷗はそこを手で押さえる。

　大切な人に噓をつく……これは、自分に対する嫌悪感なのかもしれない。

「じゃあ、鷗くんは梅雨さんに押し迫られたけど、わたしの事を考えて梅雨さんを拒絶したんだ……」

「あ、ああ」

「……うん、わかった」

　その鷗の言葉に対し、向日葵はほっとしたように安堵あんどの表情を浮かべた。

　彼女の不安に満たされていた雰囲気が、和やわらいだのがわかった。

「よかった……ごめんね。さっきはしょうがないとか、気にしないでなんて言ったけど、本当は、ちょっとモヤモヤしちゃってた、わたし……」

「……こっちこそ、ごめん。なんだか、色々と悩ませてしまって。向日葵には本当に悪いと思ってる」

「え……ううん、そんなことないよ！　鷗くんは悪くないよ。梅雨さんの方から、いきなり、その……無理やり、こ、来られたんだから」

　向日葵は顔を赤らめ、あたふたしながらフォローする。

　その愛くるしい姿を目まの当あたりにして、鷗も一気に毒気を抜かれた。

　それと同時に、改めて今の自分が置かれた状況を再確認する。

　そう、今日、自分は向日葵の……カノジョの家にいるのだ。

　梅雨にはいずれ謝罪するとして、それはまた今度の話。

　彼女との再会は想定外だったが、今は関係ない。

　せっかく今日は、恋人の向日葵に誘われて彼女の部屋へと遊びに来たのだ。

　そのことに集中し、余計なことは頭から追い出すべきだ。

「あ、コーヒーなくなっちゃってるね。持ってくる」

　そこで、空になったマグカップを見て、向日葵が言う。

「あ、じゃあ、一緒に行くよ」

「え？」

　鷗の発言に、向日葵は「？」と、疑問符を浮かべる。

「鷗くん、大丈夫だよ。ここ、わたしの家だから」

「え？　あ、そうか、ファミレスとかじゃないよね」

　どうやら、まだ動揺が消えていないようだ。

　そんな馬鹿みたいなことを言ってしまった。

　一気に恥ずかしくなり、頭を抱える鷗。

　そんな鷗を見て、「ふふふ」と、向日葵は笑う。

「鷗くん、落ち着くまでゆっくりしてて」

　優しい声音で囁ささやいて、向日葵は空いたマグカップを持つと部屋を出ていった。

　その後ろ姿を見送り、鷗は微笑む。

　先程までのギスギスした雰囲気が消え、一気に和なごやかな空気に戻った。

（……好きな人と一緒に居るって、こういうことなんだろうな）

　そう温かい気持ちになりながら、鷗は思った。

「あ、そうだ」

　一階でコーヒーを淹れ直し、戻ってきた向日葵。

　テーブルにコーヒーを置くと、そこで彼女は本棚へと向かう。

「この前、面白い漫画を見付けたんだ」

　向日葵は、漫画を読んだりインターネット上の動画サイトを見たりと、どちらかというとインドアな趣味を多く持っている。

　そこで彼女が本棚から持ってきたのは、Ｗｅｂ上で掲載されている漫画の紙の単行本。

　内容は、いわゆる日常系の四コマギャグ漫画だ。

「凄く好きで、寝る前とかに何回も読んじゃってるんだ」

「へぇ」

　単行本を受け取った鷗は、その漫画をペラペラと捲まくる。

　内容は、高校生カップルの日常四コマだった。

　その漫画の中では、初々ういういしい付き合い立てのカップルの描写がコミカルに、なおかつ和やかに描かれている。

　大きな事件も重い展開も無く、ただただ初心うぶなカップルのドキドキする日々を愛でるようなストーリー。

「あー、確かに癒やされる」

「うん、凄く癒やされる」

　ストレスフリーな内容のため、読んでいるとダランとした表情になってしまう。

　ふと、鷗は漫画から目を離し、隣の向日葵の顔を見る。

　彼女も鷗と同じ気持ちのようで、ひなたぼっこをしている仔犬のような顔になっていた。

「本当に、仔犬みたいだ……」

　思わず、そう口に出して言ってしまった。

「……えへ!?」

　鷗にそう言われ、向日葵はすぐさま両頰ほおに手を当てる。

　あわわ、恥ずかしい、と、顔が真っ赤になる向日葵。

「ご、ごめんね、わたし、汗かきだし、恥ずかしいとすぐ顔が熱くなって……」

　頰から首、胸元むなもとにかけてを真っ赤にしながら、汗を拭ぬぐう向日葵。

　彼女は赤面症で、感情が昂ぶるとすぐに顔に出てしまうことを以前から気にしていた。

　頰を両手で挟むのも、すっかり体に染みついたクセだという。

　そのクセもまた、かわいい。

（頭を撫なでたい……）

　そう、衝動的に思ってしまった。

　気付けば、自然な流れで頭を撫でようと、鷗は向日葵に向けて手を伸ばしていた。

　そこで。

「……え？」

「あ……」

　と、向日葵と目が合った。

　思わず体が硬直し、手を止めてしまう。

　時間が停止する。

　微妙な空気が流れる。

　ああ、止まってしまった。

　こういう所作しょさは自然にやるべきなのに、ダサい！

　そう内心でもだえる鷗だが、そこで、気付く。

　向日葵が待ってくれていることに。

　鷗の行動を待つように、頭を下げた姿勢のまま、おずおずと上目遣うわめづかいで見てくる。

　求めるように。

　頭を撫でてくれるのを、待っているかのように。

　その所作がいじらしく、鷗は遠慮無く彼女の頭に触れた。

　さらさらの、絹糸のような髪を優しく撫でる。

「え、えへへ……」

　頭を撫でられ、くすぐったそうに、向日葵は笑う。

「くすぐったかったかな？」

「うん、でも、それよりも嬉うれしい」

　向日葵は、上機嫌に微笑む。

「鷗くんが、本当にわたしのカレシなんだって、実感できるから」


　……あーーーーーーーーー！　かわいいッ！



　心の中の鷗が絶叫を上げてもんどり打っている。

　ここで、「俺も、向日葵がカノジョで良かった」と言ったら、どうなるだろう？

　ごく自然に、そんなキザったらしい台詞が喉のどから出そうになった。

　けれど、今の状態で顔が真っ赤になっている彼女にそんなことを言ったら、頭が沸騰して倒れてしまうかもしれない。

　そう思い、言うのは寸前で止めた。

　そんな感じで、梅雨との一件のことなどすっかり忘れ、鷗と向日葵は良い雰囲気で二人だけの時間を過ごした。

　──やがて、夕方の帰宅時間になり。

「じゃあ、またね」

「ああ」

　二人は、玄関で別れる。

「家に帰ったら、メッセージを送るよ」

「うん」

　そう言って別れを告げ、鷗は帰路についた。

　今日は良い一日だった、と、胸いっぱいに満足感を覚えながら。

「………」
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　しかしそこで、鷗の頭の中に、忘れていたはずの梅雨のことが思い出される。

　今の彼女は、向日葵の義理の姉。

　しばらく会わない間に、姿も雰囲気もまるで変わってしまっていた。

　更に、いきなり、あんな行動を取られ……自分も逆上したのか混乱したのか、頭の中の言葉をそのまま口にしてしまったが。

　しかし、よくよく考えてみれば、それは自分がとやかく言うことではなかった。

　今度会ったら、今日のことを謝ろう。

　それで終わりだ。

　……そう結論したはずなのに、何故なぜだろう。

　言い表せないモヤモヤした想おもいが募つのって、仕方がないのは。




　◇◆◇◆◇◆




「おはよう、鷗くん」

　最近の鷗の学校生活は、朝、高校への最寄り駅前で向日葵と待ち合わせをするところから始まる。

　自宅近くの駅が逆方向の二人にとって、登校の際、方向が一緒になる地点はここが最初。

　ゆえに、二人で時間を合わせ、駅から学校への短い通学路を一緒に歩くことにしたのだ。

「おっはよー」

　登校途中、並んで歩く鷗と向日葵へ、後ろから声が掛けられた。

　黒髪のショートヘア、長い睫まつげが目立つその顔に元気いっぱいの笑顔を湛たたえている。

　夏服のカッターシャツに、腰回りを巻いて比較的膝ひざ上うえを短くしたスカート。

　明るく活発そうな、まさに今時の女子高生という風貌の彼女は、向日葵のクラスメイトで友人の橘たちばな理彩りさという。

「おお、朝からイチャついてるねー」

　そう言ってからかってくる理彩に、向日葵が「もう！　理彩ちゃん！」と注意する。

「ごめんね」

「いや、全然」

　タタッと先を走って行く理彩を見送りながら、恥ずかしそうに向日葵が謝る。

　そんな感じで登校し、昇降口で別れる二人。

　鷗は一年Ｂ組で、向日葵はＡ組。

　クラスが別なので、日中は顔を合わせることはほとんど無い。

　昼食の時間も……わざわざ二人で会って過ごすのも、周りの目もあって気恥ずかしいということで、今まで通り別々に過ごす。

　放課後は、向日葵が部活動のある日は学校に残るので、鷗は先に帰宅する。

　家に帰ったら、メッセージアプリ等で一緒に会話する。

　恋人同士となってから、そんな日々が続いている。

　二人で過ごす、和やかな日々──。

「今んところは、上手うまくいってるみてぇだな」

　ある日の昼休み。

　昼食をとりながら、鷗はクラスメイトの黒瀬くろせ岬みさきや小地谷おぢや健介と話をしていた。

「まぁ、今までとやっていることはほとんど変わらないしね」

「なんだよ、つまんねーな。なんか修羅場しゅらばとかないのか、修羅場とか」

「お前自身が全自動修羅場製造機なんだからセルフで満足しとけよ」

　何故かぶぅたれる健介の頭を、岬がひっぱたく。

「残念ながら、お前が期待するような事件は起こらないだろ。こんな理想的なカップルもそうそういないだろうし」

「………うん」

　しかし、岬にそう言われ、鷗は苦渋くじゅうの表情を浮かべた。

　事件は起こらない──と、言われてしまえば、そうでもないからだ。

「……うわ、明らかに何かあったって顔してるな」

「お、なになに、何か問題でも起こったの？」

「実は……」

　怪訝けげんな顔をする岬と、期待の眼差まなざしを向けてくる健介に、鷗は先日の一件を話す。

　向日葵の姉が、幼い頃の幼馴染みの梅雨だった、という話だ。

「マジかよ」

「そんな偶然ってあるんだな」

　そのエピソードを聞き、岬も健介も驚いたように目を瞠る。

　しかしそこで、健介が何かに気付いたように微笑を浮かべた。

「はーん、わかったぞ、鷗。お前、昔、その人に惚ほれてたんだろ。で、久しぶりに再会した初恋の人に心が揺れ動いていると」

「え……」

「おい、馬鹿。気軽にそういうこと言うんじゃねぇよ。それに、当時好きだったとしても小学校くらいだろ？　とっくにそんな気持ち消えてるって、なぁ、鷗」

　岬がそう言って、鷗の顔を見る。

　すると鷗は、少し強張った面持おももちで岬を見返す。

「……いや、これはぽいな。まさかだけど」

「え、顔に出てた？」

「完全に出てる。動揺丸出し」

「いや……そんなことはない！」

　そこで、鷗は断言する。

「梅雨に心が動いているなんてことは絶対にない！　もし動揺が見られるなら、それは別の理由だ！」

「わかったわかった、わかったから落ち着け。教室の中だぞ」

「別の理由って？」

　宥なだめる岬の一方、健介は鷗に尋ねる。

　その問いに対し、鷗は「彼女が昔とは似ても似付かないほど、性格も、見た目も変わってしまったことに、少なからず動揺している」と話す。

「あー、それ、なんかわかるなー。ショックだよなー。その人、昔はボーイッシュというか健康的というか、ともかく鷗のことをグイグイ引っ張るようなスポーツ系の明朗快活な女友達って感じだったんだな。でも今は、退廃的で遊んでる風な若干じゃっかんギャルっぽい人になっちゃってると。わかるわかるー」

「何がわかるんだよ。まぁ、でも、逆に良かったんじゃないか？　鷗にとっては」

　岬の言葉に、鷗は「え？」と顔を上げる。

「もしその人が昔のまんま……つまり、鷗にとって理想のままだったら、お前、その人に心が惹ひかれないなんて断言できないだろ。不器用で大真面目まじめなお前のことだから、そうなったら宍戸ししどとの仲もギクシャクするだろうし、不誠実だって自分から別れを告げるようなことになるかもしれないしな」

「………」

「まぁ、お前はとりあえず、宣言通り今のカノジョを大切にすればいいんだよ。それだけの話だろ？」

　そうさっぱり言い切る岬。

「……うん、そうだよな」

　頷きながら、鷗はいま一度決心する。

　心のモヤモヤを払おう。

　次に会った時、先日の非礼をキチッと謝って、それで終わりにしよう。

『昔の梅雨に憧れていた』とか、そんなことを言ってしまったけど、勝手に自分の理想を押しつけるのは、今の彼女に対して失礼だ。

　梅雨は変わった。

　成長した。

　そして、今の彼女の人生を歩んでいる。

　それで、いいじゃないか。

　自分が干渉かんしょうする話じゃない。

　向日葵のため、自分のため──鷗はそう結論づけた。




　◇◆◇◆◇◆




　──ある日のこと。

　本日鷗は、自身の家がある生活地区から、駅七つほど離れた街まで出掛けていた。

　ここら一帯の地域の中では一番栄えている場所で、周辺に住む若い年齢層もここで遊ぶことが多い。

　駅から出れば、駅前には繁華街も広がっている。

　言わば、活動の中心地である。

　今日、この街にまで足を運んだ目的は、以前、向日葵から薦められた漫画を買うため。

　それと、新しい服を買うためだ。

　実は、近々向日葵とデートに行く予定を立てている。

　なので、ちょっとはお洒落をしようと、そのための服を買いに来たのである。

　せっかくの初デート。

　心の底から楽しみたいというのは当然ながら、向日葵と一緒にいても恥ずかしくないような格好をしておきたい。

　というわけで、鷗は自分の中の知識を総動員し、デートに着ていくのに適した服を、あーでもないこーでもないと考えながら買い物を行った。

　……しかし、長時間悩んだものの、これと言ってしっくりくる服を見付けることができなかった。

　いや、選び切れなかったのは自分のせいもあるだろう──と、落ち込みながら鷗は思う。

　白状すると、今まで自分の外見に無頓着むとんちゃくだったので、そういったノウハウが全くないのだ。

「こんなことなら、健介か岬に一緒に来てもらえば良かった……」

　あの二人は、自分と比べてもお洒落な方だと思う。

　健介は女子受けする服を理解しているだろうし、岬は独自のセンスのようなものがある。

　結局、いまいち歯切れよく「これだ」という服は見付けられなかったのだが、何も買わないよりはマシだろうと、及第点きゅうだいてん的な服を購入する羽目となった。

　失敗だった……と思いながら、買い物を終えて帰り道を歩いている鷗。

「……ん？」

　すると、そこで偶然、見知った顔を発見することになった。

　梅雨だ。

　歩道の端の方、宝くじ売り場の近くに立っている。

　よく見ると、男性と一緒に居るようだ。

　背が高く、染めた髪を立たせている。

　若干小麦色の肌。

　全体的に肌にぴったりとフィットするような服を着ており、その下の筋肉質な体付きがわかる。

　首や腕回りにアクセサリーをちりばめ、両耳と眉尻のあたりにピアスを入れている。

　いわゆる、チャラいとかオラついているとか、そういった感じだろうか？

　そんな印象の男性と、梅雨が一緒に居た。

　加えて、梅雨はその男性と、何やら言い争っているように見える。

　遠目からでもわかるほど、怒りを露あらわにした表情で捲まくし立てており、男性の方も似たような雰囲気だ。

　喧嘩けんか、だろうか？

　近くを歩く通行人も、そんな彼女達の雰囲気を察知し、怪訝な顔を浮かべて避けて通り過ぎている。

「………」

　あの男性とは、どういう関係なのだろう？

　……何を、話しているのだろう？

　関係ないはずなのに、そんなことするなんて失礼だとわかっているのに……。

　何故か無視できなくて、気付くと、鷗は梅雨達の間近にまで接近していた。

「もういい！」

　しかし、具体的な会話の一端いったんを聞き取る前に、梅雨が勢いよくそう叫んで、その場から立ち去ろうとする。

「おい、待てよ！」

　そんな梅雨の腕を男が摑つかむ。

「まだ話は終わってねぇだろ！」

「いや、離して！」

　嫌がる梅雨を、男は無理やり引き留めているように見える。

「痛っ！」

　そこで、梅雨が悲鳴を上げる。

　男に摑まれている手首。

　男の指が深くめり込んでいる。

　おそらく、激痛が走っているのだろう。

　苦痛に歪ゆがんだ目に、涙が浮かんでいる。

「っ！」

　ほとんど衝動的だった。

　鷗は、二人の前に立った。

「あ？」

　男が、いきなり現れた鷗を睨にらむ。

　一方、梅雨も驚いた顔で鷗を見ていた。

「なんだよ」

「あの、離してあげてください」

　凄む男に、鷗は言う。

「彼女が、嫌がっている気がするので」

「誰だよ、お前？　関係ねぇだろ」

　男は舌打ちをし、ドスの利きいた声を鷗にぶつける。

「確かに、関係ないですけど──」

　鷗が、そんな彼に言い返そうとした。

　そこで、力の弱まった男の手を振りほどき、梅雨が鷗に駆け寄る。

「え？」

　そして、梅雨は鷗の腕に自身の腕を絡からめた。

「あ……え？」

　鷗にとっては、いきなりの梅雨の行動。

　驚き、言葉を無くしていると。

「おい、梅雨……誰だよ、そいつ」

　と、男が殺気を滲にじませて問い掛けてくる。

「……新しいカレシ」

「はぁ？」

　梅雨の発言に、ポカンとする男。

　鷗も、いきなり梅雨が口走った台詞に思わず呆ほうけてしまう。

　そんな二人の一方、梅雨は捲し立てるように言葉を続ける。

「だから、あんたとはもうこれで終わりってこと。私は──」

「カ、カレシじゃありません！」

　一瞬呆然ぼうぜんとしたものの、そこで鷗は、すかさず梅雨の言葉を遮さえぎり大声で叫んだ。

「俺には、この人じゃなくてちゃんと付き合っている恋人がいるので！」

　その発言に、男は更に意味がわからないというような顔になる。

　一方、梅雨も目を丸くしている。

「ちょ……何言ってんの！　ここは大人しく調子合わせておけばいいのよ！」

「………」

　鷗は、状況を把握はあくした。

　目前の男は、梅雨の恋人だ。

　そして痴話ちわ喧嘩をしている最中に、自分は鉢合わせてしまったようだ。

　そこで梅雨は勢いに任せ、鷗に抱きつき、新しいカレシだと噓をついた。

　そう言って彼と別れ、逃げる算段だったのだろう。

　確かに、彼女の危機を救うため、この場だけでも空気を読んで、その噓に乗ってあげるべきなのかもしれない。

「よくない！」

　だが、鷗はそんな噓を受け入れられる性格ではなかった。

「付き合ってるわけでもない人をカノジョだと言えるわけないだろ！」

「何言ってんのよ、石頭なの!?」

　言い争いになる梅雨と鷗。

　その状況を前に、梅雨のカレシも呆けた顔をしていることしかできない。

　完全に虚を突かれている……というか、意味がわからない様子だ。

　鷗は、そんな彼の心理状態を察知する。

　別に、梅雨の新しいカレシだとか、そんな噓を通さなくても今なら十分逃げられそうだ。

「今だ！」

　鷗は、梅雨の手を摑んで走り出す。

「え!?　ま、待って──」

「……あ、おい！」

　いきなり自身の手を摑んで走り出した鷗に、戸惑う梅雨と、一拍遅れて手を伸ばそうとする男。

　しかし、鷗の判断と行動の方が早かった。

　健脚けんきゃくを飛ばし、あっという間に男の前から消え去ることに成功する。

　そして、鷗に無理やり引っ張られるようにして走る梅雨としばらく疾駆しっくし──。

　やがて、どこかの路地裏へとやって来た。

「はぁ……はぁ……」

　全速力で飛ばしてきた。

　おそらく、あの男は自分達の姿をもう見失っていることだろう。

　路地裏へと逃げ込んだ鷗は、息を整えながら額の汗を拭う。

「ここまで来れば大丈夫かな」

「……もう、いいでしょ」

　そこで、同じように息を荒らげながら膝を折っていた梅雨が立ち上がり、鷗を見詰める。

「ああ、ごめん」

　梅雨の手を離す鷗。

　薄暗く静かな路地裏に、二人の吐息の音だけがしばらく響く。

「……梅雨、あの人は、梅雨のカレシ？」

　しばらく呼吸を整えた後、鷗は梅雨に問い掛けた。

「………」

　梅雨は、視線を斜め下──地面へと向ける。

　居心地の悪そうな顔をしている。

「あまり仲が良い感じじゃなさそうだったし、揉もめてたみたいだったから、勝手に判断しちゃったけど……逃げてきて正解だったのかな」

「……大丈夫、逃がしてくれてありがとう」

　動揺する鷗に対し、梅雨は答える。

　ぶっきらぼうな言い方だが、少なからず、感謝の意は見て取れた。

　髪を直しながら、近くにあった適当なポリバケツの上に腰を下ろす梅雨。

　涼やかに繕つくろった表情の一方、息はまだ治まっていないようで、肩を大きく上下させている。

「……梅雨」

　……なんだろう。

　そんな梅雨の姿に、鷗は違和感を覚える。

　梅雨は昔、陸上競技をやっていた。

　スプリンターの卵として大会でも優勝したり、新聞に載ったり、注目を集めていた選手だった。

　その姿に憧あこがれて、中学時代に鷗も陸上競技をやり始めたほどだ。

　けれど、ある時からまったくその名前を聞かなくなった。

　そして、今の彼女の、昔とは掛け離れたこの姿。

　……もう、陸上競技はやっていないのだろうか。

「……なに？」

　そこで、鷗が自分を見詰めていることに、梅雨が気付く。

「まだ、何か用？　……ああ、もしかして、何かお礼が必要だった？」

　そこで梅雨はシニカルな笑みを浮かべる。

「なんなら、この前の続きでもいいけど？」

　そう言って、浮薄ふはくな笑みを浮かべる梅雨。

　息を乱し、上下する胸元。

　汗ばんだ小麦色の肌。

　赤らんだ顔と、挑発的な視線を向ける彼女の姿に、鷗の中でゾワリとした感覚が生まれた。

　……その気持ちは、否定しない。

　否定しない、が。

「……梅雨」

　鷗は、変わらず真面目な表情のまま口を開く。

　今はそれ以上に、知りたいことがある。

　自身の心の中に浮かんだ言葉。

　本当の気持ち。

　先日は、いきなりの再会と予想外の行動でそれどころではなかったが、今の彼女を見ていたら、その気持ちを抑えられなくなった。

　それを正直に、鷗は口にする。

「俺は……昔、梅雨に憧れてたんだ」

「─── 」

「この前はごめん、酷い言い方をして」

『今の梅雨なんて、ちっとも良いと思わない！』

　あの時言ってしまった、配慮に欠けた言葉。

　その謝罪を、鷗は行う。

「でも、あれは紛れもない、俺の本心なんだ。梅雨に、あんなことをして欲しくないし、言って欲しくない。梅雨には、俺の憧れの人だった……あの頃の梅雨のままでいて欲しくて……」

　そう、鷗は正直に自分の気持ちを告げる。

　……伝わっただろうか？

　鷗としては、そこまで大袈裟な物言いをしている自覚はなかった。

　少なくとも以前、そして今も自分にしたような、いきなり男を誘惑したり、簡単に体を許すような──あんな発言や行動を止めて欲しい、と、そう言いたかっただけなのだ。

「……なに、それ」

　しかし──。

　そんな鷗の真まっ直すぐな──真っ直ぐすぎる言葉を受け、梅雨は表情を歪める。

「自分勝手なこと言わないでよ。そもそも、なんで私がキミのために、昔の私みたいに戻らなくちゃいけないの？」

「……うん、その通りだ。ごめん、身勝手なことを言った」

　梅雨の発する圧に押され、鷗は反省を口にする。

　対し、梅雨の方は、昂ぶった感情を抑えられないようだ。

「……ふざけないで」

　振り上げた拳こぶしを、すぐ後ろのコンクリート壁に叩たたきつけた。

　指の皮が破れ、血が出ている。

「梅雨……」

　確かに無遠慮で失礼なことを言ったかもしれない。

　けれど、彼女の怒り方は尋常じんじょうじゃない。

　今は顔に手を当て、項垂うなだれ、どこか苦しそうだ。

　そんなに、自分の言葉は彼女を傷付けてしまったのだろうか？

「梅雨、俺……」

　見ていられず、鷗が一歩、梅雨へと歩み寄る。

「……うっ」

　そこで、彼女の呻うめき声が聞こえた。

　見下ろすと、梅雨の右足──その足首のあたりが、赤く腫れているのに気付く。

「梅雨、足が……」

「……見ないで」

　梅雨は、そこで慌てて足を隠した。

「ここまで走ってくる間に捻ったのよ。いきなり走り出したりするから。ほら、もういいでしょ。さっさと行ってよ。あまりしつこいようなら、今度はあんたに怪我けがさせられたって騒ぐわよ」

「……ごめん」

　敵対心を露わに睨んでくる彼女を見て、もうそれ以上何も言えなくなった。
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　鷗は梅雨に背を向けると、その場から走り去る。

「……はぁ」

　鷗が居なくなると、梅雨は嘆息たんそくを漏もらし、背後の壁に体重を預けた。

　そして、ただジッと、静かに虚空こくうを見詰め続ける──。

　──数分後。

「梅雨、お待たせ」

「……は？」

　鷗の声に、梅雨が振り返る。

　つい先程立ち去ったはずの鷗が再び姿を現したことに、驚きを隠せない様子だ。

「いや、なんで戻ってきてるのよ……」

「薬局で湿布と水を買ってきた」

　鷗は、手に持ったビニール袋を梅雨に差し出す。

　言った通り、中には湿布と、ペットボトルの天然水が入っていた。

「ごめん、怪我させちゃって。歩けるようになるまで、付き添うよ」

　そんな鷗を前に、梅雨は一瞬、眉尻を落とし泣きそうな顔になる。

「……帰って」

　そして、すぐに顔を逸らし、鷗を直視することなく言う。

「帰ってよ……」

「……わかった」

　怪我をさせてしまった以上、言われた通り大人しく引き下がるしかない。

　そう思い、鷗は今度こそ、その場から立ち去る。

「……また、ちゃんと話せる時が来たら。その時に、改めて仲直りさせて欲しい」

　それだけを言い残し。
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「………」

　表通りの雑多の音だけが、遠慮すること無く流れ込んでくる。

　そんな路地裏の中に一人残された梅雨は、俯いて視線を落としていた。

『昔の梅雨に憧れていた』

『あの頃の梅雨のままでいて欲しい』

　鷗の口にした言葉が、頭の中にこびりつき、巡って消えない。

「勝手なこと言わないでよ……」

　ギリッと、音が聞こえるほど強く、歯を嚙かみ締しめる。

　その目の中には、何も知らない年下の幼馴染みの純粋な想いに対する怒り。

　……そして、少しの切なさと。

「……鷗」

　怒りとはまた違った、苛烈かれつな想いが交じった、混沌こんとんとした光が宿っていた。
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「お待たせ、鷗かもめくん」

「おはよう、向日葵ひまわり」

　今日は、遂にデート当日。

　待ち合わせ場所に指定した駅のホームで、先に待っていた鷗はやって来た向日葵へと手を振る。

　ちなみに本日、鷗は先日購入した服を着てきている。

　新品のＴシャツの上に、八分袖そでのシャツ。

　下はジーンズ。

　……特にお洒落というわけでもないし、地味な格好かもしれない。

　やっぱりもっと厳選してくるべきだったと、今更ながら鷗は後悔していた。

　というのも、対する向日葵の格好が、かなり着飾っているからというのもある。

「ど、どうかな、わたしの格好……変じゃない？」

　向日葵が、上目遣うわめづかいでおずおずと尋ねてくる。

　花柄のワンピースに、ピンク色のカーディガンを羽織っている。

　向日葵によく似合う、かわいらしいゆるふわな服装だ。

　手には、少し大きめのバスケットを持っている。

「えへへ、初めてのデートだから、どんな風にお洒落しようか迷っちゃって……自信がなくて」

「いや、全然！　凄くかわいいと思う！」

　率直に感じたことを、そのまま鷗は口にする。

「逆に俺おれの格好が不安になってくる！」

　思わず、そんな要らないことまで叫んでしまった。

　一方向日葵は、「かわいい」とストレートに言われて照れている様子だ。

「あ、ありがとう……鷗くんも、全然変じゃないよ。かっこいいよ」

　向日葵はそうフォローしてくれたが、やはり今の彼女と一緒にいると、どうしても見劣みおとりしてしまう気がする。

（……って、こんなことをいちいち気にしてどうする）

　落ち込んだって仕方がない。

　今日は、せっかくのデートなのだ。

　気にせず、向日葵との時間を楽しめばいい。

「あ、ホームは向こうだっけ？」

「うん、行こうか」

　気持ちを切り替え、鷗は向日葵と共に乗る予定の電車が来るホームへと向かう。

　しかし、本当に今日の向日葵の格好はかわいい。

　今まで、ほとんど制服姿しか見たことがなかったので新鮮な気分だ。

　気分が高揚してきて、鷗はウキウキしながら歩き進む。

「あ、行く前に何か飲み物でも買ってく……あれ、向日葵？」

　そこで、鷗は隣にいたはずの向日葵がいなくなっているのに気付く。

　振り返ると、彼女は鷗から大分遅れて後ろの方を歩いていた。

「向日葵？」

「ご、ごめんね、わたし足が遅いから」

　立ち止まった鷗の元へ、向日葵は早足で追い付く。

「……あ」

　そこで、鷗も流石さすがに気付く。

　足下を見れば、今日の向日葵はヒールを履はいている。

　うっかりしていた。

　いつも制服とセットのローファーだったから気にしていなかったが、ヒールじゃ速く歩けない。

　そもそも、いつも自分は向日葵の歩調を考えず歩いていたのかもしれない。

　彼女はそれに合わせて、頑張って早足で歩いてくれていたのかも。

「ごめん、向日葵。俺、気遣いができてなかった……」

　そう言って落ち込む鷗の気持ちを察したのか、向日葵は慌てて手を振りながら「気にしないで」と言う。

「全然いいよ、鷗くんの好きな速さで歩いて。むしろ、わたし、その方が安心できるというか……」

「いや、向日葵に無理をさせたくない」

　そんな向日葵に、鷗は真面目まじめな顔で言う。

「俺は、向日葵と歩調を合わせたい」

　その言葉に、向日葵はハッとしたような表情になる。

「ええと、その……じゃ、じゃあ……手、繫つなぐ？」

　もじもじと視線を泳がせた後、向日葵は恐る恐るという感じでそう提案した。

「え？」

　いきなりの発言に動きが止まる鷗だったが、確かに手を繫げば自分が向日葵にしっかりとスピードを合わせられる──と、納得する。

「名案だ。じゃあ、それでいこう」

　鷗はスッと手を差し出す。

「は、はい……」

　その堂々とした誘いに、向日葵もドキドキしながら自身の左手を預けた。

　二人は手を繫いで歩く。

　しかし……いざやってみると、とても恥ずかしいことに鷗は気付く。

　ここはまだ駅の構内だし、至近距離で擦すれ違ちがう色んな人達が、二人のそんな姿を横目で見ていくのだ。

（……凄く、ドキドキする）

　鼓動がずっと高鳴っているのを感じる。

　握り締めた向日葵の手は熱く、緊張と恥ずかしさが原因か、汗でしっとりとしている。

　しかしそれは、鷗も同様だ。

　互いに体温が高まって、繫いだ手と手の間で、互いの汗が混じっていくのを感じる──。

「あ、ご、ごめん、鷗くん！」

　遂に耐え切れなくなったのか、向日葵がそこで手を引っ込めた。

「向日葵？」

「ご、ごめんね、わたし、汗かきだから……手汗がついちゃったよね……」

「いや、それを言うなら俺の方も……」

　お互い緊張しているためか、なんだかあわあわした会話になってしまう。

「と、とりあえず普通に行こうか」

「うん……」

　というわけで、手を離して普通に目的のホームへと向かう二人。

　先程の空気を引き摺ずっているので、まだ何か照れが残った感じがする。

「あ、そういえば」

　そこで、鷗は向日葵の持っている荷物を見る。

　結構大きめのバスケット。

　こういったデートやお出掛けの際に、女の子が持つバッグとして適切なサイズなのか……経験の乏とぼしい鷗にはわからないが、男目線でもちょっと大きいと思う。

「荷物、俺が持つよ」

　そう言って、鷗は向日葵のバスケットを受け取った。

「あ、ありがとう」

　そんな鷗の気遣いを、向日葵は素直に嬉うれしく思っているようだ。

　受け取ったバスケットは、思いの外ほか重量を感じた。

「結構な大荷物だね」

　そう率直に言う鷗に、向日葵は微笑みを湛たたえながら呟つぶやく。

「うん……着いてからのお楽しみ」

「？」
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　そんなこんなで、二人はデートの目的地に到着を果たした。

　ちなみに、今回デートコースに選んだのは遊園地である。

　初デートの定番スポットとしては、王道パターンだろう。

　園内へと入場した二人は、早速アトラクションを見て回る。

「うわぁ、いっぱいアトラクションがあるね」

　多種多彩なアトラクションを見回し、感嘆の言葉を漏らす向日葵。

（……よし）

　そんな隣の向日葵を見ながら、鷗は心の中で意気込む。

　今日は向日葵との初デート。

　そのため、鷗も鷗なりに、プランのようなものを考えて来てある。

　自分との初めてのデートを、少しでも良い思い出にしてあげたい。

　そう思ってのことだ。

　向日葵の趣味嗜好を考えた時、彼女は意外とアクション系のゲーム── レースやシューティング、格闘ゲームなんかを好んでやる事を思い出した。

　レーティングが高めの、結構グロい表現のあるゲームとかも好きらしい。

　性格は大人しめだが、エンタメは派手なものが好みなのだろう。

「向日葵、あれに乗ろう」

　鷗が指さしたのは、この遊園地で一番の規模を誇る絶叫系アトラクション── ジェットコースターだ。

「ここのジェットコースターは迫力が凄くて、ネット上でも全国の遊園地の絶叫系アトラクションランキングで上位を誇る怖さだって有名なんだ」

　きっと、向日葵も好きなはずだろう── と、そんな調べ上げた知識を口にする。

　しかし── 。

「………」

　乗客の悲鳴を撒き散らしながら、頭上を高速で駆け抜けていくゴンドラを見て、向日葵は顔を硬直させていた。

「向日葵？」

「あ、うん！　面白そうだね！　凄く楽しみ！」

　しかし、すぐに表情を戻すと、そう笑顔で鷗に向き直る。

（……よし、向日葵も期待してるみたいだ）

　二人はジェットコースターの搭乗口へと向かう。

　順番待ちの列に並び、数分後── ついに乗り込み順が回ってきた。

　鷗と向日葵は、隣同士でゴンドラに乗る。

「ドキドキするな」

「………」

　安全バーが下ろされ、固定。

　そして、いよいよスタートの警笛が鳴る── 。

　その時だった。

「向日葵？」

「あ、あ……」

　向日葵の様子がおかしい事に、鷗が気付く。

　顔を青ざめさせ、震えている。

「や、やっぱり、ダメ……」

「す、すいません！　待ってください！」

　鷗は、急いで声を上げる。

　スタッフにスタートを止めてもらい、二人は慌てて下りる。

　心配するスタッフに「大丈夫です」と告げ、鷗と向日葵はアトラクションの外へ。

　手頃なベンチに座って、向日葵の様子を伺う。

「ご、ごめんね、鷗くん……」

　落ち着いてきた向日葵が、ぽつぽつと言葉を発し出した。

「わたし、こういう、ジェットコースターとか、苦手で……」

「そ、そうだったんだ……」

　向日葵がまだ子どもの頃、遊園地のジェットコースターに乗った際、気分が悪くなって、その後一日体調不良で動けなくなった事があるという。

　それからしばらく、遊園地に来ることも無かった。

　久しぶりだが、もう成長したし、大丈夫だろうと思って乗ってみたのだが……トラウマなのか、乗っただけで気分が悪くなってしまったようだ。

「そうだったんだ……」

「ごめんね……でも、もう大丈夫だから」

　まだ少し具合の悪そうな顔で、向日葵が言う。

「じゃあ、もう少し大人しめのやつに乗ろうか」

　そんな向日葵を見て、鷗はプランを変更する。

　今日は向日葵と派手なアトラクションを巡ってテンション高くはしゃぐ予定だったが、穏やかなものを巡った方が良さそうだ。

　手始めに、近くのコーヒーカップに向かう。

　他のアトラクションに比べて客数も少なく、すぐに乗ることができた。

「………」

　しかし、コーヒーカップに乗っている間も向日葵の表情は晴れない。

　むしろ回転させすぎるのはマズいと思い、鷗はできるだけカップが回らないようにハンドルで制御していた。

「向日葵、やっぱりもうちょっと休もう」

　近場のベンチに向日葵を腰掛けさせ、鷗は自販機で飲み物を買ってくる。

「……ごめん、向日葵」

　項垂うなだれ気味の向日葵を見て、鷗は心苦しくなり呟いた。

「俺がちゃんと、向日葵の体のことも確かめず、ジェットコースターなんかに誘うから……」

「う、ううん、わたしこそ、我慢せずに言えばよかった……そもそも遊園地に来るって約束した時に、こうなることも予想できたのに」

　向日葵は慌てて、鷗に謝る。

「……わたし、鷗くんとの初デートだからって、きっと楽しくなるはずだって、ただただ浮かれちゃって……」

「………」

　申し訳ない気持ちでいっぱいだ── と、鷗は思う。

　先程から謝らせてばかり。

　今更ながら、自分が恥ずかしい。

『良い思い出にさせてあげたい』とか、何を格好付けていたのだろう、自分は。

　先程、駅での歩く速さの件といい、自分は向日葵のことをわかった気でいただけだった。

　向日葵のことを、何も知らないのだ。

「ごめんね、鷗くん。今度こそ、もう大丈夫だから」

　そう言って、向日葵は立ち上がって見せる。

　しかし、先程の今で、完全に回復したとは思えない。

「……そうだ」

　そこで、鷗は思い出す。

　前日、穴が空くほど見た遊園地のパンフレットを取り出し── その中の、ある施設を指さす。

「向日葵、ここに行こう」

「ゲームコーナー？」

　遊園地の一角に、ゲームセンターがある。

「ここなら、問題無く楽しめるはずだ」

「うん……せっかくの遊園地なのに、ごめんね」

「いいんだ、俺は向日葵が楽しんでくれるのが一番だから。行こう」
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　というわけで、ゲーム好きの向日葵と共にゲームコーナーに向かう。

　そこで、彼女の得意なシューティング系のゲームで遊んだり、クレーンキャッチャーで目当ての景品を取ったり──。

　向日葵もすっかり体調が戻ったようで、楽しそうに遊んでいる。

　とりあえず、結果オーライだ。

　そんな感じでゲームコーナーを堪能たんのうしているうちに、時間は瞬またたく間に過ぎ去っていった。

「シューティングゲーム、今月の得点一位取っちゃったね……」

「うん、驚いた。流石、向日葵」

　二人は一旦いったんテラス席で休憩を取り、まったりと過ごす事にした。

「鷗くん。そろそろ、お昼ご飯にする？」

　そこで、次はどうしようかとパンフレットとにらめっこしていた鷗に、向日葵が提案する。

「そうか……そうだな。俺も、結構お腹空いてきちゃった」

　時計を見ると時刻は三時。

　なんだかんだ盛り上がって遊んでいたので、もう昼食の時間から結構過ぎてしまっている。

「あ、うん……あのね」

　そこで、向日葵が持ってきたバスケットを開ける。

「お弁当、作ってきたんだ」

　中から取り出されたのは、大きめの重箱が二段。

　蓋を開ければ、色鮮やかな料理の数々が姿を現す。

　卵焼き、ミートボール、ポテトサラダ、サンドイッチ、太巻き、それに皮がウサギ型にカットされたリンゴなどのフルーツ。

　かなり手の込んだ品しな揃ぞろえだ。

「え、お弁当？　向日葵一人で作ったの？」

「うん、お口に合えば良いけど……」

　これだけの豪勢な量……相当朝早起きして作ってきてくれたに違いない。

　意外な大荷物の正体と、『着いてからのお楽しみ』という彼女の台詞の真意を知り、鷗はジンと胸が熱くなった。

「ありがたくいただくよ」

　早速、一緒にお弁当を堪能する。

「うん……美味おいしいよ！　向日葵、料理上手だったんだ」

「そ、そうかな……喜んでもらえて、よかった」

　テラス席の一角にて──鷗と向日葵は、これ以上に無いほど和気藹々わきあいあいとした、幸福な時間を共にした。
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　向日葵謹製きんせいの昼食をご馳走になった後、鷗は「ちょっとごめん」と席を外し、トイレに向かった。

（……ひとまず、持ち直したかな）

　そう考え、鷗は安堵の表情を浮かべる。

　一時はどうなるかと思ったが、初デートが最悪な記憶になるということは無さそうだ。

　以前、岬達から『理想的なカップル』などと言われたこともあり、自分はちょっと調子に乗っていたのかもしれない。

　自分なら、向日葵のことをよくわかっていると。

　彼女のために最善の選択をできるものだと。

（……考えを改めないとな）

　そう内省する鷗。

　しかし、それでも── 今は楽しい時間を過ごすことが出来ている。

　向日葵の表情や態度、言葉── 互いに、気持ちは一緒のはずだ。

　そう考えるだけで心が満たされ、自然と微笑が顔に浮かんでしまう。

（……閉園時間までもう少し……時間は残り少ないけど、最後まで向日葵にも楽しんでもらおう）

　そう思いながら、個室トイレを出る鷗。

　扉を開ける。

　──そこに、梅雨つゆが立っていた。

「………え？」

　一瞬、思考が停止した。

　梅雨だ。

　長い金髪に、耳元で輝くピアス。

　上は白いショート丈のシャツで、前結びのため大胆に胸元むなもともヘソ周りも露あらわとなっている。

　下はダメージデニムのショートパンツ。

　その顔に挑発的な笑みを湛え、トイレから出てきた鷗の前に立ちはだかっていた。

「つ、梅雨？」

「久しぶり、鷗」

　砕くだけた口調で、彼女は挨拶あいさつする。

「どうして、梅雨がここに……」

　思いがけない人物の登場に、鷗は狼狽ろうばいする。

　しかし、動揺するのも無理は無いだろう。

　そんな鷗の心境を知ってか知らずか、梅雨は表情を変えること無く相対そうたいを継続する。

「……あ」

　そこで、鷗はある考えに至った。

「もしかして、梅雨もデート中とか？　もしくは、友達と来てた？　偶然、だね」

「偶然じゃないし」

　そんな鷗の口にした憶測おくそくを即座に否定し、梅雨は続ける。

　依然いぜん、上目遣いの視線を向け、微笑みながら。

「私、付いてきたの」

「は？」

「その……鷗のことが……気になっちゃって」

　瞬間、梅雨が鷗の手を取る。

　そして、抵抗する間もなくトイレの裏手へと引っ張られた。

「ちょ、ちょっと待って！」

　鷗を壁際に追い込むようにして、梅雨が体を密着させてくる。

　誘惑するように。

「つ、梅雨、何を……」

　毅然きぜんと問とい質ただそうとした鷗だったが、至近距離で彼女の双眸そうぼうに見詰められ、思わず視線を逸らしてしまう。

　言葉尻もしぼむ。

　彼女の家で久々の再会を果たした、あの日の二人での行為を思い出してしまったからだ。

「なんだか最近、キミのことが忘れられなくて……気付いたら、キミのことばかり考えるようになってて……あはは、まぁ、つまり、そういうこと」

　照れ隠しするように笑いながら、梅雨は鷗の胸を指先で撫でる。

　顔が近い。

　容易たやすく彼女の吐息が当たり、熟した果実のような甘い匂においが鼻腔びこうを支配する。

「興奮しない？　こういうの。向日葵には内緒で、こっそり」

「な、何を──」

　言葉はそれ以上続かなかった。

　柔らかく熱い感触が、接近し密着する。

　梅雨が顔を寄せ、鷗の頰ほおにキスをしていた。

　園内のＢＧＭや、アトラクションに乗った乗客達が上げる歓声が、遠くの世界のように感じる。

　彼女の部屋でされた時とは違う、柔らかく優しい、なのに全身が痺しびれるようなキス。

　脳が生温かいお湯に浸かっているかのように思考回路が麻痺まひし、判断能力が鈍らされる、そんな──。

「……梅雨」

　そこで、鷗はなんとか理性を振り絞る。

　彼女の肩に手を掛け、力を込める。

「やめてくれ」

「………」

　そんな鷗の反応に、梅雨は一瞬──何かを思うように黙り込む──。

　カシャッ、と。

　呆漠としていた聴覚に、そんな音が聞こえた。

「え？」

　見れば、梅雨が手にしたスマホのカメラで、自身と鷗の姿を写真に撮っていた。

「え？」

「あーあ、やっちゃった」

　体が離れる。

　依然、熱っぽい視線を湛えた梅雨。

　しかし、その熱量はどこか、危険な感情を孕はらんだものに変わっていた。

「これ、向日葵に見られたら困るんじゃない？」

「………」

　何を言っているのかわからない。

　思考停止したままの鷗に対し、梅雨は続ける。

「実は、キミが内緒で私と浮気うわきしてて、デート中もこそこそ裏でこんな悪ふざけをしてたって、あの娘こにバレたら、どうする？」

「………」

　最初、何をされたのか、何を言われているのかわからなかったが、やっと理解できた。

　脅おどされているのだ。

　梅雨のスマホに写された、その写真をネタに。

「どうして、こんなこと……」

「……キミが、嫌いだから」

　呆然ぼうぜんとする鷗に対し、梅雨はどこか動揺交じりに言う。

　本心を隠しているような、自分自身も自らの行動の意味を理解できていないような。

「バラされたくなかったら、今後、私の言うことには絶対服従。私の言いなりになること」

「……なんで、そこまで」

「……勝手なこと言われるのも、変な角度から干渉されるのも嫌だし、キミの方からそうならないように努力してもらいたいだけ」

「………」

　そこで、梅雨はニッと唇を持ち上げる。

「それに、キミにとっては嫌なことばかりじゃないと思うよ。私、なんだかんだでキミのこと男としては気に入ってるから。たまに良い思いもできるかもしれないし」

「………」

「じゃあ、そういうことで。わかった？　返事は？」

　画面に表示された写真をちらつかせながら、そう迫ってくる梅雨。

　そんな梅雨の顔を、鷗は……。

「……え？」

　純粋に、悲しそうな顔で見詰めていた。

　そんな顔を見せられれば、梅雨も思わず動揺してしまう。

「なに、その顔……」

　瞬間、鷗が梅雨の腕を摑つかむ。


「はっ!?　ちょっ……」



　そして、力ずくで引っ張り、トイレの裏手から歩き出す。

「ちょ、ちょっと！」

　いきなりの行動に困惑する梅雨に対し、鷗は足を止めない。

　黙って、早足で、どんどん進んでいく。

　そして、向かった先は──。

「あ、鷗くん──」

　向日葵の元だった。

　鷗は、梅雨を連れて向日葵の前にやって来た。

　テラスの椅子いすに腰掛け、鷗の帰りを待っていた向日葵は、背後から近付いてくる足音に気付き、微笑みながら振り返る。

　そして、鷗が梅雨を連れていることに気付き、表情を硬直させた。

「……え、つ、梅雨さん？　どうして……」

「ごめん、向日葵！」

　当然、驚く向日葵。

　何故なぜ、梅雨がこの場に、そして鷗と一緒に居るのか。

　パニックになる彼女に、鷗はまず何よりも先に大声で叫び、頭を下げた。

「俺……梅雨さんにキスをされた！」

「え……え？」

　いきなりの発言に、向日葵の混乱状態は依然継続となる。

「梅雨さんに迫られて、まともに抵抗できずされるがままだった！　ごめん！」

　そんな向日葵に、鷗は心から申し訳ないという表情で告白し──そして、真剣な眼差まなざしを向ける。

「向日葵……」

　そこで、鷗は向日葵の顔を直視した。

　彼女が浮かべていたのは、大きなショックを受けた表情。

　遊園地での初デート……その最中に、高揚した心をいきなり地面へと叩たたきつけられたような、そんな表情だった。

　心が苦しくなる。

　そうだ、そんな気持ちになって当然だ。

　故意こいじゃないとか、はめられたとか──その前段階として、自分は梅雨の唇を避けようとしなかった。

　心の中では、拒絶きょぜつしようとしていなかった。

　自分は、彼女をそういう気持ちにさせるようなことをして、事実を告白したんだ。

　鷗は血が滲にじみ出そうなほど歯を食いしばり、再び真剣な顔付きを取り戻す。

「……でも、俺は向日葵の方が大切だ！」

　心の底から、想いを伝えるように。

　鷗は叫ぶ。

　その言葉に、向日葵はハッと意識を取り戻す。

「向日葵が一番大切な人だ！　噓うそじゃない！　信じて欲しい！」

　あまりにも勢い任せの報告と反省、からの宣言。

　しかし、その真まっ直すぐな眼光と飾り気の無い剝むき出しの言葉を向けられた向日葵は、徐々に顔を赤らめ──。

「は……はい」

「馬鹿ばかじゃないの！」

　一連のやり取りを前にし、たまらず梅雨が叫んだ。

「なに馬鹿正直に告白してんのよ！」

「わざわざデート中につけ回して妹の恋人を脅してくる人に馬鹿とか言われたくありません！」

　瞬間、鷗が振り返って吠ほえた。

「こんなことのためにチケットを買って貴重な時間を使うなんてどうかしてる！」

「な……！」

　梅雨は真まっ赤かになる。

　自身の計画の全てを暴露された上、ド正論までぶつけられ、言い返す言葉が見付からないのだろう。

「う、うるさい！」

　捨て台詞を残し、梅雨はその場から走って逃げていった。

「えーと……」

　後には、何が起こったのかわからない様子の向日葵と、小さくなっていく梅雨の背中を、怒り顔で見送る鷗だけが残された。
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「なんなの、あいつ！」

　園内を駆かけながら、梅雨はイライラした調子で毒づく。

　上手うまくいかなかった、思う通りに行かなかった。

　とてつもない恥をかかされた。

　──全部、突如とつじょ数年の時を経て自分の世界に戻ってきた幼馴染み、大嶋おおしま鷗のせいだ。

　言葉が、行動が、自分の心を揺さぶってくる。

　無視すれば良いのに、どんどん存在が大きくなっていく。

　そんな彼に、無性むしょうに腹が立つ。

　……けれど同時に、自分の抱える感情が、単なる苛立いらだちだけではない気がして、訳がわからなくなる。

　鷗のことを考えると、ドキドキする。

　こんなの、随分ずいぶん久しぶりに抱いた感覚だ。

「あっ」

　不意に、梅雨は足に電流のような痛みを感じ、その場で転んでしまった。

　勢いのまま地面に体を打ち付け、膝ひざや肘をすりむく。

「つぅ……」

　ゆっくり体を起こし、視線を向けた先は──自身の足首。

　包帯の巻かれた、足首。

「……本当に、最悪」

　そこで、梅雨は正気に戻った。

　今日の自分の起こした行動。

　なんて非常識で、訳のわからないことをしていたのか。

　イライラした、恥をかいた──全部、自業自得じごうじとくだ。

　酷いことをした。

　鷗にも、向日葵にも。

　自覚し、死にたくなる。

「本当……何してるんだろう、私……」

　行き交う入園者達に怪訝けげんな視線を向けられながら、梅雨は道の真ん中で項垂れていた──。
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　──一方。

「梅雨さん、鷗くんのことが気になるのかな？」

　梅雨が帰った後、テラス席を出た鷗と向日葵は、園内を散歩していた。

　突如現れ、鷗にちょっかいを出したものの、玉砕ぎょくさいし去っていった梅雨。

　そんな彼女のことを、やはり向日葵は気にしているようだ。

「かもしれない」

　鷗は、真面目な面持おももちでそう向日葵に返した。

「え？」

　ハッキリ断言した鷗に、向日葵はたじろぐ。

「多分、俺のことが気に入らないんだ。前に、酷いことを言っちゃったし」

「あ、そういう……」

「でも、迷惑な話だよ。俺が気に入らないなら、俺が一人の時に直接言えばいいのに。わざわざ向日葵と一緒の時を狙ねらって、こんなところまでやってきて……向日葵に悪い」

　ぷんぷん、という擬音が聞こえてきそうな感じで怒っている鷗。

　そんな彼の顔を見て、向日葵は少し笑みを零こぼす。

「向日葵？」

「あ、ごめんね。さっきは、突然のことでびっくりして、詳しい事情も知らなかったけど……でも、鷗くんが梅雨さんとの間にあったことを正直に言ってくれて、それで、私が大切だって言ってくれた時、本当に嬉しかった」

「……当然のことだよ」

　鷗と向日葵は二人、しばらく黙って歩く。

　夕方──日も沈み始め、園内の街灯がつき始める。

「ねぇ、鷗くん……」

　やがて、向日葵がゆっくりと話し出した。

「初めて出会った時のこと、覚えてる？」

「え？　ああ」

　鷗と向日葵の出会いは、一学期の初頭。

　ひったくりに遭あった彼女を、鷗が助けたことがきっかけだった。

　彼女が鞄かばんを盗られたところにたまたま居合わせた鷗は、すぐさまひったくりを追い掛けた。

　陸上競技をやっていたこともあり、足が速い鷗はすぐさまひったくりに追い付き、そして警察が来るまでの間、押さえ付けて捕らえていたのだ。

「格好良かったよ。本当に、正義のヒーローみたいだった」

　そう素直に言われ、鷗は照れる。

「それから鷗くんと仲良くなって、よく話したり遊ぶようになって……なんだか、今までの自分からは考えられないくらい、毎日が楽しくなったんだ」

「今まで、って……」

　鷗は顔を向けると、向日葵は寂さびしそうに視線を落としていた。

「……あの頃ね、わたし、あまり毎日が楽しくなかったんだ。前にも話したかもしれないけど……わたし、両親が再婚してて」

「うん」

　きっと今、向日葵はとても大切なことを伝えてくれようとしている。

　鈍感な鷗でも、それくらいわかる。

　だから真剣に、真面目な表情で、鷗は向日葵に相づちを打つ。

「私が中学生の時、ある日突然、お父さんとお母さんが離婚して……詳しい理由は、あまり話しても気持ちの良いことじゃないから、喋しゃべらないけど……お母さんの方の責任が重かったから、わたしは、親権を獲得したお父さんについて行くことになって……そのことが、凄くショックで、ご飯が喉のどを通らない日々もあって……」

「………」

　向日葵は詳しく説明しないが、親権が父親に渡ったということは── おそらく、母親が不倫でもしたのだろうか。

　そこで、向日葵は笑った。

　苦笑……自嘲じちょう的な微笑みだった。

「わたしは、自分を平凡でつまらない人間だと思ってる。同年代の流行もわからないし、面白いことも知らない。内向的で、一人で完結する趣味しか持っていないし……でも、そんな自分でも特に不自由なく普通に生きられると思ってた。何の保証も無いけど、多分大丈夫だって……でも、現実は容赦ようしゃしてくれなかった」

「………」

　心を滅多打めったうちにされ、自分の人生が平凡でも平和でも無いと実感した向日葵。

　過酷な現実にも打ち勝てるような、心の強い人間にならないといけない。

　そうわかってはいるけど、向日葵は苦悩に満ちた日々を送ることになった。

　自分はこれからどうすれば良いのだろう、どういう風に生きなければならないのだろう。

　いっそのこと、誰か、自分がいちいち考える必要も無いほど、強い力で引っ張ってくれたら……。

「そんな風に、出口も解決案も出ない毎日を過ごしてる中で、私は鷗くんに出会った」

　強い力で引っ張ってくれる……というわけではないけれど、鷗がそばにいてくれると、一緒に居ると、とても落ち着く。

　真面目で頼りになって、でも不器用でどこか抜けている部分もあって、そんな性格の鷗と日々を過ごすうちに、向日葵は強く惹ひかれていった。

　そして、鷗のことが好きだと、ある時から明確に意識するようになった。

「好きな人ができるって、凄いことだね。ずっと暗い海の中にいるように息苦しかったのに、そんな辛つらい場所から、鷗くんがわたしを引き上げて、胸いっぱい呼吸をさせてくれた……そんな感じ」

　たまらず、鷗は向日葵の顔を見詰める。

　恥ずかしそうに頰を赤らめ、両目は涙で潤うるんでいる。

「そんな鷗くんを好きになって、鷗くんもわたしを好きだって、大切だって言ってくれて……わたし、凄く幸せだよ」

「………向日葵」

　夕方。

　日が沈みかけている時間帯。

　遊園地の中を、イルミネーションや街灯の明かりが照らし始めている。

　──鷗は無自覚に、向日葵の手を取った。

「あ……」

「あ、ごめん……」

　突然の行動に驚く向日葵と、同じく驚いている鷗。

　向日葵と手を繫ぐ。

　行きの時には、思わず手を離してしまった。

　恥ずかしさや、色々な雑念も相俟あいまって。

　けれど、今は──。

「向日葵と手を繫いで、少し歩きたい」

　そう、今の正直な気持ちを、鷗は向日葵に伝えた。

「……うん」

　そんな鷗の要望に、向日葵も控えめに頷うなずき、応こたえる。

　二人は手を繫いで、園内を歩く。

　アトラクションの歓声をＢＧＭに、ただ歩く。

　ただそれだけのことなのに、なんだか特別な時間のような気がする。

「あの、その……ごめんね」

　そこで、向日葵が呟く。

　顔も首も真っ赤にし、若干じゃっかん目を潤ませて、俯うつむきながら。

「わたし、やっぱり緊張しいで汗かきだから、その……」

　繫いだ彼女の手が熱く、手の平がしっとりと湿気を帯びている。

　それを、向日葵は気にしている。

　自分のことではなく、鷗にどう思われるのかを。

「……俺も、ごめん。いきなり手を繫ぎたいなんて言って」

「……え？」

　でも、それは鷗も同じだった。

　力は強くないか、彼女の手を痛くしていないだろうか。

　汗をかいているのは自分の方もだ。

　気持ち悪くないだろうか。

　二人は互いを気遣い、様々な思いを巡らせた。

　熱くなった頭の中で、うるさいくらいに自問自答を繰り返した。

　──でも、それでも。

　閉園時間を告げるアナウンスが流れるまで、園内を一緒に歩いている間、鷗も向日葵も、互いに手を離さなかった。
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　その後──本日のデートを終え遊園地を出ると、鷗は向日葵を家まで送ることにした。

「今日はありがとう、凄く楽しかったよ」

「ああ、俺も」

　鷗は向日葵の家を見上げる。

　明かりは付いていない。

　向日葵以外はまだ誰も……梅雨も戻っていないようだ。

「途中で色々あったけど、でも、丸く収まって良かった、ってことでいいのかな」

「そうだね。結果的には、梅雨さんに感謝してもいいのかも」

　そう言って、あははと笑う向日葵。
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　あれだけのことがあって、そう断言できてしまう向日葵も凄いな──と、鷗は素直に思った。

「もし梅雨さんのことで悩みとかがあったら、俺にも相談して欲しい」

　一つ屋根の下で暮らす姉が、あんな行動に出たのだ。

　今後の関係が、一層ギクシャクしてしまうかもしれない。

　そう思い、鷗は向日葵に提案した。

「……うん」

　それに対し、向日葵は若干含みのあるトーンで返事を返す。

「じゃあ、家に帰ったらメッセージを送るよ」

「うん、今日のこと、まだいっぱいお話ししたいから……」

　笑い合い、鷗は手を振って向日葵の家を後にしようと──。

「……鷗くん」

　した、そこでだった。

　向日葵が、鷗を呼び止めた。

「梅雨さんとのことで、一つ、聞きたいことがあるんだけど」

「え？」

「……この前、わたしの家で、鷗くんが梅雨さんと再会した時」

　玄関の明かりが、逆光になる。

　全体的に影の中にいるような雰囲気の向日葵が、鷗を見詰める。

「本当に……何も無かったの？」

「………」

　一瞬、心臓の鼓動が止まるかと思った。

　向日葵の投げ掛けた問い。

　これは……どういう意味だろう？

　あの日も、鷗は梅雨とキスをした。

　それを、向日葵は感付いている？

　何故、それを正直に言わないのかと、疑っている？

（……どうして今、このタイミングで）

　……いや。

　今の向日葵の表情は、とても不安そうなものだ。

　そんな穿うがった意味はなく、ただ、彼女の中にあったモヤモヤとした疑念を、今、叶かなうなら晴らしたくなったのだろう。

「………」

　一瞬、鷗は考える。

　どうするべきか。

　そこで、鷗の脳裏のうりに、今日梅雨にキスをされたと告げた時の、彼女の衝撃を受けた表情が思い出された。

　見ているこちらが辛くなるほど、絶望的な表情。

　度重なって真実を告げてしまうと、ショックが大きすぎるかもしれない。

　特に、今のこんな気分の時に。

　せっかく、明るく楽しく、互いに心を満たす時間を過ごせたのだ。

　──向日葵が、どれだけ鷗を特別な存在だと思っているか、伝えてくれたのだ。

「……本当に、何も無かったよ」

　いつかは白状する。

　だから今は、噓をつかせて欲しい。

「向日葵が不安になるのはわかる。でも、あの日は何も無かった。本当だ」

　また、首の後ろに引きつったような痛みが走る。

　罪悪感からか、嫌悪感からか。

　鷗は首筋を押さえながら、向日葵にそう告げた。

「……そっか。ごめんね、何度も何度も、鷗くんを疑うような、変なこと聞いちゃって」

　向日葵はそう言って謝り、すっきりした表情に戻ると、改めて鷗に別れを告げた。

　鷗は宍戸ししど家を後にする。

　向日葵は、鷗の姿が見えなくなるまで、遊園地のゲームセンターでゲットした、景品のサメのぬいぐるみを掲げていた。

（……かわいいな、向日葵）

　帰路についた鷗は、今日一日を思い返す。

　向日葵から、心の内を打ち明けられた。

　自分への、強い想いがハッキリと伝わって、同時に鷗の中での彼女の存在も大きくなった。

「………」

　……その一方で、どうしても、梅雨のことも思い出してしまう。

　今日の彼女の奇行。

　自分を追い詰めようとするような行動。

　彼女は、普段からあんなことをするような人間なのだろうか？

　あんな、下品なことを。

　そう考えると、無性に腹が立ってくる。

　単純な正義感。

　加えて、梅雨にはそんなことをして欲しくないという、願望もあるのかもしれない。

　……けれど。

　今日、向日葵に心の内を、彼女の家庭事情を聞かされたことによって、思う。

「向日葵と同じように……梅雨も、不安や悩みを抱えているんじゃないのかな……」

　彼女にも何か事情があるのではないかと── そう、慮おもんぱかるようになっていた。
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「健介けんすけ、これなんてどうかな？　これなら向日葵ひまわりも気に入ってくれるんじゃ」

「却下。いくら宍戸ししどが漫画やアニメ好きだからって、キャラクターのプリントされたＴシャツ着てデートなんてドＮＧだぞ」

　辛辣しんらつながらも正論な健介の意見を聞き、鷗かもめは「その通りだ」と、手に取ったＴシャツをハンガーラックに戻す。

　やはり、知識の乏とぼしい自分だけではわからないことも、客観的な視点が入るとよくわかる。

　ありがたい限りだ。

　本日、鷗は親友の小地谷おぢや健介と一緒に服を買いに来ていた。

　先日のデートで、自分の選んだ格好が案の定、目についた他のカップルに比べてなんというか……ちょっと地味というか、垢抜けた感じが薄かったような気がしたので、反省し、よそ行き用の服を厳選するために来たのである。

　前回は、自分一人だったため上手うまくいかなかった。

　なので今回は、きちんとアドバイスをもらえるように、女（遊び）慣れしている健介に協力をお願いしたのだ。

　大型百貨店の中、アパレルショップのひしめくフロアを、二人は散策している。

「まぁ、鷗は別に見た目も悪くないからな」

　清潔感のある白地のＶネックシャツに、薄地のジャケット。

　黒い細身のパンツという、高校生にしては若干じゃっかん大人な雰囲気漂う格好をした健介は、ハンガーに掛かった服を眺めながら言う。

「体格も良いんだし、最低限きれいめで爽さわやかな感じの格好しておけば問題ないんじゃないの？　ほら、これとか」

「なるほど、なるほど……」

　適当に見繕みつくろった服を買い物かごに入れていく健介と、完全に彼の言う通り後をついていく鷗。

　そんな感じで、健介が選んだ服をいくつか試着した後、鷗は一番気に入った上下のセットを購入することにした。

「ありがとう、今日は付き合ってくれて」

　買い物を終え、ビルの外に出た二人。

　鷗は健介に礼を言う。

「いいっていいって、俺おれも何気に自分の分買ったし。それに、女の子と一緒の時だと気ぃ使うから、こんな風にゆっくり自分のばっか見れないからさ」

「でも、俺の服をちゃんと見繕ってくれただろ？」

「適当にな。それに、お前相手には気ぃ使わなくていいし」

　そう言って、笑う健介。

　女性関係のことで岬みさきに責められることの多い彼だが、鷗は気の良い親友だと思っている。

　複数の女性と関係を持っていると言っているけど、厳密には本命を作らず、あくまでも遊びの延長で付き合っているだけだし、ちゃんと了承りょうしょうしてくれる相手を選んでいると聞く。

　岬からは全自動修羅場しゅらば製造機などと言われていたが、実際にそうなったという話も聞かないし。

　ある意味、きちんと自分の主義・主張に一線を引いて生きている男なのである。

「……で、だ」

　そこで、健介は鷗の肩に腕を回して、ひそひそ声で囁ささやいてくる。

「結局、この前のデートはどうだったんだよ？　上手くいったのか？」

「え？　あ……うーん……」

　尋ねる健介に、鷗は、明らかに何かあったという表情をする。

「なんか、モヤモヤすることがあるって顔だな。まぁ、そうでなきゃこんな風にカノジョ以外の人間誘って買い物になんて来ないわな。何よ何よ、揉もめたのか？」

「いや、向日葵との間には特に問題はなかったんだけど。実は……」

　そこで鷗は、健介に、向日葵の姉である梅雨つゆにつけ回され、いきなりキスされるわ、写真を撮られて脅おどし掛けられるわ、酷ひどい目に遭あったことを話す。

　更に、それよりも前──初めて彼女の家で再会を果たした時に、何をされたのかも、詳細しょうさいに。

「ふーん、そりゃ、まぁ、災難だったな」

「……どうして、あんなことをするんだろう」

　その時のことを思い出した鷗は、徐々に感情が昂たかぶっていくのを感じる。

　自分がこんな感情を抱くのも珍しいと、自覚するほどだ。

　梅雨の軽はずみな言葉や、無意味で悪意に満ちた行動に、気持ちがムズムズする。

「彼女だって、俺は向日葵と付き合ってるって知ってるはずなのに……それに、自分にだって恋人がいるのに。信じられない」

　そう言って、憤慨ふんがいする鷗。

「んー、そうだなぁ……」

　鷗の話を聞き、健介は腕を組んで唸うなる。

「単純に欲求不満なのか……もしくは、自分に女としての魅力があるのか不安になったとか」

「不安？」

「今のお前の話からすると、その梅雨さんってカレシいるんだろ？　そのカレシと上手くいってないとか？」

　そこで、鷗は先日の街中でのことを思い出す。

　恋人と思われる男性と、言い争っていた梅雨。

「………」

　……なんだか、心配になってきた。

　鷗は険けわしい表情を浮かべる。

「……なぁ、鷗」

　そこで、そんな鷗の表情を見て、健介が発する。

「お前、なんだかんだ言って、やっぱその梅雨さんが気になってるんじゃないのか？」

「え？」

「初恋、引きずってんじゃないかって」

「な……そんなわけ！」

　言い返そうとしたが、健介はジッと真剣な目で見詰めてくる。

　そんな眼差まなざしを向けられたら、鷗は今一度考え込んでしまう。

「……俺が、本当は、梅雨のことを？」

　そういえば──と、鷗は今自分達がいる場所を思い出す。

　ここは、先日梅雨を見掛けた街だ。

　向日葵や健介に、梅雨に対して怒っているようなことを言いながらも、こうしてここに来るのは、また彼女と出会うことをどこかで願っているから？

　自分は、潜在せんざい意識下で梅雨を求めている？

「いや、そんなわけ……ん？」

　呟つぶやきながら、ふと視線を巡らせた鷗。

　そこで、道路を挟んだ向かい側の歩道を、見覚えのある人物が歩いていくのを見掛けた。

　長い金色の髪に、少し日焼けした肌。

　まるで、梅雨のような……。

　……まったく、自分が嫌になる。

　そんな偶然があるわけないだろう。

　彼女に似た人を見たら、すぐに彼女に見えてしまうなんて、最早もはや病気──。

「……え？」

　いや、見間違いではない。

　梅雨だ。

　間違いなく。

　しかも、その顔──表情を歪ゆがめ、泣いているように見えた。

「どうした？　鷗」

　健介に声を掛けられるが、視線は梅雨を追ってしまう。

　自然と、鷗は走り出していた。

「おい、鷗!?」

「ごめん！　今日はありがとう、健介！　じゃあ、また！」

「いや、待てって、何が──速っ!?」

　健介が呼び止める間もなく、鷗はその場から走り去っていた。

「確か、こっちの方に……」

　梅雨を追跡ついせきする鷗。

　横断歩道を見付けて道路を渡り、彼女が向かっていった方向へひた走る。

　視線を巡らせながら。

「あ！」

　少し前方に、見覚えのある後ろ姿を発見した。

「梅雨！」

「え……」

　名前を呼ばれ、彼女は振り返る。

　追い付いた。

　やはり、梅雨だった。

　振り向いた梅雨は、自分を呼び止めた人物が鷗だと理解し、驚いて目を瞠みはる。

「……なんで、キミが」

「偶然だよ」

　鷗は、梅雨の顔を見詰める。

　今はもう普通の表情に戻っているが、やはり目元が赤い。

「泣いてたの？」

「……キミには関係ないでしょ」

　尋ねる鷗に、梅雨は視線を逸らしながら返す。

「……梅雨、聞きたいことがあるんだ」

　そこで、鷗は梅雨の足を見る。

　まだ右の足首に包帯を巻いている。

　先日捻ひねった足は、いまだ完治していないのだろうか？

　そんなに重傷だったのか。

「えーっと……」

　悪いことをしたと思いつつ、となれば、どこかゆっくり座れる場所がないだろうか。

　そう考えながら視線を巡らせていた鷗は、気が付く。

　二人がいるのは、ちょうどカフェの前である。

「立ち話もあれだから、入ろう」

　そう言って梅雨を誘う鷗。

「……気、使ってくれてるの？」

　自分の足を見て、そう言う梅雨に、鷗が「え？」と聞き返す。

「……なんでもない。時間無いから、ちょっとだけね」

　ぶっきらぼうに言いながらも、彼女は鷗の言葉に素直に従って、大人しくカフェへと入っていった。
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　カフェに入り、窓際の席に案内された二人。

　椅子いすに腰掛け、それぞれ適当に注文を終えたところで。

「それで、聞きたいことってなに？」

　梅雨が、視線を窓の外に向けながら無愛想な態度で聞く。

「この前のことだよ」

　鷗は、そんな梅雨を真まっ向こうから見詰めながら問う。

「どうして、あんなことをしたんだ」

「あんなことって？」

　口元に笑みを浮かべながら問い返す梅雨。

　からかうようなその態度に、鷗は感情を揺さぶられぬよう意識しながら続ける。

「どうして、俺に襲い掛かったりしたんだ」

「襲い掛かるって、人を動物みたいに……」

　呟きながらも、鷗の真剣な眼差しに気付いたのだろう。

「……キミが、色々と詮索せんさくして私の人生に介入してくるのがウザかったから。だから、脅おどして主従関係を築こうと思ったの。それだけ」

　梅雨は、嘆息たんそくを漏もらしながら答えた。

　が──。

「違う、そっちじゃない」

　先日の遊園地の件に関しては、既に彼女の口から理由を聞いている。

　今聞きたいのは、最初の時──向日葵と一緒に彼女の家に行った時。

　部屋に引きずり込まれ、唇を奪われ、誘惑してきた。

　あの時の理由を聞きたい──と、鷗は改めて問い掛ける。

「いきなりあんなことをするなんて、どう考えてもおかしい」

「………ストレス溜たまってたから」

　尋ねる鷗に対し、梅雨は毛先を弄いじりながら返答する。

　どうでもよさそうな──という感じではなく、どこか本心を隠しているような、そんな所作しょさだ。

「むしゃくしゃしてて、ちょうどいい発散になると思ったし、キミも喜ぶと思ったから手を出したの。それだけだけど？」

　その言葉に、鷗はギュッと唇を嚙かみ締しめる。

「そんな理由でしていいことじゃないだろ」

　真まっ直すぐ投げ掛けられた鷗の言葉に、梅雨は「うるさいな……」と苛立いらだたしげに呟く。

　伏ふせた双眸そうぼう、合わせない視線。

　自分の本音を押し殺しているような、相互理解を拒絶しているような態度。

　そんな梅雨を前にして、鷗は心臓が震える気分になった。

　ダメだ。

　感情を揺さぶられないようにと意識していたのに。

　彼女と話していると、自分が自分でなくなっていくかのように、感情任せになってしまう。

　そう、鷗は自覚する。

　その自覚を示すように、鷗はそこで、気付けば踏み込んだ発言をしていた。

「もしかして、梅雨……あのカレシさんと上手くいってないんじゃ」

　先程、健介と話した憶測おくそくを、そのまま伝える。

　瞬間、梅雨が眉間に皺を寄せ、鷗に鋭い視線を向けた。

「は？　なにそれ？　なんで、そう思うの？」

「だって、理由を考えたらそうとしか思えない。恋人と上手くいっていなくて、ストレスが溜まっていて、そんな時に向日葵が俺を連れてきて」

「……で、上手くいってる二人が目の前に現れたから、私が嫉妬しっとしたとか？　そう言いたいの？」

「……全部、俺の憶測だけど、憶測を前提として言わせてもらう」

　鷗は、ハッキリと言い放つ。

「だとしたら、本当にもうやめてくれ。そんなことは、向日葵に悪い。向日葵が一番の被害者だ」

「……っ」

　瞬間、だった。

　梅雨は完全に敵意を剝むき出だしにした表情になり、鷗を真正面から睨にらみ付つける。

「キミに、何がわかるの」

　その剣幕けんまくに、思わず鷗も息を呑のむ。

　自分が正しい。

　梅雨の方がおかしい。

　自信を持って断言できる。

　でも、何故なぜか言葉が出なかった。

　それだけの迫力があった。

「………」

「………」

「……すいませーん」

　か細い声が聞こえた。

　見ると、カフェの店員がコーヒーをトレイに載せて、テーブルの前に立っている。

　注文の品を運んできたのに、隙も無いくらい修羅場が展開されていて、どのタイミングで入ったら良いのかわからなくなっていたのかもしれない。

「す、すいません！　ありがとうございます！」

　慌てて店員からコーヒーを受け取る鷗。

　一方、梅雨もクールダウンするように溜息ためいきをつく。

「……わかってるわよ、もうしないし、キミにも関わらない」

　目前に置かれたアイスコーヒーに口を付けると、改めて鷗にそう告げた。

「キミにも別に興味持たないし、キミも私のことはもう気にしない。全部無かったことにして、これからは赤の他人みたいに接する。お互い知らない人間のように振る舞う。それでいいでしょ？」

「いいわけ、ないだろ」

　気付くと、鷗はそう言っていた。

　梅雨の発する、あまりにも捨すて鉢ばちというか、ヤケクソな言い方に、怒りが沸いたのだ。

「なに？　なんで、いいわけないの？」

「それは……」

　──鷗が、少なからず梅雨の存在を気にしている。

　──気になってしまっているから。

　……そんなこと、正直に言えない。

　先程、向日葵のことを引き合いに出した手前、尚更なおさらだ。

　それに、梅雨の提案はあまりにも極端すぎる。

　赤の他人になるだなんて。

　お互い知らない人間のように振る舞えばいいだなんて。

　あまりにも……。

「……あのカレシ、どんな人なんだ」

　混線した思考回路。

　ぐちゃぐちゃになった感情表現。

　そのせいなのか、鷗は無意識に、そんなことを口にしていた。

「……正直、あまりいい人そうには見えなかった」

　そう言うと、梅雨は苛立ったような顔をする。

「キミにアイツの何がわかるの？」

「………」

「なに？　説教したいの？　昔の私の方がマシだったとか、今の私なんてちっとも良くないとか、しばらく会わない間に随分ずいぶん偉くなったじゃん。そうやって人に講釈こうしゃく垂たれられるほど、人生経験積んで何でもわかってるって感じ？」

「………」

「説明してよ、具体的に。アイツがどういう人間で、どこが悪くて、それで私が何をすれば良いのか。ほら」

「………」

　わからない。

　そんなふうに言われてしまえば、鷗にはわかることも、断ずることができることも、何もない。

　自分の薄っぺらい人生経験じゃ。

　デートに着ていく服すら、何が正しいか選べない自分じゃ。

「わからないよ……」

　わからない、けど。

　鷗は落としていた顔を上げる。

　心の底から心配している表情で、梅雨に向き合う。

「梅雨、さっき泣いてただろ？　その涙は、あの人が原因じゃないのか？」

　鷗の向けた、悲痛な表情。

　そんな鷗を見て、梅雨も顔色を変える。

　胸が締め付けられたような、そんな顔になる。

　唇を嚙み締めたまま、梅雨は慌ただしい動作でバッグから財布を取り出した。

「あ、梅雨……」

　テーブルにお金を置くと、椅子から立ち上がり。

「……ともかく、もう私はキミに会わないし近付かない。キミもそうして。それでいいでしょ」

　そして足早に、その場から立ち去ろうとする。

「梅雨、待って！」

　鷗は慌てる。

　流石さすがに、自分も言いすぎた。

　彼女の領域に、無遠慮に踏み込みすぎたと反省する。

　同時に、何かフォローしないと、と思う。

　混線する思考回路。

　そこで、脳裏のうりに過よぎったのは、またしても先程の健介との会話だった。

『もしくは、自分に女としての魅力があるのか不安になったとか──』

「梅雨！」

　呼び止められ、振り返った梅雨へと、鷗は真剣な面持おももちで叫ぶ。

「梅雨は十分、女性として魅力的だと思う！」

　大声で叫んだため、店内の他の客や従業員にも注目されてしまった。

　静まり返った店の中。

　公衆の面前でそんなことを言われ、梅雨は、いきなり何を言ってるんだという表情で、顔を真まっ赤かにする。

「バカ！」

　叫んで、傍かたわらの棚にストックされていたおしぼりを摑つかんで、鷗の顔に投げつけた。

「あいたっ！」

　足早に去っていく梅雨。

　その後ろ姿に、店員が「ありがとうございましたー……」と、控えめに見送りの言葉を贈る。

「……怒られてしまった」

　完全に、選択肢を間違えた。

　鷗はしばし、窓際の席で落ち込むことになった。
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　──そして、翌日。

「おーっす、鷗」

　学校に登校中の鷗に、後ろから声が掛けられる。

　クラスメイトで友人の、黒瀬くろせ岬だった。

「……おはよう」

　そう言って振り返った鷗の表情を見て、岬は目をパチクリとする。

「珍しいな、怒ってるのか？」

「怒ってる、ように見える？」

「おお、怒ってるっつぅか、ご機嫌斜めだな。お前がそんな感じになってるなんて珍事ちんじじゃねぇか」

　よくわかるな、と、鷗は若干その部分に感動する。

「なんだよ、変な奴やつにからまれたとかか？」
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「……うん、まぁ、そんな感じ……いや、違う、噓うそだ、そんな感じじゃない」

「どっちだよ」

　言い淀よどんで否定したのは、岬の言った台詞が妙に的まとを射いていたからだ。

（……梅雨）

　もう気にしないと、そう決めたはずなのに。

　こんなに感情を揺さぶられるなんて。

「しかし、今日は宍戸と一緒じゃねぇのか？」

「ああ、ちょっとね。一緒に待ち合わせして登校するのはやめたんだ」

　鷗と向日葵は時間を合わせ一緒に登校していたのだが、少し前から、一緒に居ると周りから冷やかされるようになった。

　それが、向日葵にとっては恥ずかしかったらしい。

　鷗は特に気にしていなかった。

　向日葵と一緒に過ごす特別で大切な時間と思っていたのだが……向日葵が嫌だと言うのなら、彼女の思いを優先するべきだろう。

　ということで、二人は待ち合わせをせず、バラバラに登校することにしたのだった。

『ご、ごめんね……勝手なこと言って』

『いや、全然、向日葵の好きなようにしてくれていいよ』

　面目めんぼくなさそうに謝る向日葵に、鷗はそうフォローした。

『じゃ、じゃあ……折衷案せっちゅうあん。登校の途中で偶然会ったら、その時は一緒に行こう』

『それは大丈夫なの？』

『うん、それは偶然だから』

「そういうもんなのか？」と、話を聞いた岬に突っ込まれてしまった。

「向日葵がそれで納得するなら、俺はそれでいいから」

「ふぅん」

　──と。

　鷗と岬が、そんな風に会話をしていると。

「おはよう、鷗くん」

　横から、今しがた話題に上がっていたばかりの張本人──向日葵が声を掛けてきた。

「あ、おはよう」

「お、よかったじゃねぇか、鷗。偶然だぞ」

　岬が言うと、向日葵は照れから頰ほおを染める。

　鷗が「冷やかすな」と睨むと、岬は「悪い悪い」と手を合わせる。

「あ、そうだ。宍戸、鷗の奴、なんか機嫌が悪いみたいだぜ。相談に乗ってやれよ」

「え？　そうなの？」

「いや、別に悪くは……」

　そう言って誤魔化ごまかそうとする鷗だが、向日葵は心配そうな視線を向けてくる。

「鷗くん……何か、悩みがあるなら、話してくれてもいいよ。わたしじゃ、役に立てるかわからないけど……」

　そう言っておずおずと見上げてくる向日葵の姿が愛おしく、鷗は自然と笑顔になって「ありがとう」と言う。

　やっぱり、彼女には癒やされる。

　梅雨とはえらい違いだ。

（……でも）

　ふと気を抜けば、泣いていた梅雨の姿を思い出してしまう。

　どうして。

　彼女のことが、こんなにも気になってしまうのだろう。

　それじゃダメなはずなのに。

　自分が一番優先しなくちゃいけないのは、一番大切にしなくちゃいけないのは、向日葵のはずなのに。

「あ、そういえば。鷗くん、予定は大丈夫だった？」

「え？　予定？」

　そこで、不意に問い掛けられ、鷗は首を傾げる。

「うん……あ、ごめんね、流石に聞くのが早すぎたよね」

　あせあせと焦あせる向日葵。

「……あ」

　鷗は思い出す。

　そうだ。

　当日まで約一ヶ月を切った、向日葵の誕生日。

　その誕生日に、一緒に過ごさないかと向日葵から提案されていたのだ。

「と、当然、大丈夫！」

　慌てて、鷗はそう答える。

　スケジュールの確認の必要など無い。

　元から予定など無いし、何があろうとカノジョの誕生日が最優先事項だ。

「よかった……」

　鷗の返答を聞いて、安堵あんどした表情を見せる向日葵。

「じゃあ、当日楽しみにしてるね。食べ物とか飲み物とかゲームとか、色々用意しておくから！」

　ウキウキの様子の向日葵は、学校の玄関に到着すると、元気良く手を振って自身の教室へと向かう。

　鷗は、そんな彼女を笑顔で見送る。

「……おい、鷗」

　そこで、後ろから岬に囁かれた。

「お前、初カノの初誕生日だぞ？　プレゼントとか、もう用意してあるのか？」

「……あ」
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　向日葵ひまわりの誕生日が近付いてきている。

　初めて一緒に迎える彼女の誕生日。

　そして、初めて贈る誕生日プレゼントを用意しなくてはならない。

　あの向日葵のことだ。

　あまりそういうものには、頓着とんちゃくが無いのではないかとも思う。

　誕生日に誘ってくれたのも、ただ鷗かもめと一緒に楽しい時間を過ごしたいという、彼女のささやかな願いからだろう。

　それでも、だからといって無視するわけにはいかない。

「うーん……」

　教室にて、自分の席に着き、腕組みして悩んでいる鷗。

「お、なに悩んでんだよ」

　そんな鷗の姿を見て、健介けんすけと岬みさきが寄って来る。

「いや、向日葵の誕生日が近いんだけど……」

「それで朝からずっと悩んでんのか」

　唸うなる鷗を見て、岬が呆あきれた表情を浮かべる。

「誕生日って、いつ？」

「三週間後」

「随分前に誘ってきたな。向こうもこういうのに慣れてないんじゃないの？　よっ、初心うぶカップル」

「茶化すな」

　健介を岬が小突こづく。

「まぁ冗談はさておき、時間はまだあるわけだ。何にするか目星くらいはつけてあるのかよ」

「いや、目星というかそれ以前に、財政的な問題が……」

「ああ、プレゼント資金が無いのか」

　無い──というわけでもない。

　鷗は一応、親から毎月のお小遣こづかいはもらっている。

　それを使って、色々と身の回りのこと──遊興費や学業に必要なもの、身なりを整える等、生活に必要な経験を高校生のうちからさせてもらっている。

　けれど、今回必要なのは誕生日プレゼントだ。

　誕生日プレゼントとなれば当然、少しは良いものを贈りたい。

「といっても、宍戸ししどってどういう好みがあるんだ？　そこら辺がわからないな」

「えーっと、漫画とかアニメとかゲームが好きで、あとは……かわいいもの」

　向日葵へのプレゼントは何が良いか。

　健介と岬に相談するが、結局結論は出ず。

「ホームルーム始めるぞー」

　そうこうしているうちに、担任の教師が教室へとやって来た。

「まぁ、まだまだ時間はあるんだし、自分が納得できるようにやれよ」

　二人にそう言われ、鷗は一層「うーん……」と悩むことになった。
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「働こう！」

　カノジョへ贈るプレゼントだ。

　きちんと、自分の働いて稼いだお金でプレゼントを購入したい。

　まず真っ先に鷗はそう結論を出し、アルバイトを始めることを決意した。

　しかし、校則の都合上、アルバイトをするためには親の許可が必要となる。

　自宅にて、鷗は父親にアルバイトを始めたい旨むねを申し出ることにした。

「……と、決めたはいいけど、父さんにどう説明しようか」

　カノジョへのプレゼントを用意したいから働きたい──と、正直に言って、納得してくれるだろうか。

　どう切り出そう。

　そう悩んでいると──。

「どうした？　鷗、難しい顔して」

　リビングの中をうろうろしていた鷗は、そこで声を掛けられた。

「あ、父さん」

　屈強な体付きの男性が、鷗の背後から現れる。

「何か、俺おれに言いたいことでもあるのか？」

　がっしりした体格に、整え撫なで付けられた短髪。

　息子の鷗が若干童顔なのに対し、彼は精悍せいかんな顔付きで顎あごに髭ひげを生やしている。

　鷗の父だ。

「ど、どうしてわかったの？」

「親子の絆きずな……と言いたいところだが、お前の場合すぐ感情が顔に出るからな、わかりやすい」

　流石、警察官。

　観察眼が鋭い。

　そう感心している鷗に、ふふん、と、鷗の父は笑う。

「わかるぞ、カノジョのことだろ」

　更に図星を突かれ、鷗はドキッとした。

「なんだ？　上手うまくいってないのか？」

「いや、仲はすこぶる好調だと思う」

「そこまでハッキリ言い切れるのが若さか、羨うらやましいぜ」

　笑い、父は続ける。

「じゃあ、何で悩んでるんだ？」

「じ、実は……」

　色々考えたが、結局、正直に伝えるしかないだろう。

　元より、自分はそういう人間なのだから。

　思い、鷗は彼に言う。

「父さん、アルバイトを始めたいんだ」

「……何か、理由があるのか？」

　鷗の父は、真まっ直すぐ目を向け尋ねてくる。

　彼は基本、息子である鷗の意思を尊重してくれる。

　割と放任で、自由にさせてくれていると思う。

　しかし、アルバイト──社会に出て働くという行為に対しては、多少慎重というか、基本は反対の姿勢なのだ。

　警察官という職業柄からか。

　まだ年端としはもいかない未成年と言えど、社会に出れば否応いやおうなく様々な人間と接することになる。

　全ての人間が良い人間とは限らない。

　いつの間にか妙なことに巻き込まれていたりする可能性も十分あると、よく知っているからだろう。

「実は、近々向日葵の誕生日なんだ。それで、彼女に初めてのプレゼントを贈りたいと思ってるんだけど、その資金を貯めたい。何より、親からもらったお小遣いでプレゼントを買うというのもどうかと思って」

「うーん……」

　鷗の父は、顎に手を当てながらしばし考える。

「……親からもらったお小遣いでプレゼントを買うって、そんなにダメなことか？」

「え？」

　やがて、彼はそう切り出した。

「俺がお前に毎月小遣いを渡してるのは、単に高校生だから金が必要だろうとか、そんな考えだけからじゃないぞ。鷗は毎日、健やかにちゃんと生きてる。成績だって悪くないし、非行に走るでもなく真面目まじめな態度で生活し、ご近所さんの評判も良い。人様に誇れるような友人関係や恋愛関係だって構築してる」

　鷗の父は、至って真面目な表情で、真剣に述べる。

「俺がお前に小遣いを渡してるのは、そうやってちゃんと生きてるお前に対する給料、対価みたいなもんだと思ってる。働いて稼いだ金と変わらないんだから、何も悪くないだろう」

「父さん……」

　父がそんな思いを抱いていたなんて、気付かなかった。

　鷗は、少し感動する。

「ありがとう、父さん……でも」

　しかし、そこで、鷗はハッキリと言う。

「やっぱり、親からもらったお小遣いでプレゼントを買うのは、その……男として情けない気がする！　シンプルに恥ずかしい！」

「そうか、まぁ確かにな」

　鷗の正直な心からの声は、父にも共感してもらえたようだ。

「やっぱり俺、自分で働いたお金でプレゼントを買いたいんだ。俺がそうしたいと思ってる」

　固い意志で言う鷗。

　信念を曲げないその真っ直ぐな姿勢を前に、父も「ふぅ」と溜息ためいきを漏もらした。

「真面目というか石頭というか……まだ高校一年生なんだから、もっと甘えても良いと思うぞ。まったく、誰だれに似たんだか」

「父さんじゃないとは思う。多分、母さんかな」

「ハッキリ言うな」

　まぁ、でも、きっとそうだろうな～……と、そこで鷗の父は遠くを眺めるような──いや、幸福な記憶を思い出しそこに浸ひたるような、締まりの無い顔になった。

　精悍な顔付きが台無しである。

「母さんは、本当に真っ直ぐで実直な人だったからなぁ。デートの途中でも、産気づいた妊婦さんを発見したら救急車呼んで付き添いで一生懸命になってしまったりしてな」

「父さん、すぐに母さんとの思い出話を始めるよね」

　今でも、父は母にぞっこんの様子である。

　鷗にとって、それは決して嫌なことではないのだが……。

「鷗、ちなみに参考までにだが、俺が初めて母さんへ贈ったプレゼントは高級ホテルバイキング無料券10回分セットだったぞ」

「そうか。向日葵は小食だからあまり参考にはならない気がするけどありがとう」

　何はともあれ、父からアルバイトの許可が下りた。

　学校に提出する保護者同意書にサインが必要なので、それは具体的なバイト先が決まったらもらうことにする。

「さてと」

　いまだに母親との惚気話のろけばなしを続けている父は置いておいて、鷗は早速バイト先を探しに行こうと、玄関で靴に履はき替える。

　するとそこで、家の奥から何かが駆けてくる音が──。

「あ、バリー」

　やって来たのは、全身が白い獣毛で覆おおわれた大型犬だった。

　彼は鷗の家で飼っているサモエドのバリー。

　散歩に行くと思ったのかもしれない。

　元気良く引っ付いてくるバリーを、鷗は「違うよ。散歩は今朝行っただろう」とあやす。

　バリーは大きな体に似合わず、甘えん坊の性格なのだ。

「俺は今からアルバイト先を探しに行くんだ。父さんにも許可してもらえたんだ」

　そこで、バリーの顔をわしゃわしゃと撫でながら、鷗は問い掛ける。

「……なぁ、バリー、女の子へのプレゼントって何が良いのかな？」

　しかし当然、そんな質問はバリーにとってはどこ吹く風で、遊んで遊んでと、鷗の顔を舐なめ回してくるだけだった。
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　そんなこんなで、アルバイト開始の許可をもらうことのできた鷗は、早速働き口を探すこととなった。

　向日葵の誕生日まで、もう日が無い。

　しかし、こんなに急で、良い仕事先が見付かるのか──というと、そんな心配は必要なかった。

　早々に、知り合いが働いているスポーツショップを働き先として紹介してもらうことができたからだ。

「よろしくお願いします！」

『花渡川けどがわスポーツ』という看板の掛けられたスポーツ用品店。

　鷗は、目前のアフロヘアの男性に元気よく挨拶あいさつをする。

　彼が、この店のオーナーの花渡川さんである。

「海音あまねちゃんから紹介されてどんな子かと思ったけど、元気が良いね。もう、今日からシフト入れるんだって？」

「はい！」

「イイね。バリバリ働いてもらうぜ」

　花渡川店長も、鷗を気に入った様子だ。

「じゃあ、短期バイトだから短い間だけどよろしく。おーい、海音ちゃん。大嶋おおしま君に仕事を教えてあげて」

「はーい」

　花渡川店長に呼ばれ、エプロンを着用した女性店員がやってくる。

　眼鏡めがねを掛け、髪を後ろで一つに束たばねた、姉御肌な雰囲気の彼女。

　名前は、勝俣かつまた海音。

　同じ高校には通っていないが、彼女は鷗の中学時代の先輩である。

「いきなりアルバイト先を紹介して欲しいって言われた時は驚いたけどさ。確か、カノジョの誕生日プレゼントを買いたくて働き始めたんだっけ？」

　海音は、ニヤニヤと顔を綻ほころばせながら鷗の肩に手を置く。

「まさか、あの朴念仁ぼくねんじんの大嶋君にカノジョができるとは。時の流れは早いねぇ」

「ありがとうございます。勝俣先輩は、念願のカレシはできたんですか？」

「そういうことは聞き返さなくていいの」

　海音に脇腹を殴られる鷗。

　どうやら、まだカレシはできていないようだ。

「とはいえ、本当にほぼ毎日入ってるよね。まぁ、短期だから当然かもしれないけど」

　海音は、手にしたシフト表を見て驚く。

「カノジョさんほっぽりっぱなしだけど、大丈夫なの？」

「大丈夫です。別に毎日ずっと一緒に居るわけじゃないですから。それに、自分にも予定があるように、向日葵にも予定がありますので」

　そう。

　鷗とは違い、向日葵は部活動に所属しているのだ。

　厳密には文学同好会なので、同好会活動なのだが。

「へぇ、文学少女なんだ、そのカノジョの向日葵ちゃんって」

「はい、ただ、向日葵から聞いた話ですが、その文学同好会、正しくは『多様な文化、多岐にわたる分野の学術を学び、楽しむ同好会活動』という名目の同好会だったらしく、ゲームで遊んだりアウトドア活動をしたりと、思っていた活動とは違ったみたいです」

「……放課後に暇人が集まって遊ぶだけの集団じゃん」

「でも、向日葵が言うには会長さんとは気が合うらしくて、二人は真面目に小説を書いたり、文学活動をしているらしいですよ」

「へぇー」
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　そんな感じで、鷗はアルバイトに精を出す日々を送る。

　目的は向日葵の誕生日プレゼントのため──なので、アルバイトを始めたことは向日葵には内緒にしていた。

　サプライズのためだ。

　しかし、流石にそんな毎日を過ごしていれば、向日葵に気付かれるのも時間の問題だった。

「そういえば鷗くん、最近忙しいの？」

　ある日の放課後。

　アルバイトも同好会活動も休みで、今日は一緒に帰っていた二人。

　その途中にて──向日葵が鷗へと問い掛けた。

「あ……ああ、アルバイトを始めたから」

「え、そうなの？」

　驚く向日葵。

　そして直後、不安そうな顔になる。

「ほとんど毎日働いてるみたいだけど……何か、欲しいものでもあるの？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど……仕事先も、中学時代の先輩の紹介で、花渡川スポーツっていうスポーツ用品店なんだけど……」

　心配して尋ねてくる向日葵に、鷗は平静を装い普通の会話を継続しながら、どう誤魔化ごまかすべきか考える。

　しかし、良い言い訳が思い付かない。

「その……心配は要らない。というか、向日葵のため、というか」

「え？」

　ぐるぐると逡巡しゅんじゅんしているうちに、つい口を滑らせてしまった。

　その言葉を聞き、ポカンとした表情を浮かべる向日葵に、鷗は言い淀よどみながら言葉を続ける。

「その……もうすぐ、誕生日だろ？」

　そこまで言われ、向日葵も、鷗がアルバイトを始めた理由の推測がついたのだろう。

　顔を赤らめ、俯うつむく。

「え、え……ほ、本当に？」

　バレてしまったようだ。

　けれど、伝わってしまったなら仕方がない。

「……ごめん、俺がもっと誤魔化すのが上手かったら、当日びっくりさせられたかもしれないのに」

「う、ううん！　そんなことないよ！　わたし、今、凄く嬉うれしい！」

　テンション高く声のトーンを変え、そう言う向日葵。

　そんな彼女を見て、鷗も満足感を覚える。

　よかった。

　自分のやっていることは、間違っていなかった──と。

「向日葵。そういうわけだから、楽しみにしてて欲しい」

　それだけ伝えると、向日葵は頷うなずき、「うん、楽しみにしてる」と答えた。
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　──その夜。

　ここは、宍戸家。

「……うー」

　自室にて、向日葵がベッドの上でもだえている。

　手にはスマホが握られており、画面に表示されているのは先日のデートの時に撮った写真。

　それを見ながら、彼女は嬉しそうに表情を緩ませていた。

　夕方の、鷗の発言を思い出す。

　最近アルバイトを始めた彼は、向日葵の誕生日を祝うためにプレゼントを用意してくれようとしている……のだと思う。

　あまりにもふわふわした会話だったけど、きっとそういうことだろう。

　自分の考えすぎ……勘違いの可能性だってあるし、そう思っていて実際はそうじゃなかったら、あまりにも辛つらすぎる。

　でも、考えれば考えるほど、鼓動が高まり、頭が沸騰しそうなほど熱くなって……ときめきに満たされる。

　幸せすぎて、おかしくなりそうだ。

「もう……鷗くん、凄くかっこいい」

　ベッドの上でバタバタ暴あばれて、右往左往うおうさおう。

　そこでバランスを崩し、ベッドの縁かららドシンと落ちる。

　だが、自分がベッドから落ちたことにも気付かないくらい、向日葵は酔っ払いのように舞い上がっていた。

「わたしのために、アルバイトまで始めて、喜ばせようとしてくれる……こんなかっこいい人が恋人でいいのかなぁ……」

「……なに一人で惚気のろけてんの？」

　気付くと、向日葵の部屋のドアを開けて、梅雨つゆが様子を見に来ていた。

「へわっ!?　つ、つつつ、梅雨さん!?　どうして!?」

「いや、凄い音したから。どうしたのかと思って」

「な、なんでもないよ……」

　慌てて誤魔化すが、その理由は完全に梅雨にもバレている。

「ふーん……」と呟いて、梅雨は向日葵を見る。

「……鷗、アルバイト始めたんだ」

「え？」

　おそらく、直前の独り言を聞かれていたのだろう。

　その件で梅雨が会話を続けてきたことに、向日葵は驚く。

　と同時に、鷗に関する話題のため、少し顔が強張こわばった。

「う、うん。中学時代の先輩の紹介で、花渡川スポーツっていうスポーツショップらしいんだけど……」

「へぇ……」

　そこで、梅雨は先程の向日葵の発言や暴走から、鷗が何故なぜアルバイトを始めたのか察したのだろう。

「……そっか、誕生日近いもんね」

　そう言い残し、扉を閉めようとする。

「あ、梅雨さん」

　寸前、向日葵は梅雨を呼び止めた。

「なに？」

「えっと……その……」

　聞き返す梅雨に、向日葵はしばらく言葉に迷った後「……や、やっぱり何でもない」と、歯切れの悪い返事をした。

「……なに？　またあの人達から詮索せんさくするよう言われたの？」

　そう、鼻白はなじろむように言う梅雨。

　向日葵は、父と義母から梅雨の近況を聞き出すように言われているのだ。

　梅雨は、あまり自分のことを家族に話そうとしない。

　なので、もしも会話する機会があったら、それとなく友人関係等、妙なことに巻き込まれていないか、探るように頼まれているのである。

「そ、そういうわけじゃ……」

「別に、変なことや危ない事はしてないから。心配しすぎ」

「そうじゃなくて……」

　向日葵が一番聞きたいのは、そんなことじゃない。

　重ねた手を、強く胸に押し当てる。

　緊張で跳ね上がる鼓動を、押さえ付けるように。

「梅雨さん……鷗くんのこと、どう思ってる？」

　その質問に、梅雨が振り返ったのがわかる。

　しかし、向日葵は俯き、その表情までは直視できなかった。

　先日、鷗が遊園地で梅雨に付きまとわれ、いきなりキスをされたと言っていた。

　デートから帰った後、梅雨にそのことを問とい質ただそうと思ったが、向日葵は梅雨に対し、常々接しづらさを感じている。

　家族の中で一番話す機会があるといっても、最低限の、当たり障りのない会話しかしない。

　なので、鷗との件について深く言及げんきゅうできず、生来しょうらいの弱気もあって、いっそ深く考えないようにしていた。

　しかし、どう考えても、あんな行動を起こすこと自体がおかしい。

　もしかして、最初。

　鷗をこの家に呼んで、彼女と出会った時から……。

　あの時、自分が梅雨の部屋に行った時、鷗と梅雨は至近距離で顔を突き合わせていた……。

　二人は互いを、どう思っているのだろう。

　本当に、ただ数年ぶりに再会しただけの幼馴染み？

　もし、それだけじゃない感情を抱いているのだとしたら……。

「別に……何とも思ってない」

　少しの沈黙を挟はさみ、梅雨はそう言った。

「向日葵……まさか、私が鷗に気があるとか考えてる？」

「そ、それは……」

「まさか、そんなわけないじゃん。この前だって、ただ、暇だし面白半分にからかっただけ。もうしないから、安心して」

　それだけぶっきらぼうに言って、今度こそ扉を閉めると、梅雨は隣の自室に戻っていった。

「あ……」

　呼び止める間もなく立ち去った梅雨。

　彼女の言葉の抑揚よくようは、普段と変わらないものだった。

　ならば、本当……と、信じていいのだろうか。

「………」

　鷗と梅雨の関係が気になり、そして真実が気になり。

　鷗のことを強く想うことに比例して。

　向日葵の心には、チクチクとした何かが生まれ始めていた。
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「そういえば、大嶋君ってどうして陸上辞めちゃったの？」

　ある日のこと。

　今日も、鷗は花渡川スポーツにてアルバイトに精を出している。

　バックからスポーツシューズの在庫を持って来て売り場に並べていると、棚の掃除をしていた海音からそう質問された。

「今通ってる高校に陸上部とかないわけ？」

「いえ、ありますね」

　鷗は、中学まで陸上部に所属していたが、今はもう辞めてしまっている。

「結構成績良かったじゃん。もったいない。飽きちゃったとか？　まさか、カノジョにかまける時間を優先したくてとか？」

「いや、そういうわけじゃ……」

　そこで、鷗は表情に影を落とす。

「……元々、俺が陸上を始めた理由は、陸上をやっていた憧あこがれの人がいたからなんです」

　そして、自身が陸上から離れた理由を語り始めた。

「その人は、新聞でも取り上げられるような有名な選手だった。その人の姿を密かに追って、目指して、自分も陸上を始めました。でも、ある時から、その人に関する報道や噂を、パッタリと聞かなくなってしまって……」

　それに比例して、自分の中の陸上に対する熱というか、想いのようなものが冷めていっていることに気付いた。

「そこで、わかったんです。自分が陸上に熱中していたのは、その人に会いたかったからなんだって。その人も陸上をやっていたので、続けている限りどこかで会えると思っていた。どこかの大会で出会った時、成長した自分を見せられると思っていたから。その理由が不純だと思い、陸上に対して誠意が無いと思い、高校進学をきっかけに辞めてしまいました」

「ふぅん、真面目なんだか、馬鹿ばかなんだか」

　話を聞いた海音から、そう正直な感想を返されてしまった。

「じゃあ、勝俣先輩はどうして陸上を辞めたんですか？」

「モテないから。毎日練習だし、汗臭くなるし、男作る時間も無いし」

「同じ陸上をやってる人と付き合ったらいいじゃないですか」

「そう思って中学三年間打ち込んだ結果、誰とも付き合えなかったわけですが？」

「なるほど、ドンマイです」

「明るい顔で励ましてんじゃねぇし」

　脇腹わきばらにパンチされてしまった。
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　──夜。

「お疲れ様でした！」

　その日のアルバイトが終わり、鷗は退勤時刻を迎えた。

　帰り支度をし、裏口から出る。

　すると。

「……ん？」

　店の裏手の路地の壁に寄り掛かって、何者かが立っているのが見えた。

　まるで、誰かを待っているかのように。

　近付いていくと、その人物の正体がわかった。

「……梅雨？」

　チューブトップの上に黒いパーカーを羽織り、下は淡い色のダメージデニム。

　手には手提てさげ袋ぶくろを持っており、中には小さな箱が入っているようだ。

　そんな姿の女性──梅雨が、そこに居た。

　一方彼女の方も、鷗が出てきたことに気付く。

「どうして、梅雨がここに……」

「向日葵が、キミが花渡川スポーツっていう店で働いてるって言ってたから……で、実際に来てみたら、本当に働いてる姿が見えたから……」

　そう、目線を逸らしながらおずおずと呟く彼女。

　そうか、向日葵に聞いたからか──と、一瞬納得しかけたが、そこで鷗は改めて警戒する。

「俺がここで働いているって知って……どうして、俺が出てくるのを待ってたんだ？」

　今日まで、彼女とは喧嘩けんかばかりしている鷗である。

　不安から、感情の拗こじれから、マイナス方向の想像が働いてしまった。

　梅雨の方も、鷗に対して恨みが溜たまっているはずだ──と。

「まさか、また誘導して変な写真を撮って、お店にクレームを入れるとか、そういう狙ねらいがあるんじゃないだろうな」

　直情的に、そんな不躾ぶしつけなことを言ってしまった。

「は、はぁ!?」

　鷗の台詞に、梅雨は感情的になる。

「別に、そんなつもりない！　私はただ、その……」

　梅雨の声が小さくなっていく。

「……謝りたかっただけ」

　消え入りそうな声で、最後に彼女はそう言った。

　しかし、今の鷗にはその言葉も俄にわかに信じ切れない。
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「本当に？　だったら、俺を見付けた段階で店の中に入ってきて謝れば良かったのに」

「それは……」

「俺は、今の梅雨を信用できない」

　そう、ハッキリと今の気持ちを告げると、梅雨はショックを受けたような悲痛な表情になった。

　そして直後。

「もういい！」

　激昂げきこうして、手に持っていた手提げ袋を鷗に向かって投げつける。

　中に入っていた箱が、鷗の体に当たった。

「梅雨！」

　呼び止めるが、もう目の前に梅雨の姿は無かった。

「……なんだったんだ」

　足下に落ちた袋を拾う。

　これは、何だったのだろう。

　ふと、甘い匂においが香る。

　まさかと思い中の箱を取り出すと、中に潰つぶれたケーキが入っていた。

「……梅雨」

　それを見て、鷗は動揺する。

　まさか、本当に謝りに来たのか？

「……そんな」

　だとしたら、本当に悪いことをしてしまった。

　先入観で彼女を傷付けてしまった。

　芽生えた罪悪感は一瞬で心に広がる。

　自分を恥じ、鷗はその場から駆け出した。

　しかし、表通りを見回しても、もうそこに梅雨の姿は見当たらなかった。
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　物事に熱中していると、時間は瞬またたく間に流れていく。

　アルバイトを始めて数週間が経過し、遂に今日が最終出勤日となっていた。

　つまり、今日の仕事が終わったら、遂に給料が支給されることになる。

　と、思っていたのだが──。

「はい、お給料」

　勤務中、花渡川けどがわ店長からいきなり、手渡しで給料が渡された。

「あれ？　まだ今日の仕事は終わっていませんが……」

「今からちょっと出掛けなくちゃいけないから、その分も含めて先払いしておくよ。一応、僕の気持ちを上乗せしておいたからさ」

「え？」

　鷗かもめは封筒を開ける。

　中に入っているお金は、確かに予想以上の金額に見える。

「海音あまねちゃんから、初カノの誕生日プレゼントのためにバイトを始めたって聞いてたからさ。その意気込み、惚ほれたぜ」

　サムズアップする店長。

　どうやら、自腹で給料に色を付けてくれたようだ。

　正直、高校生が持つには結構な金額だと思われる。

　でも、おかげで色々と選択肢が広がった。

「カノジョちゃんに、ナイスなプレゼントを贈ってやんな」

「店長……ありがとうございます！」

　男前な店長の計はからいに、鷗は感動のあまり勢いよく頭を下げる。

「いいけど、まだ仕事中だからねー。浮かれてないで、業務は最後までちゃんとやってよー」

　はたきで棚の埃ほこりを払っている海音に言われ、鷗は彼女にも「はいっ！」と、元気良く返事をした。




　◇◆◇◆◇◆




　そして、短期ではあったが花渡川スポーツでのアルバイトを終え、夕方。

　店長は出掛けているので、今日出勤している残りのスタッフ達に挨拶あいさつを済ませ、鷗はそのまま、早速プレゼント選びに向かうことにした。

　そう──向日葵ひまわりの誕生日は明日に迫っているのだ。

　花渡川店長の誠意を無碍むげにはできない。

　向日葵にとって最高の誕生日にするんだ──そう息巻いて、プレゼント選びに身を投じる鷗。

　……しかし、本題のプレゼント決めで頭を悩ませることになってしまった。

「しまった……何にするか、まったく目星すら付けてなかった」

　ここ数日間、初めてのアルバイトに一生懸命になりすぎて、他のことに頭が回らず、肝心のプレゼント候補の選出をしていなかった。

　そもそも選ぼうにも、何が良いのか指針すら無い。

「どうしよう、完全に時間が無い」

　今から岬みさきや健介けんすけに相談しようにも、彼等だっていきなり呼び出されても困るだろうし……。

　向日葵の誕生日は明日。

　どうする……どうする……と、頭を抱えて街中を徘徊はいかいする鷗。

　すると、そこで。

「……あ」

「あ」

　またしても、梅雨つゆと遭遇そうぐうした。

　駅前近くの時計台の前で、スマホを眺めながら立っている彼女を発見する。

「……梅雨、また待ち伏せしてたの？」

「はぁ!?　してないし！　今回は完全に偶然だから！」

　会って早速、言い争いになる。

「というか、私は普通に待ち合わせ中だし……」

　言いながら、梅雨はすぐにそっぽを向く。

「いいよ、どうせ信じないんでしょ」

「いや、信じるよ」

　その言葉に、梅雨が振り返る。

　鷗は、彼女に深く頭を下げた。

「この前はごめん。ケーキ、ありがとう。本当に俺おれに謝りに来てくれたんだね」

「……別に」

　先日の件を謝る鷗を前に、梅雨はバツが悪そうに目を伏せる。

「……今、アルバイト帰りなの？」

「うん、今日までだけど。給料も出たから」

「ああ、明日、向日葵の誕生日だっけ。じゃあ、プレゼントでも選んでるところ？」

「え、どうしてそれを……」

「別に聞いたわけじゃないよ。あの娘こが勝手にバラしただけ。凄く楽しみにしてたから」

　そう言って、梅雨は口元に微笑を浮かべる。

「……そのことなんだけどさ」

　そこで、鷗は梅雨に、正直に現状を伝える。

「実は悩んでいるんだ。何を贈ったらいいかわからなくて。というか、完全に途方に暮れてる」

「ふぅん……鷗のくせに完全に色気づいちゃって」

「くせに、って何だよ」

「まぁ、プレゼントなんて、好きな相手からもらったならどんなものだって嬉うれしいはずでしょ。それこそ、ゴミや虫の死骸しがいでも無い限り」

　鷗の悩みに対し、梅雨は時計台に背中を預けながら語り始める。

　……なんだろう。

　なんだか、彼女なりに助言してくれようとしているように見える。

「逆に自分が向日葵からプレゼントをもらう立場になったと思って、想像してみれば？」

「自分が、もらう側か」

　鷗は想像する。

　……確かに、向日葵が何をくれるかということよりも、彼女が一生懸命、鷗のことを考え、鷗を思って用意してくれたという行動の方が、心が温かく、そして嬉しい気持ちになる。

「プレゼントをあげる側があれこれ考えるほど、もらう側は特に重く考えてないもの。向日葵なんかは特にそういう娘こじゃないって、カレシならわかるでしょ？」

「………」

「……何よ？」

　そこで、鷗がジッと見詰めていることに、梅雨が気付く。

「いや、梅雨って、向日葵のことをちゃんと見てるんだなって」

「え？」

「二人の間には、なんていうか、まだ壁があるような感じがして、梅雨が向日葵を受け入れてないような感じが強かったけど……その認識も改めないといけないかなって」

　そう真面目まじめなトーンで鷗が言えば、「べ、別に、一応家族だし、普通でしょ」と、梅雨は誤魔化ごまかすように言う。

「で、プレゼントの件に戻るけど、本当に何も決まってないわけ？　もうすぐ閉店時間になっちゃう店も出てくるでしょ？」

「そうなんだよ。だから困ってて……」

　うーんと、難しい表情で唸うなる鷗。

　そんな鷗の様子を、梅雨は見詰める。

「……あの、さ」

　しばらくすると、梅雨は静かに口を開いた。

「よかったら、アドバイスくらいならできるわよ」

「え？」

　梅雨の発言に、鷗は目を丸める。

「少なくとも、鷗よりマシな考えは思い付くだろうし……まぁ、今まで色々と迷惑も掛けちゃったし、そのお詫わびってわけじゃないけど……」

　斜め下に視線を逸らしながら、そう告げる梅雨。

「それは、助かるけど……」

　突然の提案に、鷗も動揺する。

　しかし、他に相談相手がいないのも事実。

　渡りに船──じゃないが、梅雨が知恵を貸してくれるとなれば、かなり心強い。

「じゃあ、悪いけど……お願いしようかな」

「うん、わかった」

　鷗の返事を聞くと、梅雨は時計台に預けていた背中を浮かせる。

「じゃあ、ほら、行くわよ。時間が無いんでしょ？」

「行くって……あ、いや、アドバイスだけでいいんだ。梅雨だって、待ち合わせ中なんだろ？」

「いいのよ、別に……もう、来ないと思うし」

　梅雨はうんざりした顔で言う。

　どうやら本当に、鷗のプレゼント選びに同行してくれるようだ。

「本当に、いいの？」

「しつこい。私が行くって言ってんでしょ」

「……ありがとう」

　感謝を示す鷗に、梅雨は溜息ためいきをつく。

　そして、その後、薄うっすら口元を緩めて微笑んだ。
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　というわけで、梅雨と一緒に向日葵へのプレゼントを選ぶことになった鷗。

「で、鷗としてはどんなのが良いと思ってるの？」

　梅雨と街中を並んで歩きながら、話をしていく。

「うーん……」

　鷗は考える。

　向日葵は漫画やゲームが好き。

　じゃあ……。

「漫画やアニメの専門店でグッズを買うのはどうだろう？　向日葵が好きな作品は、俺も知ってるし」

「……まぁ、嫌じゃないとは思うけど、インパクトに欠けない？　せっかくの誕生日プレゼントでしょ？」

　ごもっともである。

「ごめん……小学生レベルのアイデアしか出せなくて」

　落ち込む鷗に、梅雨は溜息を吐く。

「わかった。じゃあ、アプローチを変える。鷗の中で、好きな女の子にプレゼントをあげるってシチュを聞いて、どういうのを想像する？」

「え、ええと」

　質問され、言い淀よどむ鷗。

　そんな鷗を「ほら、恥ずかしがったって仕方ないでしょ」と、梅雨は促す。

「……そうだな」

　言われ、鷗はおずおずと自分の中の考えを伝える。

　好きな女の子へ、プレゼントを贈るなら──。

　あり合わせの知識と発想で、自分なりのアイデアを語る。


「…………っていうのは、どうかな？」



「……なるほどね。正直言うと、鷗にしては悪くない発想だと思う」

「本当？」

「うん、でもそれだけで行くよりも、もうちょっとサプライズを加えるなら……」

　鷗の発想を受けた梅雨が、その案に自身のアイデアを上乗せし上方修正。

　打ち合わせが終わると、早速その分野のお店が近くにないか携帯で検索して、二人は共にショップへと向かう。

　そしてそこでも、女性受けというものがよくわからない鷗は、梅雨からアドバイスを受けながら商品を選定し──。

　結果。

「よし！　これでバッチリ！」

　梅雨の協力もあって、鷗は無事プレゼントを購入するに至った。

「ありがとう、梅雨。向日葵のために最高のプレゼントを用意できたと思うよ」

　鷗は梅雨に、そう心から感謝の意を示す。

「でも結局、ほとんど梅雨に選んでもらったような感じになっちゃったな」

「別に、実際にものを選んだのは鷗で私はアドバイスしただけだから、大丈夫でしょ」

　二人は和気藹々わきあいあいとしながら、街中を歩いている。

　思いの外ほか、迅速かつ的確にプレゼントの用意が完了した。

（……何か、梅雨にもお礼をしないと……かな）

　隣を歩く梅雨を見ながら、鷗はふと、そう思った。

「……あ」

「？　どうしたの？」

　そこで、鷗は立ち止まる。

　それにつられて、梅雨も立ち止まり、鷗の視線を追う。

　見ると、そこにゲームセンターがあった。

　以前一度、向日葵とも来たことのあるゲームセンターだ。

「そういえば、子供の頃、よくゲームセンターでも遊んだよね」

「ああ、そういえばね。でも、私達の家の近くにあったのって、こんな立派な感じのじゃなかったでしょ。一回10円で遊べるようなゲームばっかりの、駄菓子屋さんが一緒にやってるような」

「………」

　お礼……。

　これがお礼になる、とは思わないけど。

　でも、何か梅雨と楽しい時間を共有できれば──それがお礼の一環にもなるのでは、と、鷗は無意識にそう思った。

「……ちょっと寄っていこうよ」

　鷗が言うと、梅雨は「え？」と声を漏もらす。

　思い掛がけない提案をされたような顔だ。

「いや、時間が大丈夫なら。久しぶりに遊ばないかなって」

　鷗に誘われ、驚き顔の梅雨。

　しかし、すぐにその表情を綻ほころばせる。

「鷗、私に勝てたこと一度も無かったじゃん。大丈夫？」

「あの頃の俺と一緒だと思われちゃ困るな」

　挑発的な鷗の態度が面白いのか、梅雨は満更まんざらでもない感じで微笑む。

　二人は揃そろって、ゲームセンターに入った。

　ビルの中に作られた、最新のゲーム台がひしめく店だ。

「向日葵とは、こういうところにも来るの？」

「ああ、向日葵、ゲームが好きだから」

　そう言うと、梅雨は「ふぅん」と呟く。

「梅雨は？」

「……私はあんまり、最近は来てないかなぁ」

「そっか。あ、あれ」

　そこで、梅雨がレトロゲーム台の並んだゾーンを発見する。

「前に来た時、思い出したんだ。梅雨とよく一緒に遊んだゲームばっかりで懐かしいって」

「……そうだったんだ」

　そう言われ、梅雨はどこか嬉しそうな声を発した。

　鷗と梅雨は、そのエリアのゲームで遊ぶことにした。

「あ、これとか、近所の店にもあったよね」

「ああ、懐かしい！」

　一緒にゲームをプレイしながら、鷗と梅雨は昔話を交えた。

　子供の頃の学校の先生や友達、近所のおじさん。

　話すたびに、梅雨は「あー、あったあった！」と、とても楽しそうに笑っていた。

　あの頃のような、純粋な笑顔を浮かべていた。

　その笑顔を見て、鷗も心が満たされる気分になる。

　そして、ゲームセンターで一通り遊んだ二人は、店の外へと出た。

「今日はありがとう。色々と相談に乗ってくれて」

「ううん……」

　そこで梅雨は、目元を優しく折り曲げ、微笑を浮かべる。

「私の方こそ、ありがとう。なんだか、久しぶりにお腹の底から笑えた気がした」

　今日まで、どこか威嚇いかく的で、心を閉ざしたような表情ばかりだった梅雨がふと見せた、穏やかな表情。

　愛おしさすら感じる姿に、鷗は鼓動を高鳴らせる。

「鷗って、昔と変わらないよね」

「そうかな？」

「そうだよ。久しぶりに昔の話してたら、思い出しちゃった。ほら、子供の頃、近所の家で飼ってた大きな犬が脱走したことがあったでしょ？」

「ええと……ああ、思い出した。梅雨が凄かった件だろ」

　昔、近所で番犬として飼われていた大型犬が脱走した。

　近付くと子供相手でも全力で吠え掛かる、凶暴な犬だった。

　その犬と運悪く遭遇してしまった梅雨が、一緒に居た友達を逃がすために自ら囮おとりになったことがあったのだ。

「犬の注意を引くために、走って逃げて、私、随分ずいぶん追い掛け回されちゃってさ」

「梅雨は足も速かったしね。でも、それ以上に、友達のためにそこまでできて凄いなって思ったよ」

「……正直ね、私、怖くて仕方がなかった」

　そこで梅雨は、鷗を振り返る。

「その時、鷗が助けに来てくれたじゃん。鷗が犬に飛び掛かって喧嘩けんかになって」

「……ああ、うん」

　本音を言うと、その部分に関しては、鷗としてはあまり思い出したくない記憶でもある。

　梅雨を助けようと必死だった。

　自分に何ができるかわからないけど、ともかく彼女を助けるために、自分よりもはるかに大きい犬に泣きながら飛び掛かったのだ。

「鷗、体中ひっかき傷や嚙かみ傷だらけで、凄いことになってたけど、最終的には犬の方が引き下がって大人しくなったじゃん。それで、大人達が来て簡単に捕まえられたって」

「そういえば、そうだったような……」

　梅雨が、鷗を見詰めている。

　まるで、眩しい光を前にした時のように、目を細めて。

「その時から、変わらない」

「……ええと、まだまだ体も小さくてひ弱だった頃と変わらないってこと？」

「違うよ、そうじゃなくて──」

「おい」

　そこで、だった。

　いきなり後ろから声を掛けられた鷗は、何事かと振り返る。

　瞬間、とんでもない衝撃が顔に叩たたきつけられ、目前に火花が散った。

　殴られたのだと、直感でわかった。

「空人あきと！」

「人の女と何してんだ、てめぇ」

　道路に倒れた鷗は、目前に立つ人物を見る。

　見覚えがある。

　背が高く、染めた髪を立たせている。

　そうだ、前に見たのは街中。

　梅雨と言い争っていた……。

　梅雨の、カレシ。

「ちょ、ちょっと！　いきなり、何してんの!?」

　梅雨が慌てて鷗とその男性との間に立ち、止めに入る。

「お前こそ、何のつもりだよ。人との待ち合わせすっぽかして、こんな奴やつと一緒に楽しそうによ」

　その話を聞いて、鷗は思い出す。

　今日、梅雨は待ち合わせをしていると言っていて、あの時計台の前にいた。

　つまり、元々は彼と会う約束をしていたのだろう。

「おい、ナンパ野郎。てめぇもただじゃ……」

　瞬間、鷗は立ち上がる。

「すいませんでした」

　そして、梅雨のカレシに対し、頭を下げて謝った。

「自分は、怪しい者ではありません。梅雨さんの知り合い──梅雨さんの妹さんとお付き合いさせていただいている者です」

「ああ？　だから何だよ」

「勝手に梅雨さんを連れ回してしまって申し訳ありません。ですが、梅雨さんには僕の買い物を手伝ってもらっていただけで、それ以外のことは特に何もなかったと誓います」

　鷗は毅然きぜんと言う。

「誤解をさせてしまったならすいません。ですが、事情を聞く前にいきなり殴り掛かるのはどうかと思います」

「ああ？」

　低い声を発し、男は凄む。

　一触即発の空気だ。

　だが、一方の鷗も視線を逸らさない。

　怯ひるむこと無く、真まっ向こうから睨にらみ返している。

「鷗……」

「……ちっ」

　そんな鷗の姿を前に、動揺する梅雨。

　一方、梅雨のカレシは梅雨の腕を乱暴に摑つかむと、その場から歩き出す。

「行くぞ、梅雨」

　大股で歩く動作から、苛立いらだっているのが伝わってくる。

「ったく、そうやって他の男に色目使って、俺の気でも引きたいって作戦か？」

　男が、そう言ったのが聞こえた。

　瞬間、梅雨の纏まとう気配が変わる。

　自身の手首を摑んでいた彼の手を振りほどき、続け様ざま──。

　バシンッ──と、派手な音が響く。

　梅雨は、彼の顔に思い切りビンタを叩たたき込こんでいた。

　思わず、相手の男もひるんでいる程ほどだった。

「私との待ち合わせに一時間近く遅れておいて言う台詞がそれ!?」

　梅雨は叫ぶ。

　往来おうらいの真ん中であることも忘れ、感情的になって怒りを吐露とろする。

「何度連絡しても返事一つ寄越よこさない！　やっと来たと思ったら自分勝手な言い分で人を殴って！　鷗の言う通りよ！　鷗や私が悪いように言わないで！」

　叫び、梅雨は相手の男に背を向けると、足早に歩き出す。

「梅雨！　待てよ、オイ！」

　男もそれを追い掛ける。

　そこで──。

「………」

　梅雨は、チラリと鷗を一瞥いちべつした。

　申し訳なさそうな視線。

　唇が微かすかに動き、「ごめん……」と呟いたようにも見えた。

「……梅雨」

　二人の姿はもう見えない。

「………」

　待ち合わせを無視し、勝手に梅雨を連れ回したのは事実だ。

　二人に対して失礼なことをしてしまったと思う鷗だったが……同時に思う。

　やはり梅雨達の関係は、上手うまくいっていないと見て間違いない──と。
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　そして──。

「さ、入って入って」

「うん、お邪魔します」

　放課後、向日葵の部屋へと招かれた鷗。

　今日は、遂に迎えた向日葵の誕生日当日。

　向日葵の家で、二人だけの誕生日パーティーである。

「えへへ……今日一日中、放課後が楽しみでずっとニヤニヤしちゃってたかも……」

　いつになくテンションの高い向日葵。

　ウキウキしているのが丸わかりである。

　二人は、ここに来る途中で買ってきたケーキとジュースをテーブルの上に置く。

「そうだ、ゲームやろう」

　不意に、そう提案する向日葵。

　すると彼女は、部屋の隅からゲーム機を持ってくる。

「……ん？　あれ？　これって……」

　そのゲーム機を見て、鷗は驚く。

　それは、以前向日葵が話していた、今人気で手に入らないと有名なゲーム機だったからだ。

「あのね、この前、ネット上で販売再抽選があって。絶対に手に入れたくて、抽選が始まる深夜０時まで起きて、すぐに予約したんだ」

　興奮した様子で語る向日葵。

　そして、念願叶かなって抽選に当たったのだという。

「今日、鷗くんと一緒に遊べたら良いなって思ってたから……気合が通じたのかもね」

　そう言って、嬉しそうに笑う向日葵を見て、「かわいい……」と、通算何度目になるかわからない感想を抱く鷗。

　というわけで、向日葵の希望に沿い、早速一緒にゲームで遊ぶことにした。

　レースやパーティーゲーム。

　最新のゲームを堪能たんのうし、共に盛り上がる。

　そして、しばらく遊んだところで、そろそろケーキを食べようかという話になった。

　人気のお店で、以前から注文しておいたケーキである。

「ううん、おいしい」

　満足そうにショートケーキを頰張ほおばる向日葵。

　そんな彼女を前に、「そろそろか……」と、鷗は自身の鞄かばんを開いた。

「向日葵、ちょっといいかな」

　鷗は、綺麗きれいにラッピングされた袋を鞄から取り出し、向日葵へと渡す。

「もうバレてるかもだけど、一応、誕生日プレゼント」

「わあ……」

　口元で手を合わせ、向日葵は嬉しそうに溜息をつく。

「ありがとう。えと……開けても良い？」

　受け取った袋を持ちながら、向日葵が尋ねる。

「ああ、いいよ」

　向日葵は、袋の口を縛っているリボンを解く。

「ドキドキする……」

　鷗も同じ気持ちである。

　向日葵は袋を開ける。

　中から出てきたのは……。

「わぁ！　かわいい！」

　クマのぬいぐるみだった。

　腕の中に収まるくらい大きく、とてもふわふわのぬいぐるみである。

　それを持ち上げ、向日葵は目を輝かせる。

「でも、どうしてクマのぬいぐるみ？」

「あ、ええと、お店で見た中で一番かわいいと思ったから。あ、クマ、苦手だった？」

「ううん、別に苦手じゃないよ」

　焦あせる鷗を見て、向日葵はおかしそうに笑う。

「……鷗くんが、一番かわいいと思ったのをくれたんだね、嬉しい」

　呟き、本当に嬉しそうに破顔はがんする向日葵。

「……あれ？」

　そこで、愛しそうにクマのぬいぐるみを掲かかげていた向日葵が、何かに気付いたように声を漏らす。

　鷗がプレゼントしたクマのぬいぐるみは、両腕を背中に回して何かを隠しているような、そんな変わったポーズをしているのである。

　珍しいポーズをしているクマを、向日葵は不思議そうな顔でくるりと裏返す。

　すると、クマのぬいぐるみが後ろ手で、何かを隠し持っているのに気付く。

　両手で大事そうに、小箱を隠し持っていたのだ。

「………あ」

　向日葵は、そこで鷗を見る。

　一方の鷗は、顔を真まっ赤かにしてそっぽを向いている。

　その表情から何かを察した向日葵は、鼓動を高鳴らせながら、恐る恐る、クマの手から小箱を外す。
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　リボンで括くくり付けられ細工されていた、その小箱を開けると──。

　中から現れたのは、アクセサリーだった。

　ハートの形にあしらわれ、中央に宝石の埋まったリング。

　そのリングにチェーンが通された、ネックレスである。

「……あ、サプライズ！　女の子はサプライズが好きだって聞いたから！」

　ネックレスを見て言葉を失っている向日葵に、慌てて鷗が言い訳をする。

　黙って反応を見守っていれば良いのに、沈黙に耐え切れなくなってしまったのだ。

　まだまだである。

　──しかし。

「……ど、どうかな？　気に入ってくれた？」

　鷗が恐る恐る問い掛けると、向日葵は、クマのぬいぐるみを見た時とは別の意味で、高揚こうようした表情をしていた。

　頰ほおを上気じょうきさせ、眉根まゆねを落とし、感じ入るように目を細め。

　そんな、心からときめいているような感情を浮かべていた。

「……鷗くん、つけてみてもいい？」

　そう聞かれ、鷗はコクコクと頷うなずく。

　向日葵はネックレスを首に回し、鷗に見せる。

「どう？　似合う、かな？」

「うん、凄く似合うよ」

　そう言うと、向日葵は心の底からの笑顔を鷗に向けた。

「えへへ……ありがとう、鷗くん。凄く、大切にするね」

　……ああ。

　この笑顔が、この言葉が。

　今の向日葵の姿が、全てだった。

　悩んで。

　頑張って。

　今日まで重ねてきた全てが報むくわれた気がする。

　本当に良かったと、本当にそう思えた。

「いやぁ、緊張したぁ……」

　大きく安堵あんどの溜息をつく鷗。

　クマのぬいぐるみで一瞬気持ちをほぐして、その後にアクセサリーという真剣なプレゼントで心を摑む。

　特に、鷗みたいな真面目で鈍感っぽい奴がそういうことをすると、ギャップが出て更に良い。

　という、梅雨の発案通りにいった。

「えへへ、そこまで真剣に考えてくれて、なんだか嬉しい」

「うん、よかった。梅雨にアドバイスをもらった甲斐かいがあったよ」

　緊張が解ほぐれたためか、鷗はそこで梅雨の名を発してしまった。

「……え？」

　鷗の口から出た、梅雨の名前。

　それに反応し、向日葵の表情が固まる。

「梅雨さんに……相談したの？」

「うん。向日葵のプレゼントを何にしようか直前まで決められなくて、どうしたら良いのか悩んでた時、たまたま街中で梅雨と遭遇してさ。俺も、女性にプレゼントを贈るのは初めてだから、色々と教えて……」

　そこまで喋って、鷗はハッとする。

　しまった── 気が抜けて、思わず言わなくてもいいことを言ってしまった。

　梅雨からも『自分にアドバイスをもらったということは、一応黙っておいた方が良い』と言われていたのだった。

「……また、梅雨さんと、会ってたんだ……」

　その話を聞き、向日葵は小さく、そう呟いた。

　そして、キュッと唇を嚙かみ締しめる。

「……あの……鷗くん」

　そこで、視線を落としていた向日葵が、ゆっくりと口を開いた。




「鷗くん……梅雨さんとは、本当に何も無いんだよね」




　雰囲気が変わった。

　部屋の中を満たしていた温かく柔らかい空気が、一瞬で張り詰めて鉄のように重くなった気がした。

「鷗くんが最初にこの家に来た時から……ずっと、ちょっとずつ、モヤモヤする感覚が溜たまって消えないの。『何も無いんだよね』って、鷗くんに何度も聞いて、何度も自分を納得させようとしてたけど……でも、もう、ハッキリと聞くね」

「ひ、向日葵？」

「もしかして……あの時も、梅雨さんの部屋で、キスとか、してた？」

「え……」

　問われ、動揺する。

　その時のことは、何も無かったと今日まで噓うそをついてきた。

　話題に出さないようにはぐらかしてきた。

　それをこうして改めて、正面から問とい質ただされたのだ。

　納得できない、と。

　鷗の心が、大きくざわつく。

「そ、そんなわけ……」

　慌てて、鷗は誤魔化す。

　焦りを見せないよう意識しながら。

　首筋に走る痺しびれを押さえるように、そこに手を回して。

「……まただ」

「え？」

「鷗くん……この話をする時、いつも首の後ろに手を回してる」

　鷗の心臓が、破裂はれつしそうなほど跳ねた。

「それ……鷗くんが噓をつく時のクセなんじゃないかな」

　ゾクリ──と、背筋が震え上がった。

　これは、何という感情なのだろう。

　恐怖？

　鷗は今一度、愛する人に噓をついていたという事実を再認識する。

　そして、良かれと思って起こした行動が、その相手に不信感を与えてしまっていた事を。

　今の向日葵は、まるで信じられないものを見るような目を鷗に向けている。

　──もう、言い逃れはできない。

　──そして、してはいけない気がした。

「……はい、キスをしました」

「か、鷗くん……」

　鷗は、深々と頭を下げ白状した。

　頭だけではなく、床に両手をつき、平身低頭へいしんていとうで謝る。

「でも、決して俺からしたわけじゃなく、彼女の方からいきなりされたんだ。それだけは信じて欲しい」

「う、うん。わかったから……もう、顔を上げて」

　そんな鷗の姿を前に、向日葵も流石に我に返ったようだ。

　慌てて鷗の肩に手を置き、怒っていないことを示す。

「……ごめん、向日葵。俺、最初にこの家に来た時、梅雨に何をされたのかを正直に言ったら、向日葵にショックを与えるんじゃないかと思って、黙ってた……それに、遊園地のデートの日、俺が梅雨さんにキスされたことを正直に言ったら、向日葵が凄く悲しそうな顔をしてたから……それで一層、最初の件を言い出すわけにはいかないと思うようになって……」

　それで、噓に噓を重ねてしまった。

　本当に、ごめん──そう、鷗は深く頭を下げる。

「……ううん、ありがとう、正直に言ってくれて」

　それに対し、向日葵は目を潤ませながら首を振る。

「そのことが、ずっと心に引っ掛かってて……でも、もしそれが本当だったとしたら、きっと、鷗くんは優しいから……黙って一人で抱えてくれようとしていたんだって、そうとも考えてた。だから、大丈夫だよ、そんなにショックじゃない」

「向日葵……」

「でも、そういうことがあったら、正直に言って欲しいな。わたしは、カノジョなんだから」

　両目を伏せ、そう呟く向日葵。

　そんな彼女の姿を見て、鷗は負い目を感じる。

「ごめんね、鷗くん。こんな日なのに」

「いや……」

　張り詰めた、針のむしろのような雰囲気は去った。

　けれどその場には、罪の告白に伴う重い空気がまだ残されている。

　どうにかしたい。

　ほんの数分前までのように……元に戻したい。

　なんで自分は、梅雨の名前を出したりしてしまったんだ……。

　そう思う鷗に対し、そこで。

「……鷗くん、もし良ければ、一つ聞いて欲しいお願いがあるんだ」

　もじもじと、太腿の間に手を差し込んで、向日葵は言った。

「お願い？」

「ご、ごめんね、プレゼントまでもらったのに、更にお願いなんて図々しいこと言って……しかも、こんなタイミングで」

　そう申し訳なさそうに言う向日葵だが、鷗としては断る理由は無い。

　むしろ、罪悪感から彼女の願いをできる限り叶えてあげたい気分でもある。

「いや、大丈夫だよ。何か欲しいものがあるの？」


「………………キス、して欲しい」



　鷗の目を見て、向日葵は言った。

「え……」

「キスをして欲しい。この前のデートの時と、その前の初対面の時……鷗くん、もう、梅雨さんと二回キスしたんだよね」

「……う、うん」

「……でも、わたしはまだ鷗くんとキスしてない」

　泣きそうな目で、求めるような目で、向日葵は鷗を見上げる。

「だから、わたしにもして欲しい……できるなら……梅雨さんとしたよりも、記憶に残るような、そんなキスを」

　色っぽい目を向けて、そう懇願こんがんしてくる向日葵を前に、鷗も息を呑のむ。

　彼女のこんな顔を、初めて見た。

　淫靡いんびで、背徳的な顔。

「……わかった」




　◇◆◇◆◇◆




「じゃあ、いくよ」

「うん……」

　部屋の中央、鷗と向日葵は立って向かい合っている。

　鷗としては、あの日を再現するように。

　そして、梅雨にされた時のことを思い出しながら、向日葵にもキスをする。

　彼女が希望する『梅雨さんとしたよりも、記憶に残るような』……そんなキスになるよう心掛けるとしたら── 必然的に、そうなってしまう。

　上書きするのだ。

　……そう、これはきっと、贖罪しょくざい。

　その意味も込めての、向日葵の願いなのだ。

「ふぁ……」

　重ねた唇と唇の隙間すきまから、向日葵の声が漏れる。

　その声に耳朶じだを叩かれ、鷗の中でスイッチが入る。

　舌先で口蓋こうがいをくすぐり、唇に吸い付くようなキスをする。

　背筋にぞくぞくとした痺れが走る。

　まずい……止まらない。

　理性に反し、体が言うことを聞かない。

　先日、デートの時、手を取り合った時の気遣いや優しさが噓のように、鷗は向日葵に己おのれの欲求をぶつける。

　鷗の舌は、向日葵の口内を隅から隅まで蹂躙じゅうりんする。

　彼女の口内の甘さと柔らかさを堪能するかのように、内頰を舐なめ、舌で舌を扱しごく。

　鷗はキスをしながら、向日葵の頭や背中を撫でる。




　一方で、向日葵は生まれて初めてされる行為に、頭の中が真っ白になっていた。

　キスだけならまだしも、こんな風に、優しく全身を撫でられることだって初めてだ。

　嫉妬心しっとしんから言い出してしまった懇願。

　そのはずなのに、とても温かい気持ちになって、涙が出そうになる。

　向日葵もまた、鷗の体に触る。

　硬い。

　男の人の体はこんなに硬いんだと、男と女の体の違いに驚く。

　互いのことを理解する時間。

　今までよりも、もっともっと深い部分で。

　そんな、長い長い時が流れていく──。





「……──」



　そんな中、不意に──。

　鷗の脳裏のうりに過よぎったのは、梅雨の顔だった。

　梅雨にされたキスを真似て、あの時にされた行為を思い出しながら、向日葵に口付けをした──だから、想起してしまったのかもしれない。

　けれど、その時鷗の頭の中に浮かんだ梅雨は、遊び半分で自分に迫った時の、あの挑発的な表情のものではなかった。

　この前、一緒にゲームセンターで過ごした時に見せた、あどけない表情。

　年月が経たち、姿形が変わってしまっても、あの笑顔は、太陽のような笑顔は、あの頃の梅雨を思わせる、彷彿ほうふつとさせるもの。

　今になっても変わらない、梅雨の芯しんの部分。

　その部分が、不意に、頭を過ぎったのだ。

（……何を考えてるんだ）

　即座に、鷗は自身を叱責しっせきする。

　今この瞬間に考えて良いことではない。

　頭の中から振り払い、目前の向日葵にだけ意識を向ける──。




　──一通りキスを堪能した後、鷗と向日葵は、唇を離す。

「あ……」

「………」

　顔と顔を合わせ、見詰め合う二人。

　互いに真っ赤になり、掛け合う言葉も見付からない。

　ただ、いまだ動悸どうきは静まらず、できるならば……この先へ進みたいとも考え出す。

　向日葵も同じ気持ち……だろうか。

「……向日葵」

　ここは、男である自分が決断するべきだ。

　鷗は、彼女の名を呼ぶ。

　呼ばれ、向日葵は肩を揺らす。

「……俺は──」

「ただいまー」

　そこで、一階の玄関が開く音とともに、誰かが家に帰って来た声が聞こえた。

　その声に、鷗も向日葵も、一気に現実へと意識を呼び戻された。

「お……お父さんだ！」

　梅雨の父が帰ってきたらしい。

「そういえば、今日はわたしの誕生日だから、早く帰ってくるって言ってた……」

　どこかしょんぼりしている向日葵。

　そんな彼女を見て、鷗はクスリと笑う。

（……なんだか、ちょっと安心した）

　一瞬覚悟はしたけど、まだ心構えはできていなかった。

　それでも、向日葵も鷗と同じ気持ちで、同じようにドキドキしてくれてたのだと理解できた。

　その気持ちがわかっただけで、嬉しい。

「とりあえず、お父さんに挨拶をした方が良いかな」

　そう話し、鷗と向日葵は部屋を出た。

　階段を下り一階に来ると、ちょうどリビングで向日葵の父と顔を合わせた。

「お邪魔させていただいております」

　向日葵の父は、娘と一緒に現れた少年の姿にびっくりしたのか、ネクタイを解ほどいていた手を止めた。

「向日葵さんとお付き合いをさせていただいている、大嶋おおしま鷗といいます。よろしくお願いします」

　そう律儀りちぎに挨拶をする鷗に対し、「ほう……」と、向日葵の父は訝いぶかるように目線を鋭くする。

　真面目そうな、眼鏡めがねを掛けた会社員風の男性だった。

（……この人が……向日葵のお父さん）

　再婚してはいるが、離婚した際には向日葵の親権を獲得した方の親だった。

　つまり、向日葵にとっては血の繫つながった実のお父さんだ。

　一方──向日葵の父は、その眼鏡の奥の目を細め、鷗を値踏みするように見てくる。

「……君が、向日葵の彼氏、か……向日葵から話は聞いているよ」

「覚えていただけていて嬉しいです」

「高校に入学したばかりの頃、ひったくりの被害から娘を助けてくれたのだろう」

「あ、はい」

　そう伝えてあったのか。

　隣の向日葵を見ると、彼女も少し照れ気味の様子だ。

「その件に関しては素直に感謝しよう。娘を助けてくれてありがとう」

「はい、恐縮です」

「しかし、わかっていると思うがまだ君達は学生の身だ。付き合っているとは言っても節度を持った関係を心掛けるように」

「は、はい」

「……ちなみに、今日は向日葵の誕生日だ。二人きりでお祝いをしていたといったところだろう」

　向日葵の父は、眼鏡のブリッジを押し上げながら、低いトーンで言う。

「妙なことは何もしていないだろうね」

「え!?」

　向日葵の父に問われ、ドキッとする鷗。

　妙なこと……と言われてしまえば、先刻の光景を思い出さざるを得ない。

「それは、あの、その……」

「もう、やめてよ！　お父さんこそ、変なこと言わないで！」

　そこで、言い淀む鷗の代わりに、向日葵が叫ぶ。

　鷗は真っ正直な性格なので、このまま問い質されたら喋しゃべってしまうかもしれない。

　それを、向日葵が先読みしフォローしてくれたようだ。

「な、なんだ、向日葵。私だって鷗君が信頼に値する男子だとは思っているさ。だが、心配で……」

「お父さんは過保護なの！　ほら、もう鷗くんも帰る時間だから、バイバイするから！」

　というわけで、半なかば強引ごういんではあるが。

　事情により、鷗は帰ることになった。

「ごめんね、お父さんが変なことばっかり言って……」

「いや、良いお父さんだね。向日葵のことを大切に思ってるんだよ、きっと」

　玄関にて。

　そう言う鷗の目には、リビングの入り口の陰に立ち、こちらの方をジッと見ている向日葵父の姿が映っている。

　それに気付いた向日葵が振り返り、「お父さん！」と叫ぶと、彼はサッと引っ込んだ。

「本当にごめんね……お父さんのこと、嫌いにならないでくれると嬉しい……」

　落ち込み気味に言う向日葵に、鷗は「全然、大丈夫だよ」と明るく答える。

　おそらく向日葵の父は、自分の離婚で向日葵に負担をかけてしまったことを負い目に感じているのではないだろうか。

　だから、彼女を大切にしなければと、そう思っているのだろう。

　それがわかるから、鷗も別に彼のことを嫌いになるとか、そういう意識は生まれない。

　というわけで。

「バイバイ」

　玄関で別れ、鷗は帰路についた。

　何はともあれ、初めての誕生日パーティーは良い思い出にできたと思う。

　プレゼントも気に入ってくれたようだし。

「……許して、もらえたのかな」

　そして、噓をついていたことの告白。

　最終的には、ピリピリとした空気は解消された。

　結果オーライではあるが、抱えていた問題を一つ解決できたようだ。

「……しかし、意外だった」

　そこで、鷗はキスのことを思い出す。

　……あんなことを、向日葵が言い出すなんて。
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　──翌日。

「はぁ……」

　向日葵は、高校への通学路を歩いていた。

　その表情は、少し落ち込み気味だ。

　昨日の、鷗との誕生日パーティー。

　良い雰囲気だったのに、最終的にお父さんが出てきて、変な感じになってしまった。

　あの後、鷗にメッセージを送って再度謝ったものの……。

「鷗くん……お父さんの言ったこと、気にしてなければ良いけど」

　──妙な事はしていないだろうね？

（……そんなの、鷗くんが本当に気にしちゃって、わたしと何もしてくれなくなったら……って、何考えてるの、わたし!?）

「よっす、向日葵。おはよう」

　そこで、偶然通り掛かった友達の橘たちばな理彩りさが話し掛けてきた。

「あ、理彩ちゃん。おはよう」

「………あれ？」

　理彩が、向日葵の顔をジッと見詰めてくる。

「ど、どうしたの？」

「向日葵……キスした？」

「ふえっ!?」

　いきなり理彩に見抜かれ、向日葵は素すっ頓狂とんきょうな声を上げる。

「な、なななな、なんで!?」

「だって、唇がぷるぷるだもん」

　理彩が、自分の唇を指し示しながら言う。

「相手は鷗君？　へー……顔に似合わず、結構熱烈なやつしてもらったんだね」

　言いながら、理彩も恥ずかしそうに顔を赤らめている。

「なに、朝から自慢？　やめてよ、向日葵～。ラブラブアピールじゃーん」

「ちょ、ちょっとごめん！」

　茶化す理彩から逃げるように、向日葵は走り出す。

　大急ぎで学校に到着すると同時に、すぐさまトイレへ駆け込む。

　そして鏡で確認すると、確かに理彩の言う通り、唇が心なしか赤く腫れている。

　これは……やっぱり、あのキスのせいだろう。

「キ、キスすると、こうなっちゃうんだ……」

　確かに、普通のキスじゃなくて、唇を甘嚙みし貪むさぼるような、そんなキスだったけど……。

　昨日の鷗とのキスを思い出して恥ずかしくなり、慌ててマスクを取り出して隠す。

　ずっと気付かずに、通学中、電車の中でも、駅からの道すがらも、この唇を晒さらしていたのだ。

　そして、理彩のようにわかる人には、悟られてしまっていたのかもしれない。

　顔が熱くなる。

　恥ずかしい。

　どうして昨日、あんな要求をしてしまったのだろう。

　梅雨に対して、嫉妬心があったから。

　真実を黙っていた鷗を、そのことに深く罪悪感を覚えている様子だった鷗を見て、今なら自分の欲望を受け入れてくれるかもしれない──と、いけない思惑が働いてしまったのも事実だ。

　あの時、自分は少しおかしかった。

（……でも）

　あの時に感じたぬくもり。

　キスや、鷗の体の温度や、彼の手が伝える感触の数々を思い出す。

　鷗の優しい眼差まなざし、向日葵を求めるような熱意に、心がざわめく。

「……また、して欲しいな」

　向日葵はマスクの下で、小さく呟いた。
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　──ある日の放課後。

　本日、鷗かもめは一人で帰路についている。

　向日葵ひまわりは一緒ではない。

　彼女は今日、同好会活動があるということでまだ学校に残っているのだ。

　できるなら毎日一緒に帰りたいくらいだが、同好会は彼女の大事な活動の場の一つ。

　それを、自分の我わが儘ままで奪うわけにはいかない。

　何より……。

『鷗くん、これ』

　先刻、学校の渡り廊下にて。

　同好会活動へと向かう向日葵と別れの挨拶あいさつをした、その時のことだった。

　不意に、向日葵は自身の制服の胸元むなもとを引っ張り、その下を鷗へと見せてきたのだ。

『ひ、向日葵、ここは学校……』

『ち、違うよ、そういう意味じゃなくて』

　慌てる鷗に、向日葵は頰ほおを桜色に染めながら『こっちこっち』と、首元を指さす。

　見ると、彼女は制服の下に隠すようにして、先日鷗がプレゼントしたネックレスを装着していたのだ。

『あ、それって……』

『えへへ、嬉うれしくて、学校につけてきちゃった』

　そう、向日葵は笑顔で囁ささやく。

『向日葵……』

　そんな向日葵に、鷗は真剣な表情になって言う。

『アクセサリーの類たぐいを学校に着けてくるのは校則違反だよ。見付かったら没収ぼっしゅうされちゃうんじゃ』

　真顔で注意をする鷗。

　マジレスである。

　しかし言った後、『あ、ご、ごめん、空気読めないこと言っちゃって』と、慌てて謝ったが。

『ううん、鷗くん、やっぱり真面目まじめだね』

　それに対し、向日葵は微笑む。

『ごめんね、学校に着けてくるのはこれっきりにするから。でも、それくらい嬉しかったんだ』

　そこでキョロキョロと周囲を見回すと、背伸びをし、鷗の耳元に顔を近付け呟く。

『放課後は先生の目もなくなるから、今日は家に帰るまで、ずっとつけてるね』

　と言って、向日葵は同好会活動に向かっていった。

（……向日葵にあんな一面があったなんて）

　アクセサリーやピアスの類は、一応校則で禁止されている。

　結構、形骸化したルールで、持ち物検査を実施する日以外は割とスルーされているが、それでも、向日葵がそんなルール違反をしてまで鷗のプレゼントを身に着けてきていたことに、いけないと思いながらも少し嬉しさが生まれた。

　鷗の顔にも、自然と微笑みが浮かぶ。

　さて──。

　そう考えながら、電車に乗り、馴染みの駅で降り、家へと向かう帰り道を歩く鷗。

　子供の頃からずっと見慣れた風景の中を歩いていると──不意に、空からゴロゴロと地鳴りのような音が聞こえた。

　見ると、薄黒い雲が広がっている。

「雨が降りそうだな……」

　この時季はゲリラ豪雨も多い。

　傘も持っていないし、急いで帰らないと──。

　そう思い、歩調を速めることにした。

　すると。

「ん？」

　もうすぐ家に着くというところで、ブロック塀に背を預け、黄昏たそがれるように空を見上げている人物を発見した。

「……え？」

　思わず、声を漏もらしてしまった。

　鷗の声が聞こえたのか、その人物も振り返る。

「……お帰り」

　そこにいたのは、梅雨つゆだった。

「梅雨？　どうして、ここに？」

「……多分、ここに来れば会えると思ったから」

　言われて、気付く。

　ここは幼い頃、梅雨と一緒に遊んでいた路地。

　まだ梅雨が鷗の家の近所に住んでいた頃、共通の思い出を育はぐくんだ場所だ。

「………」

　鷗は、梅雨の様子を窺うかがう。

　以前、久々の再会を果たした鷗をいきなり誘惑した時や、遊園地のデートを追跡ついせきしてきた時のような不穏ふおんさは微塵みじんも無い。

　トーンダウンした表情も、陰鬱いんうつな雰囲気も、儚はかなげで影があり、心配で心がざわつく。

「俺おれに、会いに来たの？」

　鷗が問うと、梅雨は黙って頷うなずく。

「今日は、一体どうして……」

「この前のこと、謝りたくて」

　おずおずと、梅雨は言う。

「空人あきとが、いきなり殴ったりして、ごめん。大丈夫？　怪我けがは……」

「いや、もう大丈夫だよ。口の中を少し切っただけで、大した傷じゃなかった。だから、心配は──」

「……やっぱり、怪我してたんじゃん」

　梅雨が泣きそうな顔になる。

　その表情を見て、鷗は動揺する。

「梅雨、俺は本当に大丈夫だ。どうして梅雨がそこまで……」

　その時。

　鷗の鼻先に、冷たい感触が当たった。

「ん？」

　空を見上げると、完全に頭上が暗雲で覆おおい隠されていた。

　まずい──と思った瞬間には、一気に雨粒が降ふり注そそいできていた。

「うわああああ！」

「きゃあ！」

　思わず悲鳴を上げてしまう。

　それほどの勢いだった。

　まさに土砂降りである。

「つ、梅雨！　とりあえず、俺の家までもうすぐだから！　一旦いったん逃げよう！」

　視界が見えなくなるくらいの大雨の中、鷗と梅雨は、鷗の家へと向かった。
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　突然のゲリラ豪雨から逃げ、二人は大嶋おおしま家へと辿たどり着いた。

　玄関の扉を開け、中に入る。

「どうしよう……こんなずぶ濡ぬれの格好のまま上がったら、流石に悪いよ」

　全身びしょ濡れになった梅雨が、申し訳なさそうに鷗を見る。

「あ、ちょっと待ってて」

　しかし、こんな状態の彼女を放置するわけにはいかない。

　鷗は、家に上がってバスタオルを持ってきた。

「とりあえず、これで」

「うん、ありがとう」

　バスタオルを借りて体を拭く梅雨。

　しかし、服は水を吸って当然ずぶ濡れのままだ。

　とりあえず、乾燥機を使って服は乾かせるが……。

「梅雨、お風呂ふろ貸そうか？」

「え？」

　鷗からの提案に、梅雨は顔を上げる。

「その格好のままじゃ風邪ひいちゃうし、お風呂に入れば温まるかも。その間に、服は乾かせば良いし」

「う、うん……わかった。じゃあ、シャワーだけ借りる」

　ある程度水分を拭い、家に上がる梅雨。

　鷗が案内し、お風呂場へと向かう。

「一応、安心して。今は家に俺しかいないから。誰かに見られることとかは無いと思う」

「うん……」

　一通り浴室の使い方を説明すると、「じゃあ、俺は部屋に行って着替えてるから」と言って、鷗は天井てんじょうを指さす。

　部屋は二階にある、というジェスチャーだ。

「……ねぇ」

　そこで、それまで静かにしていた梅雨が、口を開いた。

「私が先に入ったら、鷗の体が冷えちゃうし……その、一緒に入っちゃう？」

「え？」

　梅雨からの思いがけない提案に、鷗は絶句する。

「い、いいよ。俺は体を拭くだけで……」

　慌てて拒否する鷗。

　そこで、鷗はハッとして、ジト目を梅雨に向けた。

「またそうやって、弱みを握ろうとしてるの？」

　恥ずかしさを紛まぎらわすように、冗談交じりで鷗は言った。

　その台詞に、梅雨は一瞬黙った後──ふっと笑った。

「バレたか。ま、大丈夫でしょ、馬鹿ばかは風邪をひかないって言うし」

　そう言い残して、脱衣所に入る。

「誰が馬鹿だ」

　そう言い返すが、彼女とこんな砕くだけたやり取りをできることが嬉しく感じ、鷗は人知れず微笑んでいた。
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「……さてと」

　二階の鷗の部屋。

　着替え中の鷗の耳に、そこで、トントンと、誰かが階段を上ってくる音が聞こえた。

　まさか──と、思い振り返ると……。

「あ、ごめん。勝手に部屋まで来ちゃって」

「いや……」

　浴室から戻ってきた梅雨が、鷗の部屋へとやって来たのだった。

　今の彼女は、バスタオルを体に巻いただけのいでたちである。

　そんな梅雨の格好に、思わず目を奪われてしまう。

　そこでハッとし、鷗は首を振る。

「服が乾くまでまだ時間も掛かるし……ええと、座る？」

　そう言って、ベッドを指し示す。

「うん、ありがとう……」

　梅雨は頷き、ベッドに腰を下ろす。

　──バスタオルを体に巻いた梅雨が、ベッドに腰掛けている。

　部屋の中を、沈黙が包む。

　かなり妖あやしい雰囲気だ。

　……よく考えたら、何か着替えでも渡して部屋の外で待っていてもらえば良かったかもしれない。

（……また、向日葵に言えないことが増えてしまった気がする……）

　鷗は内心で、そう思った。

「……えっと、そんな格好のままじゃあれだよね」

　その雰囲気を払拭ふっしょくするため、鷗は別の話題に切り替える。

「何か着替えを……あ、そうか」

　鷗は気付く。

　そう、この家には、特に梅雨に貸せるような着替えが無いのだ。

　今は母も居ないから、女性用の服も無い。

「いいよ、そんな気を使わなくても」

　対し、梅雨は口元に微笑みを浮かべる。

　自嘲じちょう的な笑みだった。

「勝手にキミの家の近くまで来たのも、雨に降られたのも、全部私の自業自得なんだから」

「いや、でも……」

　その時。

　タタタッと、俊敏しゅんびんな何かが階段を上ってくる音が聞こえてきた。

「え、な、何？　鷗以外に、誰もいないんじゃ」

　怯おびえる梅雨。

　一方、その足音の主ぬしを知る鷗は、「ああ、大丈夫」と言おうとして──。

　そこで、ドアを開けっぱなしにしていた部屋の中に、勢いよく大型犬が飛び込んできた。

「きゃあっ！」

「あ、バリー！」

　飛び込んできた大型犬──大嶋家の飼い犬、サモエドのバリーは、その勢いのままベッドの上に腰掛ける梅雨へと飛びついたのだ。

　バリーは梅雨の体に乗りかかり、甘えるように顔に鼻先をこすりつける。

「え、え？　鷗の家って、犬飼ってるの？」

「うん、うちで飼ってる犬。名前はバリー。安心していいよ。人間慣れしてて、初対面の人でも嚙かみ付ついたりしないから」

　バリーは梅雨にじゃれつきながら、顔をベロベロと舐なめ回す。

　最初こそいきなり飛びついてきた彼に、警戒心を露あらわにしていた梅雨だったが、すぐに心を許したようだ。

「あはは、くすぐったい！　それに、ふわふわして気持ちいい！」

　楽しそうに笑う梅雨を見て、鷗も微笑を浮かべる。

　……が。

　そこで、気付く。

　バリーにじゃれつかれていることによって、梅雨が身につけていたバスタオルが完全に外れていることに。

「梅雨！　タオル！」

「え……」

　梅雨もそこで、自分が一糸纏まとわぬ格好となっていることに気付く。

　バリーが密着しているおかげで、白い獣毛によってなんとか胸元や股間は隠れているが……。

　それでも、鷗からしたら正視できない格好だ。

「や、やっぱり着替えよう！　何か服持ってくるから！」

「そ、そうだね、ごめん、変な格好になっちゃって」

　流石の梅雨も気にして、顔を赤くする。

「……ええと、鷗のＴシャツとか貸してくれるかな？　ちょっとサイズが大きいくらいで、ちょうどいいから」

「うん、わかった」

　鷗は、言われた通りタンスからＴシャツを取り出し、梅雨に渡す。

「ほら、バリー」

　そして、梅雨の方を見ないようにしながらバリーを引き剝はがし、廊下へと出る。

　その間に、梅雨はＴシャツを着る。

「もういいよ」と呼ばれ、鷗は部屋に戻った。

「あは、ぶかぶか」

　そこには、サイズの大きいＴシャツに袖そでを通した梅雨の姿がある。

　上半身は問題なく隠れている。

　しかし、下半身はギリギリで、太腿から先が裾すそから露わになった状態だ。

　しかも、今の梅雨はＴシャツ以外に何も、下着も身につけていないのだ。

　どちらにしろ、目のやり場には困ってしまう。

「本当に大きくなったね」

　そんな扇情せんじょう的な格好ながら無邪気に言う梅雨に、鷗はより一層心をざわつかせてしまう。
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「そ、そういえば、足……大丈夫？」

　バリーには一階に帰ってもらった。

　部屋の中に戻り、元いた椅子いすに座り直した鷗は、話題を逸らすようにそう切り出した。

「……え？」

　問い掛けられ、梅雨が動揺したように目を見開いた。

「ほら、この前、挫くじいちゃった」

「……あ、ああ、この前の」

　鷗に言われ、梅雨は気付く。

　随分前のことだが、梅雨と、梅雨のカレシが言い争っている現場に遭遇そうぐうした時、彼女を引っ張って一緒に走って逃げた。

　その時挫いてしまった右の足首が、赤く腫れていたのだ。

「大丈夫。もうすっかり良くなったから。赤みも引いたでしょ」

　梅雨は、自身の右足を持ち上げて足首の部分をさする。

　必然、足を持ち上げたことにより、Ｔシャツの裾に隠されていた太腿の奥が見えそうになり、鷗はすぐさま視線を逸らした。

（……ダメだ！　何を言っても危機が付きまとう！）

「でも、あの時驚いたんだ。鷗、かなり足速いよね」

　そんな鷗の内心の動揺を知ってか知らずか、梅雨は話を続ける。

「もしかして、何かスポーツとかやってる？　陸上とか？」

「あ……うん、やってた。でも、今は、やってない」

　そう告げると、梅雨は少し悲しそうな顔になった。

「どうして辞めちゃったの？　私が言うのもなんだけど、あんなに凄いのに……」

「……梅雨が引っ越してこの町からいなくなった後……俺、梅雨に憧あこがれて陸上競技を始めたんだ」

　鷗は、そこで梅雨に打ち明ける。

　梅雨がいなくなった後の、自身の人生を。

「え……」

「あの頃、梅雨は陸上競技界のホープとして、新聞とかネットニュースとかでよく取り上げられてた。そんな梅雨の姿を追い掛けて、追い掛けたくて、俺も陸上を始めたんだ。でもある時から……俺が中学二年生くらいの時からかな、梅雨の名前を聞かなくなった」

「………」

「何があったのかは知らなかったけど、それで、俺も辞めちゃったんだ」

　情けない。

　内心でそう自分を侮蔑ぶべつしながら、罪を懺悔ざんげするように、鷗は梅雨に話す。

「……元々、不純な理由だったんだ。憧れてた梅雨にまた会いたくて……陸上をやっていれば、いつか、それこそ大きな大会とかで再会できるんじゃないかって。その時に、少しは立派になった自分の姿を見せられるんじゃないか、格好付けられるんじゃないかって、そんな願望を抱いて、陸上に心血しんけつを注いでたんだ」

「……そう、だったんだ」

　そう言われ、梅雨も嬉しさと恥ずかしさが入り交じったように、顔を赤らめる。

　そして、どこか切なそうに唇を嚙み締しめていた。

　……室内にジットリとした空気が流れる。

　時計が針を刻む音だけが響き、淫靡いんびな空気が漂う。

「そういえば、梅雨の方こそ陸上は……」

　会話を繫げようとして、そこで鷗は思わず言葉を途切れさせる。

　梅雨の視線が、鷗の体に向けられているのに気付いたからだ。

　濡れた体をバスタオルで拭いている最中に、梅雨が部屋へとやって来た。

　その後、なんだかんだでタイミングを逃してしまったため、今の鷗は上半身に何も着ていない状態のままでいる。

　梅雨の目線が、鷗の胸板から腹筋にかけて流れていく。

　鷗にとってそれは、まるで彼女の指先で体に触れられているかのような、ゾクリとした感覚を覚える視線だった。

「……ねぇ」

　そこで、梅雨が鷗に声を掛ける。

「向日葵とは……」

「え？」

「……向日葵とは、もう、したの？」

　突然問い掛けられた質問の意味がわからず、鷗は首を傾げる。

「した、って……」

「だから、手を出したの？」

　そう言われ、やっと質問の意図がわかった。

　鷗は、目を白黒させる。

「そ、そんなの……まだだよ」

　なんとか気持ちを落ち着かせ、視線を逸らした鷗に、梅雨は依然いぜん熱っぽい眼差まなざしを向けてくる。

「……前にも、同じこと聞いたよね」

「え？」

「ほら、最初に会った時」

　そうだ、向日葵の家に招待され、梅雨と数年ぶりの再会を果たした時。

　間違えて彼女の部屋に入ってしまったことから、梅雨にからかわれ、そう聞かれた記憶がある。

　……正直、あの時はそれどころじゃなかったというか、色々な感情がない交ぜになって滅茶苦茶だったので、曖昧な記憶ではあるが。

「あの時はできなかったけど……どうする？」

　梅雨が体を寄せてくる。

「どうするって……」

「練習しておく？」

「練、習……」

「私、と」

　梅雨の吐息といきが乱れていると気付く。

　同じ台詞なのに、あの時とは、彼女が心の中に抱えている気持ちが、異なるとわかる。

　その視線、縋すがり付くような視線から、伝わってくる。

　心臓を鷲摑わしづかみにされるような、とてつもない緊張感が全身を駆け抜けた。

「……い、いや」

　しかし、そこで、鷗の理性が働く。

「そういうのは、ちゃんと付き合っている者同士ですることだ」

「………」

「お互い、裏切ったらいけない大切な人がいるんだ。よくないよ」

　そう、真面目ぶったことを言う鷗。

　その発言に、梅雨は啞然あぜんとした後──。

「……そうだよね。それが普通だよね。恋人がいるのに、他の誰かに慰なぐさめてもらおうなんて……そんなの、間違ってるよね」

　そう言った。

　きっと化石的な考え方と、呆あきれたように返されると思っていたが、意外だった。

「こんなことしたら、向日葵にも悪いよね」

「そうだよ、それに……梅雨のカレシにも悪い」

「………」

　そう言うと、梅雨は辛つらそうな顔をする。

　まただ。

　梅雨はカレシの話題になると、決まってこんな顔になる。

　自分と向日葵とは対照的。

　幸せで充実した関係を築けているなら、こんな顔にはならないはずだ。

「梅雨……今更だけど、やっぱり、あのカレシと上手うまくいってないの？」

　鷗は、真剣な表情で問う。

「……多分、ううん、絶対浮気うわきされてる」

　鷗の質問に対し、今度は梅雨も怒ったりしなかった。

　誤魔化ごまかすこともはぐらかすことも無く、そう口にする。

　ハッキリと、心の中に積み上がっていた、我慢していた鬱憤うっぷんを吐き出すように。

「……といっても、別に一度や二度のことじゃ無いんだけど。前に、言い争ってるところを鷗に見られたでしょ？　あれも、他の女と一緒に居たのが私にバレて、それで喧嘩けんかになって……」

「………」

「それで、この前はその謝罪のデートだったんだ。なのにアイツ、待ち合わせに一時間近く遅刻してきて、その上連絡しても返答も無しで……きっと、私のことなんて束縛そくばくの強い面倒な女だと思ってるんだよ」

「梅雨……」

　弱々しい口調、乱雑な言葉遣い。

　本当に、どれだけのものを溜ため込こんでいたのだろう──と、こちらが辛くなるくらい、今の彼女は哀れな表情をしていた。

「……正直に言うとね、私、楽しかったんだ。鷗と、話して、遊んで、本当に久しぶりに心の底から笑えた。あれ、冗談じゃないよ」

　そこで、梅雨が鷗をジッと見詰める。

「鷗は、どうだった？　私、だいぶ変わっちゃったけど……私といて、楽しかった？　それとも、もう変わっちゃった私のことなんて、興味無い？」

「それは……」

　梅雨の言葉に動揺する鷗。

　彼女の発言は、まるで、自分に依存しているような。

　自分に助けを求めているような、そんな言葉だった。

　簡単に切り捨ててしまうわけにはいかない。

　ここで彼女を拒絶したら……。

　間違っているとはわかっているのに。

　何を言わなければならないのか、わかっているのに。

　言葉が喉のどから出ない。

　鷗の頰を、滝のように冷や汗が流れ落ちる。

　永遠のような沈黙が流れる。

「………なんて」

　やがて、梅雨が口を開いた。

「噓うそ、気にしないで」

　その顔に、朗ほがらかな笑みを寂さびしげに湛たたえ。

「変なこと言ってごめんね。困らせちゃったよね。忘れて、今の」

「梅雨……」

「大丈夫、鷗に話してすっきりした。もう、折り合いは付けてあるから大丈夫。空人のことも構わない。っていうか、もう慣れた。私にはそういう男がお似合いなんだよ」

　不自然なほど明るい口調と表情で。

「それに、どうこう言ってもさ、私、昔あいつに救われたんだ。だから、多少のことは大目に見ないと、ね」

「………」

　……いや、そんなのおかしい。

　過去に何があったかは知らないが、今、あの男は梅雨を苦しめている。

　そんなものに縛られるなんて、梅雨が可哀想かわいそうだ。

「そろそろ、服も乾いたかな。雨もすっかり上がったし、お暇いとまするね」

「あ……」

　言って、梅雨は足早に部屋を出て行く。

　そして浴室に向かい、乾燥機にかけていた服にさっさと着替えていった。

「はい、ありがとう」

　返されるＴシャツ。

「あの、梅雨……」

　それを受け取った鷗は、彼女を呼ぶ。

　しかし、呼び止めたところで何を言って良いのかわからない。

「なに？」

「……やっぱり、心配だ」

　先程の彼女の言葉。

　気にしないで──と言われても、やはり心は晴れない。

「本当に大丈夫だから」

　梅雨はそう言うが……しかし、彼女も内心ではそうは思っていないのだろう。

　表情に、薄うっすらと影が差している。

　そんな梅雨の顔を見せられれば、更に心がざわついてしまう。

　なんとかしてあげたい。

　助けになってあげたい。

　でも、本当にその選択肢は選んで良いものなのだろうか？

　自分なんかが、深入りを許される領域なのだろうか？

　迷い、懊悩おうのうが巡る。

「………」

「………」

　互いに、なんと言葉を繫つなげれば良いのかわからない。

　逡巡しゅんじゅんと、何かを期待するかのような沈黙が、数秒流れる──。

「……じゃ、じゃあ」

　そこで、梅雨は切り出した。

「連絡先、交換する？」

「連絡先……」

「困ったことがあったら、お互いに相談できるように。あくまでも、相談相手に、ね」

「そ、そうだね」

　別に、やましい気持ちがあるわけじゃ無い。

　ただ心配なだけだ。

　そう、誰に対して言い訳しているのかもわからないようなことを考えながら、鷗は梅雨と、互いの連絡用アカウントを交換した。

「それじゃ、今日はごめんね」

「あ、うん」

　そして、彼女は鷗の家から帰っていった。

　鷗は玄関先で、梅雨のアカウントが登録されたメッセージアプリを、しばらくボーッと見詰めていた。
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「鷗かもめくん？」

「……え？」

　学校からの帰り道。

　鷗は、不意に隣を歩く向日葵ひまわりに呼ばれ、顔を上げた。

「あ……どうした？　向日葵」

「ええと、お弁当、どんなおかずが好きなのかなって、質問してたんだけど……」

　この日は、向日葵も同好会活動も無く久しぶりに一緒に帰れる日だった。

　なのに、向日葵からの質問に対し、鷗は上の空で聞いていなかったのだ。

「ご、ごめん！　向日葵！」

　瞬間、鷗は自身の頰ほおをはたいた。

「鷗くん!?」

「なんだかボーッとしてて、全然聞いてなかった！　せっかく、久しぶりに向日葵と一緒に帰れる日なのに！」

「う、ううん、いいんだよ！　気にしないで！　そんなに大切な話じゃなかったから……」

　そう言ってくれる向日葵だが、彼女に気を使わせてしまったことに、鷗は自身を情けなく思う。

（……どうしたんだ、俺おれ）

　何故なぜ、こんなに思考が覚束おぼつかないのか。

　どうして、ボーッとしてしまうのか。

　理由は明白。

　梅雨つゆのことだ。

　彼女のことが、頭から離れないのだ。

　向日葵と一緒にいる今の時間すらも、彼女のことを考えてしまう。

　本当に情けない。

　向日葵を大切にするんじゃなかったのか。

　彼女との時間を、何よりも優先するんじゃなかったのか。

　以前まで自分の言っていたことが、どれもこれも噓うそだったのではないかと思えてくる。

「鷗くん、何か悩みがあるの？」

「え？」

　向日葵が、心配そうに鷗の顔を覗のぞき込んでくる。

「前にも言ったかもしれないけど、何か悩んでることがあるなら、わたしに相談してくれていいよ。鷗くんの力になりたいんだ」

「……向日葵」

　どうする。

　正直に言うべきか。

　あの日、梅雨を家に上げたことを。

　そこであったことを。

　……きっと、素直に梅雨を心配していることを告げ、けれど、それはあくまでも彼女の私生活の素行のことであり。

　決して、梅雨に気があるからではないと、向日葵の方が大切だと、そう言えば彼女は自分を信じてくれるはずだ。

　……それで、この心のモヤモヤも払拭ふっしょくされる……はずだ。

「……いや、なんでもない。本当に大丈夫だ」

　でも、言えなかった。

　何故だろう。

　罪悪感を抱くことになると、わかっているのに──。
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　──そんなモヤモヤを抱えながら帰宅した、その日の夜。

「……ん？」

　風呂ふろ上がりの鷗は、バスタオルで髪を拭きながら自室へと戻る。

　そこで、テーブルの上に置かれたスマホの画面に通知が来ているのに気付く。

「……え？」

　梅雨から、メッセージが届いていた。

『いきなりごめんね』

『今度、ちょっとだけ会えないかな？』

『相談したいことがあって』

『無理なら、別にいいけど』

　そう、端的たんてきな文章が四つほど並んでいた。

「………」

　これ以上、向日葵を裏切るわけにはいかない。

　けれど、梅雨が何か悩みを抱えていて、鷗を頼ってきているのも事実だ。

　何より、この心に掛かった暗雲あんうんは、梅雨との物語を進展させなければ永久に晴れない気がした。

「………」

　鷗は、メッセージを送り返す。

　明日の休日、梅雨と待ち合わせをすることにした。
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　翌日──。

　鷗は、梅雨との待ち合わせへと向かう。

　待ち合わせ場所はわかりやすい場所が良いかと思い、以前一緒に訪れた喫茶店を指定した。

　普段通りの感覚を保つため、久しぶりに花渡川けどがわスポーツを訪れ店長や海音あまねと雑談を交えたりもした。

　そして時間を見計らい、鷗は喫茶店へと向かう。

「……あれ？」

　目的の喫茶店に来たところで、入り口の前に立つ梅雨の姿を発見した。

　どうやら、彼女は鷗よりも先に到着していたようだ。

　しかし、よく見ると何やらトラブルに巻き込まれている様子である。

「なぁ、いいじゃんよ」

「少しくらいさ」

「……暇じゃないんで。他当たって」

　梅雨は、ナンパをされているようだ。

　筋肉質でガタイがよく、髪を染めて顎あご髭ひげを生やした、厳いかつい二人組。

　押しの強い男達に迫られながらも、さらりと流そうとしている。

　しかし、二人組は執拗しつように梅雨に纏まとわり付く。

　彼女も迷惑そうな表情をしているが、二人組の圧に若干じゃっかん押され、どうにも逃げ切れない様子だ。

「ちょっと！　大事な待ち合わせしてるの！　本当にいい加減にして！」

　そこで、梅雨は苛立いらだちをハッキリと表情に出しながら、勢いよく振り返る。

　その拍子に、彼女の手に持っていたバッグが、片方の男の手の甲に当たった。

「いってぇ」

「おい、大丈夫か？」

　派手に痛がる男と、大袈裟に驚く片割れ。

「す、少しぶつかっただけでしょ」

「いや、金具だよ。金具が当たって皮膚が裂さけた」

「マジかよ？　そりゃやべぇな」

　男達の目線が鋭くなる。

　空気の変化を察知し、梅雨は慌てて逃げ出そうとするが。

「おい、待てよ」

　片割れの男に、肩を摑つかまれた。

「人に怪我けがさせておいて逃げる気かよ、なぁ」

「あの」

　流石さすがに見ていられなくなった。

　そこで、鷗が彼女達の間に入る。

　突然の鷗の登場に、梅雨は驚いている様子だ。

　一方、男達は鷗を睨にらむ。

「なんだ？　お前」

「こいつのツレかよ？」

「はい、カレシです」

　訝いぶかる男達の質問に、鷗はハッキリとそう断言した。

「すいません、彼女がご迷惑をおかけしたようで。お怪我をされたんですか？　よろしければ、僕が一緒に病院に伺うかがいますが」

　鷗がそう捲まくし立てると、男達は言い淀よどむ。

　怪我などしていない上に、男連れの女にこれ以上関わっても時間の無駄だと思っているのだろう。

「どうやら大丈夫なようですね、では、失礼します」

　早口に言うと、鷗は梅雨とその場を脱出する。

「……噓つけないんじゃなかったの？　それに、向日葵がいるのに、他の女のことを噓でもカノジョだって言いたくないって、前に言ってたよね」

　男達の前から離れた後、歩きながら梅雨がそう囁ささやいた。

「別に、噓をつけないわけじゃないよ」

　そんな梅雨に、前を向いたまま鷗が答える。

「それに、噓でもこう言って場が収まるなら、梅雨を助けられるなら、それで構わない」

「………」

　そう言われ、梅雨は無言で頰を赤らめる。

「それで、梅雨。相談って何？」

　鷗が問い掛けると、梅雨は「その……」と、口ごもる。

　しかし、彼女が鷗に持ち掛ける悩みと言えば……今のところ、一つしか無い。

「梅雨、ちょっと場所を変えよう」

「え？」

　そこで、鷗が梅雨を振り返り、言う。

「さっきの人達がいるかもしれないし、あの喫茶店には入りづらい。話しやすい、静かな場所に行こう」
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　人の気配の無い、川沿いの歩道。

　そこに設置されたベンチに、梅雨が腰掛けている。

「はい」

「……ありがとう」

　近くの自販機で買ってきた炭酸飲料を梅雨に渡すと、鷗はその隣に腰を下ろした。

「相談は……やっぱり、カレシのこと？」

「………」

「違ってたら、ごめん。でも……やっぱり、どうしても気になってしまうんだ。梅雨と、今のカレシとのこと」

　目線を伏ふせる梅雨に、鷗は自身の本心を語る。

「俺が軽々しく口出ししたり、助言できるような問題じゃないかもしれない。それでも、無視できない」

「どうして、そこまで……」

「心配なんだ、梅雨が。今までの梅雨のらしくない行動の全てが、もしも、あの人のせいで心が安定しないのが原因なら、俺はあの人を許せない」

　真剣なトーンで言い放つ鷗。

　そんな彼に対し、梅雨は少しの間沈黙し──。

「……私、前に言ったよね」

　やがて、ゆっくりと口を開いた。

「アイツに救われたのも事実だって、アイツのことにはもう慣れたって」

「……ああ」

「……でも、最近わからなくなってきちゃった。私、アイツを信用できなくなってきた」

　梅雨は、悲しげに視線を伏せる。

「こんなこと、鷗に相談するのも筋違いかもしれないけど……」

「いいよ、俺は聞きたい。話して欲しい」

　梅雨の力になれるなら──。

　鷗の眼差まなざしを受け、梅雨は覚悟を決めたのか、深呼吸を挟はさんで語り出した。

「ちょっと前くらいからかな。お金が手に入るからって、何か色々怪しいことをやり始めたの」

「………」

「最初のうちは、人を脅したり、罠わなに掛けるようなことに対する協力で……要は、そういう何でも屋っていうか脅おどし屋みたいなことをやって、知り合いからお金をもらってたんだと思う。私にも協力するように言ってきたこともあったけど、気が進まなくて断ってた」

　そこで梅雨は、グッと眉間に皺を寄せる。

「でも最近、段々、明らかにおかしいこともバイト感覚で請け負うようになってきてて……」

「例えば？」

「……ある人から、ある人に、あるものを運ぶ。何を運ぶかは、教えられない」

　……クスリの運び屋だ。

　鷗は警察官を親に持つ。

　なので、そういった知識を親から日常的に学んできた。

　梅雨の言っているそれは、クスリを客に売るために、その間の運搬うんぱんを雇って行わせる仕事だ。

「梅雨、まさか……」

「私はやってないよ。明らかに怪しいし、どこかそういうのに乗り切れないから」

　結局、梅雨も協力せず、梅雨のカレシも実際にやる度胸はなかったらしい。

「その話は、無かったことになった……と思う」

　その話を聞き、鷗は思った。

　根底の部分では、梅雨は変わっていないのでは──と。

　鷗は幼い頃、母親を病気で亡くしている。

　母は父の同僚の元警察官で、潑剌はつらつとして明るい女性だった。

　太陽のような人。

　そんな彼女の面影おもかげを梅雨に感じて、だから好きになったのかもしれない。

　母は死の間際まぎわ、鷗に言った。

　きっと大丈夫と。

　自分がいなくなっても、鷗は強く生きていけると。

　彼女の言った通り、母を失った悲しみは時間が経たつにつれ薄れてきた。

　今では、ちゃんと折り合いを付けられている。

　母が言った大丈夫というのは、こういう意味だったのだろう。

　けれど、それとは別のところで、彼女の面影を感じた梅雨に惹ひかれ。

　梅雨自身に憧あこがれたのも事実だ。

「……鷗、前に言ってたよね」

　そこで梅雨が、ぽつりと呟く。

「昔の私に戻って欲しい、って」

「あ、ああ」

「もう、戻れないんだよ」

　フッと、彼女は悲哀ひあいに満ちた眼光を鷗に向けた。

「もう私は、鷗が憧れだって言ってくれた、昔の私には戻れない」

「……梅雨？」

「鷗、この前私に、私と再会するまでの自分のこと、話してくれたよね」

　梅雨が、鷗の目を真まっ直すぐ見る。

「今度は、私が話す番。聞いて、鷗。私が、鷗の前からいなくなってから再会するまでの間に、何があったのか」

　そう言って、梅雨は語り出した。

　自分の中に溜ため込こんでいた何かを、吐き出すように。

「私は昔……鷗の言う通り、陸上競技に熱中して、それなりに成果も出せてやり甲斐がいも感じてた。心の底から打ち込めて、自分の活躍を周りのみんなが自分のことのように喜んでくれる。毎日が楽しくて、充実してた……」

　でも──と、挟み、梅雨は自身の右脚を持ち上げる。

「高校二年の時、右足に怪我を負った」
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「え……」

「今でも覚えてる。トラックでハードルに足を引っかけて転倒。その時、自分にしか聞こえない嫌な音が、足首から伝わって全身を貫いた」

　その怪我は、選手生命を奪うほどのものだった。

　治療やリハビリを続けたが、やむなく選手を断念するしかなくなった。

　こうして、夢も希望も、積み上げてきた努力も、あっさりと梅雨は失ってしまった。

「………」

　そう彼女に語られ、鷗はショックを受ける。

　つまり、この前の捻挫ねんざ。

　自分が無理やり梅雨を引っ張って走った際に、彼女の足が起こした不具合は、たまたま足を捻ひねったわけじゃなく、その怪我の影響で炎症を起こしていたのだ。

　全力で走れば、足がすぐに悲鳴を上げてしまう。

　梅雨はもう、競技者として走れないのだ。

「……更に、その時期に親の離婚まで重なって……」

　信頼していた人間関係が崩壊した時のショックは、計り知れなかった。

「何がなんだかわからないうちに再婚があったりして……私は、没頭できるものも信じられる人も失って、抜け殻みたいになって大学に進学して……その大学で、あいつ──鍛代かしろ空人あきとと出会った」

　元々同じ高校の陸上部に所属していた鍛代。

　高校時代に部活のコーチと揉もめて退部になって、それっきり会うこともなくなっていたのだが、偶然同じ大学へと進学していたようだった。

　鍛代は、失意のどん底にいた梅雨に接触してきた。

　鬱憤うっぷんやストレスを、無軌道むきどうでその場しのぎの快楽で補うような日々が始まるが、それが少なくとも梅雨の心の支えになった。

　そんな経緯を経て、彼女は変わってしまった。

　それが──今日までの、鷗の知らなかった梅雨の全てだった。

「空っぽになった私は、求められるのが嬉うれしくて、必要とされるのが嬉しくて、だから簡単に満たされた」

　梅雨は、持ち上げた右脚を抱き締めるように、両腕を回す。

　ギュッと──唇を嚙かみ締しめながら。

「怪我で走れなくなった時、あとに残されたのは傷だらけの足だけだった。ハードルウォークで努力を重ねた証しだって、誇らしかったこの足も、今じゃ見るのも嫌で仕方が無い」

「梅雨……」

　──昔の梅雨に憧れていた。

　──昔のように戻って欲しい。

　……思い返してみれば、どれだけ残酷ざんこくなことを彼女に言っていたのか──鷗はそこで、深く理解した。

「……だからね、もう昔の私には戻れないの。君が憧れた、かつての私を形成していた自信も人格も、その裏付けとなるものがもう私には残っていないの」

　それは、鷗に言うというより、自分に言い聞かせるような言葉だった。

「君がいくら必死に呼んでも、もう無理なの。君が憧れた私は、もう死んだようなもの。鷗にとっては……もう、私と一緒に居ても意味が無いんだよ」

　梅雨は、泣きそうな顔で言う。

　自分の存在が、鷗に叶かなうことの無い希望を抱かせてしまっているのだと。

　その罪悪感から、彼女は告白したのかもしれない。

　もう、不要に自分に関わらせてはいけないのだと。

　しかし──。

「……梅雨は、昔の自分と今の自分、どっちの方が好きなの？」

　そんな彼女に、鷗は言う。

　ハッと顔を上げ、梅雨は鷗を見た。

「俺が陸上競技を始めたのは、確かに梅雨に憧れたからだ。その点に間違いは無い。けど、俺が梅雨に憧れたのは、梅雨が凄い陸上選手だったからじゃない。毅然きぜんとしていて前向きで、太陽みたいに輝いている昔の梅雨が好きだった。それは、カレシの鍛代さんに間違っていることを間違っていると言えて、俺や向日葵のことを大切に考えてくれようとした、消えきっていない部分なんだ」

「やめて……」

「梅雨の、大半の部分は変わったかもしれない。でも、変わらずにいて欲しかった部分は、まだ昔のままだ」

「もう、いい……」

　鷗の、あまりにも真っ直ぐすぎる言葉に、目映まばゆいほどの純粋さに。

　梅雨は胸を押さえ、背中を丸めた。

　鷗を直視すること自体が苦痛であるかのように。

「梅雨。俺は──」

「もう、忘れてよ！」

　そして耐え切れず、悲痛な叫びを発した。

「キミの求める私は、もういないんだよ！　君の想像の中にしかいない人間なんだよ！　その理想を、今の私に投影するのはやめて！」

　言いながらも、梅雨は涙を流す。

「……こんなこと、考えても仕方がないのに」

　むせびながら、思いの丈を吐き出していく。

「もしも、自分がどん底だった時に、壊れちゃった時に、最初に出会ってたのが鷗だったら……私、きっと鷗に救われて……鷗に依存してた」

　そんなことを勝手に想像してしまうほど、自分が彼の理想とはほど遠い、薄っぺらい人間になってしまったのだと、梅雨は実感しているのだろう。

　変わりたくなかった。

　叶うなら、昔のままでいたかった。

「悔しいな……」

　気付くと、梅雨は口に出していた。

　どうにもならない現実に、悲痛な笑みを湛たたえ。

　偽らざる本音を。

　本心を。

「君に愛される私のままでいたかった」
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　……──しばらく泣いて、落ち着いたのだろう。



「……向日葵、かわいいよね」

　梅雨は目元を拭ぬぐいながら、ゆっくり顔を上げた。

「……初心うぶで内気で、優しくて純粋で。自分の好きな人のために一生懸命な娘こ。今の私なんかより、ずっと魅力的で素敵な女の子。鷗にお似合いの相手だよ」

　まるで、自身に言い聞かせるように言って。

　梅雨は、鷗に穏やかな笑みを浮かべた。

「だから、幸せにしてあげて」

「梅雨……」

　そこで、バッグの中で、梅雨のスマホが鳴る。

　スマホを取り出し画面を見て、彼女の瞳ひとみから光が失うせたのがわかった。

「……ごめん、知り合いから。今から会えないかって。私、行くね」

「……あの人？」

　鷗の言うあの人とは、梅雨のカレシの鍛代のこと。

　そして梅雨は何も言わない。

　ただ、今この場にいることが居たたまれないようで、逃げ出す口実がなんでもいいから欲しかったのかもしれない。

「じゃあね」

　そう言って、梅雨はベンチから立つと、鷗に背を向け去っていく。

「梅雨！」

　鷗は、梅雨に叫んでいた。

「梅雨を苦しめる人達のために、梅雨自身が無理に何かを変える必要は無い！　ただ、自分がそうだと決意したことを変えなければいいんだ！　俺はそう思う！」

　そう、鷗は梅雨の背中を見送りながら言った。
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「………」

　鷗と別れた後、街中を歩き、梅雨は待ち合わせの場所へと到着した。

　先刻の──鷗の姿、言葉が忘れられない。

　姿形や性格は変わってしまった── けれど、かつて彼が憧れていた、その部分だけは変わっていない、と、彼は言ってくれた。

　でも、梅雨は怖い。

　そんなもの、ちょっとした切っ掛けで簡単に変わってしまうのではないか。

　怪我で、人間関係で、自分の人生や価値観は簡単に変わった。

　そうなった時── 鷗は、そんな自分をどんな目で見るのだろう。

　それが怖かった。

（……彼に迷惑は掛けられないし、自分が一緒に居ちゃいけない）

　そう思っても、鷗の顔が、声が、消えてくれない。

　梅雨はただひたすら懊悩おうのうする。

「よう、梅雨」

　そこで、背後から声を掛けられる。

　振り返った梅雨の目前に立つのは、呼び出した張本人──鍛代空人。

　……だけではなく、その友人達も一緒だったようだ。

　鍛代はいつものような服装で、仲間達も似た系統の格好をしている。

「空人……」

「めちゃくちゃ早かったな、そんなに俺に会いたかったか？」

　ヘラヘラと笑う彼の顔は、どこか赤らんで見える。

　酒を飲んでいるのだろうか。

　高揚こうようしている様子が見える。

「なぁ、聞いてくれよ。お前、妹がいただろ？　ほら、前に見せてもらった写真に写ってた」

「……勝手に私のスマホのデータ見た時ね」

「細かいこと言うなよ。でよ、あの写真、俺のスマホに送っておいたんだけどよ」

　言って、鍛代が自身のスマホの画面を見せる。

　親が再婚した当時、一度だけ、家族全員で写真を撮った。

　向日葵から送られたその写真を、梅雨はスマホのデータの中に保存してあったのだ。

「あんた、何勝手なこと──」

「聞けって。でよ、お前の妹の向日葵？　こいつが気に入ってさ」

　鍛代は、友人の一人を顎あごで指し示す。

　髪を染めた、チャラついた雰囲気の男だ。

「かわいいよな、向日葵ちゃんだっけ？　できればお近付きになりたいんだけど」

「……紹介しろってこと？」

　浮薄ふはくな笑みを浮かべるそいつに、梅雨は無感情で端的たんてきに返答する。

「無理。だってあの娘──」

「カレシがいるんだろ？　あの、クソ生意気そうなガキ」

　以前、鷗に会った時のことを思い出し、鍛代は吐き捨てるように言う。

「あいつ、別れさせられねぇかな」

「……は？」

　鍛代の発したあまりにも最低な発言に、梅雨は心臓が腹の底に落下するような、そんな感覚を覚えた。

「いや、こいつが協力してくれたら金出すって言うからさ。で、考えたんだけどよぉ、お前があのガキ誘ってさ、浮気うわきしてるって状況作るってのはどうよ？　あくまでも、向こうがお前に迫って来たってことにして。で、それを俺等で現場押さえて、あいつを強請ゆすって白状させてよ。それで、傷心状態のところにこいつが接近すれば、いい感じじゃねぇ？」

「………馬鹿ばかじゃないの」

　酔い交じりにヘラヘラと、浅はかな計画を語る鍛代へ、気付くと梅雨はそう言っていた。

　本当に心の底から怒りを感じた時、着飾った言葉なんてものは出ないのだと、梅雨は理解した。

「あ？　なんだって？」

「あんたにはほとほと愛想が尽きたって言ってんのよ、このクズ！」

　目前の男に対し、侮蔑ぶべつ以外の感情が何一つ浮かばなくなった。

　梅雨は感情的に捲し立てる。

「するわけないでしょ、そんなこと！　もう二度と私の前に顔を見せないで！」

「……おい」

　瞬間。

　表情を失った鍛代が、梅雨へと腕を伸ばす。

　血管の浮き上がった腕が、梅雨の長い金髪を乱暴に摑んだ。

「つっ！」

「調子乗ってんじゃねぇぞ、コラァ！」

「お、おい、空人やめろよ。やりすぎだって……」

　周りの仲間達も引くほどの憤慨ふんがいぶりだ。

　だが、そんな制止を聞いても、鍛代は止まらない。

「お前、前から俺のこと見下みくだしてんだろ？　俺が言うことやること、いちいち偉そうに指図してきやがって」

「何が、指図よ……正論でしょ」

　髪を引っ張り上げられた状態で、梅雨は反抗的な視線を消すことなく、鍛代に言い返す。

「……お前よぉ、昔からいけ好かなかったんだよ。高校の頃も、周りからちやほやされて調子に乗りやがって。俺みたいな、伸び悩んで結果も出せねぇ落ちこぼれのことも心の中じゃ馬鹿にしてたんだろ、ええ？」

　ほとんど言いがかりの八つ当たり。

　蓄積ちくせきされた鬱憤を晴らすように、鍛代は喚わめく。

「怪我して走れなくなって、同じ場所に落ちてきて、優しくしてやったら簡単に心許しやがった！　あの時は最高だったのによぉ！　今じゃ、単なる面倒くせぇだけの女になりやがって！　それでも一応キープしておいてやったらこの調子か、アァ!?」

　思い切り髪を摑んで振り回され、激痛が頭皮に走る。

　それでも梅雨は、鍛代を睨み続ける。

「てめぇは大人しく俺の言うこと聞いてりゃいいんだよ！　今更昔みてぇに戻れるわけでもねぇのに、お高くとまってんじゃねぇぞ！」

　灼熱しゃくねつのような痛みが生まれる。

　体にも、心にも。

　梅雨の眦まなじりに涙が浮かぶ。

　それでも、絶対に従うわけにはいかない、屈服くっぷくするわけにはいかないと、梅雨は決死の表情で鍛代を睥睨へいげいする。

　そこで、誰かが鍛代の腕を摑んだ。
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「お前……」

「鷗……」

　腕を摑んだのは、鷗だった。

　現れた彼の姿に、梅雨も驚く。

「梅雨、やっぱり、俺の意見は変わらない」

　鍛代の腕を握り締めながら、鷗は断言する。

「ここで、この人達との関係を終わらせるべきだ」

「……なんだ、お前は」

　鍛代が、梅雨の髪を摑んでいた手を離す。

「お前には関係ねぇだろ、すっこんでろ」

「あります。彼女は、俺の大切な人です」

　鷗は、梅雨と鍛代の間に立つ。

　梅雨を守るように背中に回して、鍛代と真まっ向こうから相対あいたいする。

「彼女と別れてください。彼女に、彼女が困るようなことを望まないでください」

「……何言ってんだこいつ……おい、梅雨、俺と別れたくてお前が雇ったのかよ」

　鍛代が、後ろに控える仲間達に目配せする。

　仲間達はすぐさま、鷗を囲うような位置についた。

「梅雨はあなたとの関係の継続を望んでいません。彼女へ過ぎた要求をしたり、嫌がっているにもかかわらず付きまとったりすれば、それは立派なストーカー行為です。両親が警察官なので、そういったことは詳しく聞いています」

　そこで、鷗の両親が警察官だという発言を聞き、鍛代の仲間達の間に動揺が広がる。

「……おい、空人……こいつ、ちょっと面倒くさそうだぞ……」

「……うるせぇ！」

　鍛代は、弱い者を威嚇いかくするだけの小物だ。

　先刻、梅雨からエピソードを聞いて、鷗は確信している。

　逆上ぎゃくじょうしたのか、彼は己おのれを鼓舞こぶするように鷗へ吠え掛かった。

「だからなんだ！　親が警察だって言えば、こっちがビビると思ってんのか!?　恥ずかしくねぇのかよ！」

「はい、思っています。それに、恥ずかしくもありません」

　余裕を失った鍛代達を、怖いとは思わない。

　そうでなかったとしても、今の鷗は退く気も無い。

　毅然と、鍛代に答える。

「それで身を引いてくれるなら、それ以上はありませんから」

　そんな鷗の態度に、遂に鍛代の怒りは沸点に達した。

「どいつもこいつも、舐なめんじゃねぇ！」

　鍛代が、鷗に殴りかかる。

　全力の拳こぶしが、鷗の顔に叩たたき込こまれた。

「鷗！」

　梅雨が悲痛な声を発する。

　しかし、鷗はその一撃に耐えていた。

　仰のけ反ぞった姿勢から倒れず踏みとどまり、全く狼狽ろうばいすることなく鍛代に言う。

「……最終通告です。もう、梅雨には指一本触れないでください。彼女の前にも現れないでください」

「な……く……」

　そんな鷗に、完全に気圧けおされてしまったのか。

　鍛代は、目を見開き呼吸を荒らげながらも、何も喋しゃべれなくなっていた。

「………」

　しかし、鷗にできることはここまでだ。

　この場で相手全員をボコボコにすることなど当然できないし、逆上されたら手には負えない、不要な因縁いんねんも作りたくない。

　鷗にできるのは、梅雨を守ることだけだ。

「……梅雨、ごめん」

「え？」

　囁くような声。

　直後、鷗は梅雨の手を摑み。

「ちょっと、走る！」

　そして、一緒に走り出した。

「……あ、おい、待てコラァ！」

　いきなりの行動に呆気あっけに取られていた鍛代達だったが、すぐに鷗達を追い掛けようとする。

　一方、鷗と梅雨は全力で走る。

　目前に、進入禁止のバリケードが見えた。

「跳ぼう！」

「え!?」

　意思の疎通そつうは一瞬。

　鷗が梅雨を引っ張り、そして梅雨も、自然とその動作を取っていた。

　──二人は、まるで陸上のハードル走のように、バリケードを跳び越えた。

「待ちやが、ぐ、ぶぇ！」

　一方、鷗達を追い掛けて走ってきた鍛代は、同じように跳び越えようとしたのだがジャンプが足りず、バリケードに足を引っかけ派手に転倒した。

　そんな姿を振り返って確認することなく、鷗と梅雨はただただ──全力で逃げていった。
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「はぁ……はぁ……」

「はっ……はっ……」

　──全力疾走の果て。

　どこかの河原に辿たどり着いた二人は、息を荒らげ、斜面の原っぱに寝転がっていた。

　胸を大きく上下させ、熱が帯びた体を夜風に晒さらしている。

　全身汗まみれだ。

「はぁ……はぁ……梅雨、大丈──」

　しばらくして、呼吸が安定してきたところで、鷗は起き上がって梅雨の様子を窺う。

　だがしかし、当然のことだが──。

「つぅ……」

　梅雨の右足──足首が、真まっ赤かになっている。

　完全に、炎症を起こしている。

　以前よりも、もっと痛々しい色合いだ。

「梅雨！」

「大丈夫……まぁ、少ししたら痛みは治まってくると思うけど、今は一歩も歩けそうにない」

「……ごめん、また無理やり走らせちゃって」

　謝るしかない鷗に、しかし梅雨は、微笑みを向ける。

「ううん、いいよ。痛いけど、全然、痛くない」

　そう、矛盾した言葉を言う。

「でも、このままじゃ帰れないし……どうしようか……タクシーでも……」

「ねぇ、鷗」

　思案する鷗に、梅雨は提案した。

「背負ってくれる？」

「え？」

「そうしないと、家に帰れないじゃん」

「まぁ……うん」

　どこか清々すがすがしい表情で言う梅雨に、鷗も大人しく従う。

　彼女を背負って、家まで送ることになった。

「ふふっ……鷗、背中大きいじゃん」

　梅雨が、鷗の背中……首筋に顔を触れさせる。

「梅雨……汗かいてるから……その」

「……気にしないで。熱いね、鷗の体」

　触れ合うことを求めるように、恋こい焦こがれるように、梅雨は言う。

「………」

　背中に、梅雨の顔が接している。

　安堵あんどしたように、鷗に全てを預けている。

　じんわりと、心が熱くなる。

　さっき、梅雨と一緒に走って、バリケードを跳び越えた時──思い出した。

　子供の頃、梅雨と一緒に街中を走り回った記憶。

　走るのが好きだった彼女と、同じようにバリケードを跳び越えた記憶。

　当時、まだ自分は体が弱かった。

　跳び越えられず、足を引っかけて、大怪我をしたらどうしよう──。

　そんな恐怖を克服し、梅雨と一緒に、全力でジャンプした。

『やるじゃん！　カモメ！』

　ガードハードルを跳び越えた時、自分を振り返って見た、彼女の驚き交じりの笑顔。

　目映い、彼女の顔。

　そして今の、梅雨の顔。

　二つが重なり、心が熱くなる。

　無意識に、微笑みが浮かんでいた。

　ああ、もう、言い逃れができない。

　自分は、梅雨に。

　まだ梅雨に、恋心を抱いているのだ。
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　結局──梅雨つゆを背負って、徒歩で彼女の家に帰る頃には、すっかり日も沈んだ後になってしまった。

　しかし、何はともあれ、彼女の家に到着を果たす。

　梅雨の家でもあり、向日葵ひまわりの家でもある──もう何度か来たことのある、宍戸ししど家。

「失礼します」

　他に家族は帰ってきていないようで、家に明かりはついていない。

　梅雨に鍵かぎを開けてもらって、鷗かもめは家に上がると、そのまま彼女を二階の自室まで運ぶ。

「ふぅ……はい、到着したよ」

「ありがとう」

　自室のベッドに梅雨を座らせ、鷗は一息つく。

「鷗も疲れたでしょ？　座ったら？」

　そう言って、梅雨が自身の隣──ベッドの上を、ぽんぽんと叩たたいて示す。

「あ、ああ」

　鷗は、少し困惑しながらも彼女の隣に腰を下ろした。

「……ここまで一気に来ちゃったけど、本当に、これで良かったのかな」

　今更ながら、梅雨の意思を確認することなく、彼女の人生に大きく関与するような行動を取ってしまった。

　その事実を再認識し、鷗は動揺どうようしている。

「いいんだよ。気にしないで」

　そんな鷗に、梅雨は言う。

　表情を曇らせる鷗の一方、彼女の顔は──河原の時から、ずっと晴れやかなものになっていた。

「鷗は、私を助けてくれたんだから。それに……」

　そこで。

　梅雨が、隣に座る鷗の手を取った。

「鷗と手を繫つないで走った時……久しぶりに、本気で、全力で走れた。なんだか、気持ちが良かった。本当に、ありがとう」

「梅雨……」

　梅雨の言葉を聞いて、安心できた。

　自分の判断は、間違っていなかったのだと。

「梅雨。きっとこの先、またあの人から何かしらの嫌がらせを受けたり、危害を加えられたりする可能性もある。もし、またあの人に何かされることがあったら、いつでも相談して欲しい。俺おれが、梅雨を守るから」

「……うん」

　……二人は黙る。

　静寂せいじゃくに満ちた家の中──静寂に満ちた梅雨の部屋。

　押し潰つぶされそうな静けさの中で、二人は見詰め合う。

　互いの息遣いしか聞こえない。

　梅雨の眼差まなざしを、熱いくらいに感じる。

　梅雨の手が、鷗の胸に当てられた。

　そのまま、彼女は顔を寄せる。

「……梅雨」

　自身の胸に置かれた梅雨の手を取り、鷗は言う。

「……俺は、梅雨を助けたいから助けた。これからも守りたい。梅雨を大切に思ってる……」

　自分の、梅雨への恋心は消えていない。

　それは、よくわかった。

　でも、今の自分に、それをハッキリと口にする資格は無い。

「でも、これ以上はダメだ」

　その言葉を聞き、梅雨の表情から熱が消えた。

　崖から突き落とされたかのような、そんな呆然ぼうぜんとした顔になる。

「……鷗、私……」

　梅雨の言いたいことが伝わってくる。

　いくら鈍感な鷗でも、彼女の体から発せられる熱量、表情、それらが鷗を求めているのがわかる。

「……今だけでいいから」

　梅雨は、まるで縋すがり付くように、鷗を求める。

「お願い、もう一度だけ、キスして」

「……ごめん。向日葵を……向日葵を裏切れない……もうこれ以上、裏切れないんだ」

「………」

　薄闇うすやみの中、梅雨が俯うつむいた。

　今の彼女の顔が、どんな表情か、見えない。

　その時だった。

「ただいまー」

　玄関のドアが開く音。

　そして、鈴を転がすような声音こわねが、家の中に響いた。

「あれ？　誰もいない？」

　──向日葵だ。

　彼女が帰宅したのだ。

　そうだ、向日葵に説明しないと。

　自分が何故なぜ、梅雨と一緒に家にいるのかを。

　鷗は立ち上がる。

　瞬間──向日葵の元へ向かおうとする鷗の腕を、梅雨が引っ張った。

　ベッドに背中から倒れる鷗の上に、彼女が覆おおい被かぶさる──。

　キス。

　ぬるりと入り込んだ舌に、口内を浸蝕しんしょくされる。

　熱が、感触が、匂においが、鼓動が、感情が、彼女の全てが伝わってくる。

　唇が離れない。

　互いの唾液が混ざり合う。

　甘い毒のように口腔こうくうに溜たまったそれを、無理やり嚥下えんげする。

「ねぇ……鷗」

　梅雨が、唇を重ねたまま声を発した。
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　キスしたまま、会話をする。

　声が、吐息が、脳に直接掛けられているような衝撃を味わう。

「昔と変わってないって言ってくれるなら、まだ、私のことを好きでいてくれないの？」

　甘い痺しびれが、脳髄のうずいを揺らす。

「私は、鷗が好き。もう抑えられない」

「つ、ゆ……」

「私は鷗が好き。私は鷗が好き。私は鷗が好き……向日葵との関係を応援しなくちゃいけないのに、それができなくなっちゃった。どうすればいい？　鷗」

　張り付いた肌と肌。

　密着した肉体と肉体。

　溶け合う吐息。

　体の中を反響し、こだまする声。

「私、どうすればいいのかわからない。向日葵からキミを奪うなんて、絶対ダメなのに……でも、奪いたい。鷗は、こんな私、嫌い？」

　苦しそうな声。

　眦まなじりから溢あふれた涙が鷗の頰ほおにも染みる。

　痛いほど重い愛情を持って、梅雨は問う。

「今の私に、鷗に好きになってもらえる資格は、ある？」




『梅雨を苦しめる人達のために、梅雨自身が無理に何かを変える必要は無い』

『ただ、自分がそうだと決意したことを変えなければいいんだ』

　………。

　ああ、そうだ。

　思い出した。

　自分は彼女に、確かにそう言った。

　願ってはいけない願望を抱かせて、彼女を苦しめる男に。

　梅雨は、自分を曲げることなく、決意したことを貫こうとしている。

　そう、これは全て。

　自分が彼女に掛けた呪のろいなのだ。




　これから、大嶋おおしま鷗は思い知ることになる。

『心を奪う』ということが、どれだけの責任を伴ともなうのかを。











あとがき






　初めまして、もしくはお久しぶりです、機村械人きむらかいとと申します。




　この度は、本作『カノジョの姉は……変わってしまった初恋の人』をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　前作、『君は初恋の人、の娘』では社会人主人公×ＪＫヒロインによる、背徳的でありながら純愛感のある、そんな物語を書きました。

　対し、本作もまた純愛をテーマにした作品ではありますが、一転、テイストの違う作風となっております。

　純粋な気持ち、ピュアな想いから始まる、執着とエゴと略奪愛。

　真面目で真っ直ぐで正義感の強い主人公が、どんどん噓と熱情に蝕まれていく。

　何もかも失ったヒロインが、自分を救ってくれた相手に自分の全ての愛を捧げたいと依存してしまう。

　そして、平和で安心に満ちた、最愛のカレシとの世界が欲しかっただけのもう一人のヒロインにも、否応なく決断が迫られる。

　それでも、最善の未来に向かって行こうと足搔く物語。

　最後までご一緒できたら、嬉しいです。




　以下、謝辞となります。

　ＧＡ文庫編集部の皆様、営業部の皆様、いつもお世話になっております。

　担当編集様Ｍ様、今まで大変お世話になりました。

　Ｔ様、改めてこれからよろしくお願いいたします。

　至高のイラストで本作を彩って下さいました、ハム先生。

　校正様、印刷所の皆様、全国の書店様。

　そして何より、本作をここまで読んで下さった読者の皆様。

　本当にありがとうございました。




　それでは、またお会いできる日を夢見て。

　よろしくお願いいたします。







著者

機村械人（きむら かいと）

　第８回ＧＡ文庫大賞にて《優秀賞》を受賞。

『君は初恋の人、の娘』とは打って変わって、違う味わいの作品が出来ました。

　キーワードは、純愛と略奪愛。

　どんなに綺麗に見える純愛も、綺麗事では済みません。




イラスト

ハム

　楽しく挿絵を描かせて頂きました。小説と一緒にイラストも楽しんで頂けましたら幸いです。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




本書に関するご意見・ご感想は

下のQRコードよりお寄せください。

※アクセスの際に発生する通信費等はご負担ください。
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https://ga.sbcr.jp/
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